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平成31年度 保健福祉局予算の概要

( 1 )予算編成方針

本格的な人口減少・超高齢社会の進行に加え、 安定した雇用の減少による生活の不安定化、 家庭や

地域におけるつながりの希薄化など、 福祉を取り巻く状況は大きく変化し、 市民の抱える福祉課題も

多様化・複雑化しています。
保健福祉局では、 市民・事業者・行政の連携と役割分担のもと、 高齢者・障害者などすべての市民

が共助の精神に基づき地域社会の 中で支え合う福祉のまちづくりや、 市民が健康で長生きできるよう

な質の高い保健・医療の提供に資する施策を展開することにより、「市民が地域とつながり福祉と医療

をはじめ安心して暮らせる街jをめざします。

平成31年度は、健康創造都市KOBEの推進にむけ、平成30年度に構築した個人の健康関連データを

集約・結合する「市民PHRシステムjを活用し、 個人の健康行動等に対して付与する健康ポイント等
の導入や、 健康アプリ等を活用した保健指導を実施するなど、 市民の健康づくりを積極的に支援しま

す。

また、 シニア世代にやさしいまちづくりを推進するため、 認知症「神戸モデ、ルJにおいて、65 歳以

上の市民を対象に無料で認知機能の検査を行うほか、 認知症と診断された方を対象に、 市が賠償責任

保険に加入し、 かけつけ ( 捜索)サービス等を実施する事故救済制度を創設します。 さらに、 介護人

材確保対策として、新規採用職員への住宅手当の一部補助や、キャリアアップ支援金制度の導入など、

市内事業所での介護人材の確保・育成を支援します。

障害者の方への支援としては、 重度化・高齢化する障害者の方が地域で安心して暮らすことができ

るよう、 相談や見守りなどの拠点となる「障害者支援センターjの整備を進めるとともに、 精神障害

の急性増悪時等に適切な入院加療を促すための入院医療費助成制度の創設や、 超短 時間雇用等の新た

なしごとの創出に取り組むなど、 障害者施策を総合的に推進します。

(2)主要施策
( 。は新規施策、 Oは拡充施策を示しています。)

【健康創造都市KOBEの推進】

。 1 . ICTを活用した健康創造都市KOBEの推進 (84， 197千円〕

「健康創造都市KOBE推進会議」の議論を踏まえ、 平成30年度に構築した、 個人の健康関連データ
( 健診、 運動、 栄養データなど)を集約・結合する「市民PHRシステムJ (MY CONDITION KOBE)を活

用し、 健康状態の見える化をはかり、 新たな健康づくり事業・サービスを展開していきます。
平成31年度は、個人の健康行動に対して付与する「健康ポイントJや、 フレイル予防につながり、

高齢者の地域の担い手としての活動に対して付与する「フレイル予防ポイント」の運用を行い、 市民

の健康づくりや、 高齢者の社会参加等を積極的に支援します。

さらに、 国民健康保険の被保険者のうち特定健診の結果より生活習慣改善が必要な方に対して、 こ

れまで、対面を 中心に行っていた保健指導に加えて、 健康アプリ等を活用した効率的・効果的な保健指

導を実施します。



2. ""7レイル予防による健康寿命の延伸 [73， 442千円〕

心身の活力が低下し介護が必要な状態に移行しやすいプレイルの早期発見・生活習慣の見直しを促

すことを目的としたプレイルチェックを、特定健診会場や薬局において、65 歳および前年度にフレイ

ルチェックを受けた 66 歳の国民健康保険加入者を対象に実施します。 また、65 歳以上の方を対象と

するフレイル予防のための講話等を実施する介護予防事業や、要支援者等を対象とするフレイル改善

のための運動・ 栄養等のプログラムを行う通所型サービスを引き続き実施します。

。3. 健康ライフプラザにおける「歩行寿命延伸プログラム事業」等の実施 〔 一 〕

健康ライフプラザのトレーニング施設において、 新たに歩行寿命に着目した「歩行寿命延伸プログ

ラム事業」やフレイル予防につながる高齢期の健康づくり事業、 障害者を含むその他市民の健康づく

り事業を実施します。

@4. 健康格差の是正支援 (146， 084千円〕

生活保護受給者の健康課題を分析し データヘルス計画を策定するほか、生活保護受給者の自立支

援等を目的としたスマートフォン用アプリを開発し、 導入します。 また、 引き続きレセプト点検や健

康管理支援事業等を実施し、 生活保護の医療扶助の適正化に努めます。

5. 市民病院の運営 [7， 880， 723千円〕

中央市民病院、 西市民病院、 西神戸医療センター、 神戸アイセンター病院において、 地域医療機関

と連携・役割分担のもと、 救急 医療や高度・専門医療等の政策的医療を担い、 質の高い医療を安定的

に提供します。 また、 いち早く市民に最新の医療を提供できるよう、 神戸医療産業都市の 中核機関で

ある 中央市民病院の臨床研究推進センターを 中心に、 治験・臨床研究のさらなる推進をはかります。

@6. 看護大学の運営 (913， 302千円〕

独立行政法人化により、 自律的かっ効果的・効率的な大学運営を行い、 保健・医療・福祉の教育研

究拠点として、 社会的ニーズに対応した幅広く高い能力を持つ看護人材を育成するとともに、学術研

究、 地域貢献活動、 国際交流の推進等により、学術の発展と市民の健康と生活の質の向上に寄与して

いきます。

【シニア世代にやさしいまちづくりの推進】

。1 . 認知症の人にやさしいまちづくりの推進

(1)神戸モデルの推進 (204， 788千円〕

認知症の早期診断・早期発見を推進するため、65 歳以上の市民を対象に無料で、認知機能検診と認

知機能精密検査による2段階方式の診断を行うとともに、制度の利用促進をはかるため、75 歳以上の

市民に対して認知機能検診の無料受診券を送付します。 また、 認知症と診断された方を対象に、 ①賠

償責任保険に市が加入し、②コールセンターにおける24時間365 日の相談対応や③非常時のかけつけ
( 捜索)サービスを実施するとともに、 ④認知症の人が起こした事故に遭われた全ての市民を対象に

見舞金 ( 給付金)を支給する4つの安心を柱とする事故救済制度を創設します。

内正



(2)認知症の人とその家族への支援 [144， 976千円〕

認知症の人やその 家族が、安心して暮らしていけるよう、平成29年度末より全区配置している認知

症初期集 中支援チームの円滑な運営により早期診断・早期対応に努めるとともに、認知症に関する総合

的な電話相談窓口としてオレンジダイヤルを新たに開設します。 また、 市内の認知症疾患医療センタ
ーにおいて専門医療相談窓口や認知症サロンを開設するとともに、 通院介助や生活援助などを行う見
守りへルパーを派遣するなど、 認知症と診断された後も切れ目のない継続的な支援を推進します。

。2. シニア世代の健康・しごとづくり

(1)フレイル予防による健康寿命の延伸 [81， 742千円〕 【一部再掲】

心身の活力が低下し介護が必要な状態に移行しやすいフレイルの早期発見・生活習慣の見直しを促
すことを目的としたフレイルチェックを、 特定健診会場や薬局において、65 歳および前年度にフレイ

ルチェックを受けた 66 歳の国民健康保闘日入者を対象に実施します。 また、 65 歳以上の方を対象と
するフレイル予防のための講話等を実施する介護予防事業や、 要支援者等を対象とするフレイル改善
のための運動・ 栄養等のプログラムを行う通所型サービスを引き続き実施するとともに、 平成31年度

からは新たに、 高齢者の社会参加促進によるフレイル予防をはかるため、 高齢者の地域の担い手とし
ての活動に対して付与する「フレイル予防ポイント」の運用を開始するなど、 フレイル予防・改善に

よる健康寿命の延伸に取り組みます。

(2)シルバーパワーによる地域の担い手づくり[195，583千円〕

地域の高齢者が地域の高齢者等を支えるモデル事業として、 各区ボランティアセンターで、 高齢者

への生活支援業務の紹介を行い、 認知症の方等の金銭管理ニーズ、への対応の充実をはかるとともに、

シルバーパワーによる地域の担い手づくりを進めます。

。3. 介護人材確保対策 [98， 961千円〕

平成31年度より、 新たに正規職員を採用した際に法人が負担する住宅手当の一部を補助するほか、

「神戸市高齢者介護士認定制度」を通じた介護人材の キャリアアッフ。支援をはかるため、 同制度合格

者に対して、 引き続き同じ事務所で介護福祉士の資格を取得するための支援金を支給するとともに、

事業所に対して、 職員が制度を受講する際に必要となる代替職員の確保に係る経費を補助します。

また、 平成 29 年度から訪問看護師・介護士の安全確保・離職防止対策として、 複数訪問が必要なケ

ースで介護報酬加算が受けられない場合に加算相当額の一部を補助する制度を県市協調により実施し

ているほか、 新たに、 安全対策に関するガイドラインを作成するなど介護職員等の安全対策を促進し

ます。

。4. 地域包括ケアシステムの構築 [317， 072千円〕

神戸圏域地域医療構想、調整会議 地域包括ケア推進部会において検討してきた地域包括ケアシステ

ムの構築にむけ、 全区に設置した医療介護サポートセンターにおいて、 医療・介護関係者からの在宅

医療等に関する 相談受付や、 医療・介護関係者向けの研修を定期的に実施するなど、 多職種間での顔

が見える関係づくりの支援に取り組むとともに、在宅医療推進の要となる24 時間対応可能な訪問看護

ステーションを増設するため、 市内の機能強化型訪問看護ステーションの整備を推進します。

qu

 



5. 介護保険施設整備 (2， 639， 643千円〕

高齢化の進展に伴う高齢者の介護サービスへの需要拡大に対応するため、 第7 期神戸市介護保険事

業計画に基づき特別養護老人ホームなどの介護保険施設の整備を行し、ます。 また、 特に、 高齢者のさ

まざまなニーズに対応で、きるよう、 特別養護老人ホームの 多床室整備や既存の特別養護老人ホームの

建替補助や、 認知症グループホームの整備促進などを引き続き実施します。

06. 介護保険料の負担軽減強化 (993， 712千円〕

公費による低所得者の介護保険料負担軽減について、平成31年10月の 消費税率10%への引き上げ

に合わせて、 保険料段階の 第1段階から第3段階の被保険者の保険料減額賦課に係る保険料率を引き

下げます。

【障害者の方への支援】

。1. 障害者の新たなしごとの創出 (46， 450千円〕

垂水駅前 地区をモデ、ル地区として、 東京大学先端科学技術研究センター、 社会福祉法人、 垂水食品
衛生協会等と連携して平成30年度より進めている週20 時間未満の超短 時間雇用の導入について、 体

制を強化したプロジェクトチームを設置し、 アウトレットとの協働によるまちのにぎわいづくりも視

野に入れながら、 さらなる促進にっとめます。 さらに、 超短 時間雇用の導入を検討しているし あわせ

の村での取り組みも踏まえ、 総合的な検証を行い、 全市展開にむけた検討を進めます。

02. 親なき後対策

(1)障害者支援センターの設置 (592， 985千円〕

障害者の相談支援や見守り体制を構築する拠点、として、 障害者支援センターの全区設置に取り組み

ます。

平成30年度に開設を進めている4区 (灘区・兵庫区・垂水区・ 西区)に続き、 平成31年度は、 新

たに3区 ( 中央区・須磨区・北区)に開設するとともに、 東灘区では、 平成32年度の開設にむけ、 必

要な施設改修に着手します。 さらに長田区でも、 平成31年度に設置場所を検討したうえで、 平成32

年度の開設をめざします。

(2)障害者の見守り・ コーディネート事業の実施 (118，016千円〕

障害者支援センターに障害者見守り支援員を配置し、 障害者の見守り支援を行うとともに、 地域の

関係機関とのネットワークを構築しながら、 緊急時の短 期入所の受け入れ調整や日 中活動の場の提供

等を行うコーディネート事業を実施します。

03. 重症心身障害者 (児)施策の推進

(1)療養介護事業所等の整備 (601， 213千円〕

市街地における医療的ケアを必要とする重症心身障害者 (児)の入所等を支援するため、 老人健康

センターの改修を進め、 平成32年度に療養介護事業所等を開設する予定です。
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(2 )災害時における 重度障害児者対応の強化 (12，667千円〕

災害時に、医療的ケアの必要な在宅重症心身障害児・者が円滑に避難できるよう、市に診療状況等の医
療情報を登録している方を対象に、個別災害時避難計画の作成を進めます。

。4 精神保健福祉施策の充実 [138，929千円〕

精神障害者 (措置入院者等)が、 退院後に必要な医療や支援を受け、 地域で孤立することなく、 安
定して暮らせるよう、 入院中から退院後の地域生活の支援を引き続き実施します。

平成 31 年度は、 急性増悪時等に適切な入院加療を行うことで、 早期回復による地域生活への移行

を促進するため、 新たに精神科入院医療費の本人負担額の一部を助成します。

。 5. 難病相談支援センターの設置 [20，280千円〕

難病患者の療養や日常 生活上の様々な問題について、 支援機関と連携して、 患者・ 家族その他の関
係者からの 相談、 情報提供および助言を行い、 療養生活の質の維持向上を支援する「難病相談支援セ
ンターJを設置します。

。6. 東京2020オリンピック・パラリンピックにむけた障害者スポーツの振興 [335，000千円〕

東京2020オリンピック・パラリンピック等にむけた取り組みとして、 しあわせの村のスポー

ツ施設(運動広場・体育館)の改修を実施します。

【貧困の連鎖防止】

。1. 健康格差の是正支援 (146，084千円〕 【再掲】

生活保護受給者の健康課題を分析し、 データヘルス計画を策定するほか、 生活保護受給者の自立支

援等を目的としたスマートフォン用アプリを開発し、 導入します。 また、 引き続きレセプト点検や健
康管理支援事業等を実施し、 生活保護の医療扶助の適正化に努めます。

02. 生活困窮者学習支援事業 [69，075千円〕

貧困の連鎖を防止することを目的として、 経済的な事情等により学習環境が整っていない 家庭の子

どもに対して高校進学を目標とした学習支援、 保護者への養育支援を行います。平成31年度は、 高校

生世代への学習支援等を拡充し、 高校の中退予防をはかります。

03. 家計改善支援事業 [11，307千円〕

生活費の収支均衡が取れていないなど 家計に課題が ある生活困窮者に対して、 家計管理についての

専門的な助言・支援を行い、 早期の自立につなげます。平成31年度は、 対象を生活保護受給者に拡大

して実施します。
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【くらしの安全を守る】

01. 見守り体制の再構築

(1)要援護者支援センターの運営 (94，500千円〕

大規模災害時に要援護者の初動受入を行う「基幹福祉避難所」としての機能を持つ市内21か

所の要援護者支援センターにおいて、 地域団体と連携しながら避難所開設訓練を継続して実施す

るとともに、 平時より地域団体と顔の見える関係づくりを進めることにより、 要援護者の受入体

制の充実に取り組みます。

(2)風水害災害時等の要援護者の受入 〔 ー 〕

災害救助法が適用されない風水害災害が発生する恐れが ある場合におし、て、 基幹福布曜難所や福祉

避難所を開設した施設に対して要援護者の受入に要する経費を市が負担するなど、 風水害災害に対応

した要援護者支援体制の確保をはかります。

(3)災害時における重度障害児者対応の強化 (12，667千円〕 【再掲】

災害時に、医療的ケアの必要な在宅重症心身障害児・者が円滑に避難できるよう、市に診療状況等の医

療情報を登録している方を対象に、個別災害時避難計画の作成を進めます。

02. 公共交通等のバリアフリー化の推進 (424，959千円〕

障害者・高齢者をはじめ、 誰もが利用できるまちづくりを推進し、 また視覚障害者等の転落事

故防止をはかるため、 県の「ユニバーサル社会づ、くりの推進に関する条例」に鑑み、 鉄道駅舎の

エレベーター整備やホーム柵整備などバリアフリー化を支援します。

く〉ホーム柵劉首予定駅
]R西日本 :神戸駅
阪急電鉄 :神戸三宮駅
阪神電気鉄道 :神戸三宮駅

(平成31-----32年度)
(平成30-----32年度)
(平成31-----32年度)

く〉バリアフリー化等整備予定駅
阪急電鉄 :花隈駅

阪神電気鉄道 :西元町駅
大開駅

神戸電鉄
住吉駅

:長田駅
花山駅
大池駅

(EV・多機能トイレ)
(EV・多機能トイレ)
(EV・多機能トイレ)
(EV・多機能トイレ)
(EV・内方線・多機能トイレ)
(スロープ・多機能トイレ)
(スロープ・多機能トイレ)

(平成28-----31年度)

(平成30-----31年度)

(平成31-----32年度)
(平成31-----33年度)
(平成30-----31年度)

(平成31-----32年度)
(平成31-----32年度)

03. 斎場・墓園の再整備 (718，809千円〕

斎場については、 老朽化した施設のリニューアルを行うほか、 今後の火葬需要の増加に対応するた

め、 民間委託を前 提に 西神斎場再整備のための火葬炉更新にかかる調査・検討を行います。

墓園については、 老朽化したインフラ (舗装・水道)の再整備や危険法面の対策工事を実施するな

ど、 市民が安全・安心して墓参できる環境を整備します。
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。4 国民健康保険料の収納対策強化 [17，193千円]

国民健康保険料の収納率向上をはかるため、初期末納者への電話催告を強化して実施します。また、

近年増加する外国人留学生について、 日本語学校との連携により未納解消に取り組みます。

05 動物愛護の推進 [153，416千円]

神戸市人と猫との共生に関する条例に基づく、「神戸市人と猫との共生推進協議会」が実施する野良

猫の繁殖制限事業や猫の譲渡推進事業の運営に必要な支援を行うとともに、 平成 3 0年度に策定した

「神戸市人と猫との共生に関するガイドライン」に基づき、猫の適正な飼養管理を推進します。また、

動物管理センターにおける犬猫の譲渡、 飼い方教室、 野犬の捕獲等を通じ、 動物愛護の意識の推進や

市民の快適な生活環境を確保していきます。

【子育てしやすい環境の整備】

。1 予防接種制度の充実 [3，774，036千円]

定期化されていない任意予防接種のうち、現在実施している小児インフノレエンザについて1 �12歳

児の1回目の接種に対し、1，360円/年の助成額を2，000円/年に拡充します。 また、 平成31年4月

以降の出生児が3歳になるまでの聞に、 ロタウイノレスまたはおたふくかぜワクチンの接種費用を2回

(上限2，000円/回)助成する制度を新たに開始し、 子育て世代の負担軽減をはかります。

風しんの感染拡大防止対策として、 抗体保有率の低い世代の男性を対象に風しん抗体検査を行い、

抗体価が低い人へ定期予防接種を行います。

02 障害児支援の向上 [17， 923千円]

障害児通所支援事業所が適切な運営・サービス提供を行うよう、 実地指導・監査体制を強化すると

ともに、 国が定める 「放課後等デイサービスガイドライン」 や 「障害者虐待防止法」等の事業者 斉

研修を行います。 また、 市民が、 事業所の自己評価公表ページに、 容易にアクセスできるポータノレサ

イトを作成します。
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(1 )歳入歳出予 算一覧

(単位:千円 )

歳 入

款 項 金 額 備 考

17使用料及手数料 1，666，053 

l使 用 キヰ 1，316，390 

2手 数 料 349，663 

18国 庫 支 出 金 88，280，823 

l負 担 金 85，629，611 

2補 助 金 1，931，341 

3委 託 金 719，871 

19 県 支 出 金 24，009，232 

l負 担 金 20，619，052 

2補 助 金 3，369，301 

3委 託 人』ム 20，879 

20財 産 収 入 31，759 

l財産運用収 入 24，345 

3基 人』ム 収 入 7，414 

21寄 附 金 119，095 

l寄 附 金 119，095 

22繰 入 金 995，714 

2基 金 繰 入 金 995，714 

24諸 収 入 8，284，366 

l納 付 金 2，402，501 

2措置費等 受 入 539，846 

4 受 託事 業収 入 5 

5貸付金元利収入 4，059，246 

6過 年 度収 入 44，735 

7雑 入 1，238，033 

25市 債 5，558，000 

l市 イ責 5，558，000 

歳 入 iロb、 言十 128，945，042 
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(単位:千円 )

歳 出

款 項 人』ム 額 備 考

4民 生 費 167，139，969 

l民 生 総 務 費 12，096，885 

2生 活 保 言要 費 80，525，344 

4障 害 者福 祉費 57，402，881 

5老 人福 祉 費 9，470，294 

6人 権 啓 発 費 27，415 

7 国 民 年 金 費 424，362 

8民生施設整 備費 7，192，788 

5衛 生 費 23，181，511 

1律f 生 給、 務 費 12，695，536 

2公 衆 偉? 生 費 9，004，969 

3環 境 偉 f 生 費 1，481，006 

13教 育 費 913，302 

9看 言菱 大 f A4 費 913，302 

15諸 支 出 人』ム 1，000，000 

2過 年 度 支 出 1，000，000 

歳 出 」口2、 計 192，234，782 

- 1 1  -



(2)歳入予算の説明
司、-----r-I..!.L..o・ ， " 

款 項 目 節 本年度 前年度 比 較 説 明

17使 用 料 及 手 数 料 1，666，053 1，884，531 ム218，478

1使: 用 料 1，316，390 1，516，649 ム200，259

1総 務 使 用 料 8，112 8，112 

2区 役 所 8，112 8，112 

3民 生 使 用 料 220，695 162，970 57，725 

l
こうべ市 民 福 祉
交流 セ ン タ ー

31，836 29，109 2，727 会議室等

2総合福祉センター 12，232 12，232 会議室等

5障害者福 祉施設 77，558 42，883 34，675 市民福祉スポーツセンター等

6養護老 人ホーム 185 185 建物使用料

7ケ ア ノ\ ウ ス 35，077 34，466 611 和光園

B
デ イ サ ー ビ ス
セ ン タ ー

30，700 9，489 21，211 建物使用料

9総 合 セ ン タ ー 23，598 24，958 ム1，360 建物使用料等

10 
多 目 的シ ョ ー
ス テ イ 施 設

3，066 3，094 ム28 建物使用料

11婦 人 交流施 設 5，145 5，257 ム112 建物使用料

12シルバーカレッジ 1，297 1，297 駐車場等

16更 生 セ ン タ ー

4衛 生 使 用 料 1，087，583 1，018，289 69，294 

l斎 場 216，894 217，627 ム733 鴨越斎場等

2当 初 墓 地 400，514 329，329 71，185 鵜越墓園等

3 年 問 墓 地 426，025 427，702 ム1，677 鵜越墓園等

4 保 健 所 26，778 25，696 1，082 建物使用料等

5健康づくりセンター 16，582 16，600 ム18 建物使用料

6
神戸こども初期

急 病 セ ン タ ー
790 762 28 建物使用料等

ム老人健康センター 573 ム573

10教 育 使 用 料 327，278 ム327，278

ム看 護 大 点寸idLLA 327，278 ム327，278

2手 数 料 349，663 367，882 ム18，219

1 �iE 紙 収 入 25，654 26，034 ム380

1 [正 紙 収 入 25，654 26，034 ム380
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款 項 目 節 本年度 前年度 比 較 説 明

4 律T 生 手 数 料 324，009 331，344 ム7，335

l環 境 保 健研究所 66，710 65，425 1，285 検査料

2 営 業 指 導 5，528 4，723 805 営業許可等

3 食 ロロロ 律? 生 74，171 73，021 1，150 営業許可

4 食 肉 検 査 12，064 13，057 ム993 検査料

5動 物 登 録 49，435 49，033 402 登録 料等

6 保 健 所 113，996 124，032 ム10，036 検診 料等

7衛 生 諸 言正 明 297 243 54 文書 料等

こ フ ベ 市 7 7 文書 料等8
歯 科 セ ン タ ー

9 墓 園 承 継 1，479 1，473 6 文書 料等埋 葬 言正 明

10 斎場火葬証 明 322 305 17 文書 料等

ム 老 人 健 康 セ ン タ ー 25 ム25

9 教 育 手 数 料 10，504 ム10，504

ム看 護 大 ぷ寸4ーh 10，504 ム10，504

18国 庫 支 出 金 88，280，823 85，933，463 2，347，360 

l負 担 金 85，629，611 83，308，335 2，321，276 

l 民 生 費 負 担 金 84，492，468 82，225，734 2，266，734 

1 生活困窮者 自立支援法 1，221，540 240，035 981，505 
生活困窮者 自立支援法 による必須 事業の

負 担 金 負担 金負担 率3 /4

2 生活 保 護 費 等 59，021，278 59，482，447 ム461，169 生活保護法 等 による各扶 助費等の負担 金
負 担 金 負担 率10 /10 又は3 /4

8 障 害 者 福 祉 費 21，299，652 20，105，786 1，193，866 特別障害者手当及び 障害者 自立支援給 付等
負 担 金 に対する負担 金負担 率3 /4 又は1/2

点 字 図 書 館 12，501 12，363 138 
点字図書館 に対する負担 金9

設 置 費負 担 金 負担 率1/2

10精 キ申 医 療 費 2，243，012 2，190，557 52，455 精神医療 費の負担 金
負 担 金 負担 率3 /4 又は1/2

11 介護保険低所得者保険料 694，485 194，546 499，939 介護保 険低所得者保 険 料軽減 の負担 金
軽減国庫負担金 負担 率1/2

2 衛 生 費 負 担 金 1，137，143 1，082，601 54，542 

2 疾 病 予 防 費負 担 金 12，790 11，392 1，398 疾病予防費の負担 金
負担 率1/2

3 保 健 事 業 費負 担 金 1，075，657 1，025，329 50，328 
健康増進 事業費の負担 金

負担 率1/2 又は1/3

4 結 核 医療 費負 担 金 48，696 45，880 2，816 
結核医療 費の負担 金

負担 率3 /4

2 補 助 金 1，931，341 1，889，129 42，212 

2 民 生 費 補 助 1，804，799 1，814，361 ム9，562

� 生活困窮者 自立支援法 217，903 203，827 14，076 生活困窮者 自立支援 法 による任意 事業 に
補 助 金 対する補助金 補 助率2 /3 又は1 /2

内d-



ーT一 ...:.L-. I I.J/ 

款 項 目 節 本年度 前年度 上じ 較 説 明

2 生活 保 護 費補 助 234，684 290，907 ム56，223 生活保護法 施行等 に要する事務 費 に対 する
補助金 補助率1 0/1 0、3 /4 又は1 /2

3 児童 福 祉 費補 助 67，476 66，905 571 障害者扶 養共済制度補助金
補助率1 /2

5 障 害 者 福 祉 費補 助 1，183，806 1，147，460 36，346 障害者地域 生活支援 事業等に対する補助金
補助率1 /2 以 内

6 精 神 保 健 費補 助 41，078 49，700 ム8，622 精神保健事業に対 する補助金
補助率3 /4 ， 1 /2 又は1 /3

7 老 人 福 祉 費補 助 59，852 55，562 4，290 老人福祉法 施行に要する事務 費等に対 する
補助金 補助率1 /2 又は1 /3

3 偉T 生 費 補 助 126，542 74，768 51，774 

2 疾 病 予 防 費補 助 105，576 52，707 52，869 疾病予防事業に対 する補助金
補助率1 0/1 0又は1 /2

3 地 域 保 健 医 療 1，412 1，412 地域 保健医療 推進 費 に対 する補助金
推 進 費 補 助 補助率1 /2

4 結 核 医 療 費補 助 4，993 4，723 270 結核医療 費 に対 する補助金
補助率1 /2

5 保 健 衛 生 施 設 3，344 4，658 ム1，314 保健衛生施設整備等に対 する補助金
整 備 費 補 助 補助率1 0/1 0，1 /2 又は1 /3

6環 境 保 健 費補 助 11，217 11，268 ム51環境 保健事業に対 する補助金
補助率1 0/1 0

3 委 託 金 719，871 735，999 ム16，128

2 民 生 費 委 託 金 680，625 700，119 ム19，494

1 社 会 福 祉統 計
調 査 委 託 金

10，708 8，435 2，273 

生活 保 護指 導2
職 員 設置委託金

20，570 24，500 ム3，930

3 援 護 事 務 等 3，212 
国 庫 委 託 金

3，191 21 

4 特 別 児 童 扶 養
手 当 事務 委託金

14，800 14，403 397 

5 
人 権 啓 発 7，875 

活 動 委 託 金
8，589 ム714

6 国
民 年 金 623，460 

事 務 委 託 金
641，001 ム17，541

3其 他 委 託 金 39，246 35，880 3，366 

2 国 民 栄 養 調 査
委 託 金

3，426 4，342 ム916

3 環境保健サ ベイフンス
事 業 委 託 金 76 116 ム40

4公害 対 策 委託 金 35，744 31，422 4，322 

19県 支 出 金 24，009，232 22，520，877 1，488，355 

l負 担 金 20，619，052 19，327，539 1，291，513 

I 民 生 費 負 担 金 20，619，052 19，327，539 1，291，513 

2 障 害 者 福 祉 費 10，192，238 9，619，492 572，746 障害者 自 立支援給 付等の負担 金
負 担 金 負担率1 /4

国 民 健 康 保 険 7，237，771 国 民健康 保 険基盤安 定の負担 金
3

基 盤 安 定負 担 金
6，804，196 433，575 

負担 率3 /4

4 後 期 両齢者医療 制度 2，841，801 2，806，578 35，223 後期両齢者医療 制度基盤安 定の負担 金
基 盤 安 定負 担 金 負担 率3 /4

7介護保険低所得者保険料 347，242 97，273 249，969 介護保 険低所得者保 険 料軽減 の負担 金
軽 減 県 負 担 金 負担 率1 /4

- 14-
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款 項 目 節 本年度 前年度 比 較 説 明

2 補 助 金 3，369，301 3，175，793 193，508 

3民 生 費 補 助 3，313，537 3，120，098 193，439 

3 児童 福 祉 費補 助 6，925 6，840 85 補助率1 /4 以内

4 障 害 者医療 費補 助 905，361 902，787 2，574 補助率1 /2

5 障 害 者 介 議 34，249 33，513 736 定額補助
手 当 費 補 助

6 障 害 者 福 祉 費補 助 428，941 412，017 16，924 補助率1 /4 以 内

7 精 神 保 健 費補 助 19，449 14，632 4，817 補助率1 0 /1 0，2 /3 ， 1 /2 又は1 /4 以 内

8 老 人 医 療 費補 助 550，894 625，309 ム74，415 補助率1 /2

9 老 人 福 祉 費補 助 263，850 242，136 21，714 補助率1 0 /1 0， 3 /4 ，  1 /2 又は1 /3

1 0人 権 啓 発 費補 助 750 750 補助率1 /3 以 内

1 1  介護基盤緊急整備等臨時 1，103，118 882，114 221，004 補助率1 0 /1 0交付 金 事 業 費補助
4 律7 生 費 補 助 55，764 55，695 69 

l 休 日 夜間 救急 13，384 13，336 48 補助率2 /3 以内
対 策 費 補 助

2 予 防接種 費補 助 42，220 42，217 3 補助率1 0 /1 0 又は3 /4

3 保 健 衛 生 費補 助 160 142 18 補助率1 /2

3 委 託 金 20，879 17，545 3，334 

2 民 生 費 委 託 金 222 222 

l 援 護 事務 等委託金 222 222 

3 衛 生 費 委 託 金 20，657 17，323 3，334 

1 衛 生統計委託金 17，093 14，310 2，783 

2 医 療 提供 体 制 3，564 3，013 551 
推 進 事 業 委託金

2 0財 産 収 入 31，759 39，392 ム7，633

l財 産 運 用 収 入 24，345 31，252 ム6，907

l 貸 地 事ヰ 19，813 19，261 552 

3 - 般 土 地 19，813 19，261 552 

2 貸 家 料 4，532 10，991 ム6，459

7一 般 建 物 4，532 10，991 ム6，459 自 動販売機設置 料等

4 其他財産運用収入 1，000 ム1，000

2 施 設 命 名 権 1，000 ム1，000

3 基 金 収 入 7，414 8，140 ム726

F「u-
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款 項 目 節 本年度 前年度 比 較 説 明

1基 金 収 入 7，414 8，140 ム726

6 民間社会 福祉事業従 事
職 員 福 利 厚 生基 金

3 46 ム43 預金利子

7 市 民 福 祉振興 等基 金 7，411 7，888 ム477 預金利子 等

ム同 和 更 生 資 金
貸 付 基 金

206 ム206

2 1 寄 附 金 119，095 118，947 148 

l 寄 附 金 119，095 118，947 148 

2其 他 苦手 附 119，095 118，947 148 

6 保 健 福 祉 局 119，095 118，947 148 

22 繰 入 金 995，714 603，067 392，647 

2 基 金 繰 入 金 995，714 603，067 392，647 

1基 金 繰 入 金 995，714 603，067 392，647 

l
都 市 整 備 等 444，198 444，198 

基 金 繰 入

民間社会 福祉事業従 事4
職員福利厚 生基金繰入

8，503 7，575 928 

5 市 民 福 祉 振 興 等
基 金 繰 入

543，013 144，438 398，575 

ム同 和 更 生 資 金
貸 付 基 金 繰 入

6，856 ム6，856

24諸 収 入 8，284，366 8，074，285 210，081 

l 納 付 金 2，402，501 2，413，763 ム11，262

l 民 生 費 納 付 金 1，754，543 1，783，210 ム28，667

l 行 旅 死 病 人 2，862 1，029 1，833 扶 養 義務 者納 付金

2 生活 保 護 費 等 814，755 858，687 ム43，932 生活保護費等返還金

3 生活 保 護 施 設 9，874 9，961 ム87 入 所 者納 付金

8 障 害 者 医 療 費 960 1，599 ム639 受給 者納 付金

9 障害者扶 養 共 済 34，448 28，568 5，880 加入 者納 付金

1 0  �門笥 齢 重 度 障 害 者
医 療 費

430，738 421，094 9，644 広域連合納 付金

1 1 老 人 医 療 費 1，233 1，730 ム497 受給 者納 付金

12 老 人 福 祉 施 設 398，093 389，855 8，238 入 所 者 又は扶 養 義務 者納 付金

13 在 宅 老 人 福 祉 費 61，300 70，300 ム9，000 利用 者納 付金等

14 障 害 福 祉 施 設 280 387 ム107 利用 者納 付金

2 衛 生 費 納 付 金 647，958 630，553 17，405 

1 1 健康被 害 予 防 事 業 10，067 4，123 5，944 公害健康被害予防事業助成金

- 16 -



款 項 目 節 本年度

2 健 康 被 害救済 費 637，891 

2 措 置 費 等 J戸ζ1. 入 539，846 

民 生 施 設l
措 置 費 等 受 入 539，846 

l 生活 保 護 施 設 151，083 

5 障 害 者 支援 施 設 236，371 

7 養 護 老 人 ホ ー ム 152，392 

4 受 託 事 業収 入 5 

2 其 他 受 託収 入 5 

4 石綿 健 康 被 害
救 済 給 付 業務

5 

5 貸 付 金 元 利収 入 4，059，246 

l 民 生 費 貸 付 金返 還金 622，235 

1 市 民 福 祉振 興
協 会 貸 付 金

102，400 

2 療 養 資 金 貸 付 金 138 

身 体 障 害 者5 更生 資 金 貸 付 金
5，742 

6 民間 施 設 整 備
資 金 貸 付 金

284，334 

都 市 施 設 整 備7
推 進 資 金 貸 付 金

93，300 

介 護 福 祉 士8
奨 学 金 貸 付 金

10 

9 住 宅 改修 資 金 貸 付 金 800 

10 高齢者及び障害者居室等
改修資 金 貸付 金 3，095 

1 1  要 保 護 者緊 急
援 護 貸 付 金

93，968 

バ リア フリ ー化
1 2

融 資 制 度 貸 付 金
37，500 

1 3 災 害援 護 資 金 貸 付 金 948 

3其他 貸 付 金 返還金 3，437，011  

4 市 民 病 院 機 構
貸 付 金 等

3，434，087 

5
医 療 機 関 整 備

資 金 貸 付 金
2，924 

6 過 年 度 収 入 44，735 

1過 年 度 収 入 44，735 

2 生活 保 護 費 等戻入 44，735 

7雑 入 1，238，033 

還 金 24，282 

前年度

626，430 

536，062 

536，062 

152，912 

230，758 

152，392 

5 

5 

5 

4，261，788 

643，381 

102，875 

138 

5，779 

285，959 

98，000 

10 

801 

3，022 

107，034 

37，500 

2，263 

3，618，407 

3，612，538 

5，869 

25，241 

25，241 

25，241 

837，426 

23，161 

- 17 -

比 較

11 ，461 

3，784 

3，784 

ム1，829

5，613 

ム202，542

ム21，146

ム475

ム37

ム1，625

ム4，700

ムl

73 

ム13，066

ム1，315

ム181，396

ム178，451

ム2，945

19，494 

19，494 

19，494 

400，607 

1，121 

、 τ一

説 明

健康被害救済措置 に係る納 付金

更生センター5 0人
和光圏5 0人

さざんか療 護園5 0人

和光園8 0人

. • . ..， 
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款 項 自 節 本年度 前年度 比 較 説 明

7 福 祉 セ ン タ ー 2，237 1，827 410 光熱水費等

1 1 障 害 者 福 祉 施 設 437 452 ム15 職員食費等

13 養 護 老 人 ホ ー ム 517 578 ム61 職員食費等

14 軽 費 老 人 ホ ー ム 1，905 1，869 36 職員食費等

15 
こ う べ 市 民 福 祉
交 流 セ ン タ ー 13，298 15，309 ム2，011 光熱水費等

16 �:E 犬 病 予 防 67 66 l 飼犬の予防注射料等

1 7 動 物 管 理 セ ン タ ー 22 22 光熱水費

18 斎 場 822 878 ム56 施設内 自 販機等の光熱水費等

19 墓 地 1，951 2，058 ム107 施設 内 自 販機等の光熱水費等

44 福 祉 電 話 114 102 12 電話料金

48 在 宅 福 祉 セ ン タ 一 等 2，912 2，912 

6 受 5驚 料 67，616 60，555 7，061 

4 シ ル バ ー カ レ ッ ジ 67，616 60，555 7，061 シノレバーカ レッジ受講料等

9 雑 入 1，146，135 753，710 392，425 

7 保 健 福 ネ止 局 855，751 484，388 371，363 
( 民 生 費

保 健 福 祉 局8
( 衛 生 費 ・ 教 育 費 )

290，384 269，322 21，062 

25 市 債 5，558，000 6，859，000 ム1，301，000

l 市 債 5，558，000 6，859，000 ム1，301，000

1 民 生 債 3，109，000 1，922，000 1，187，000 

1 民生施設整備事業公債 3，109，000 1，922，000 1，187，000 特別養護老人ホームの整備等にかかる
起債承認見込額

2 衛 生 {賓 2，449，000 4，929，000 ム2，480，000

神 戸 市 民 病 院 2，212，000 4，859，000 ム2，647，000
市民病院の整備等 にかかる神戸 市民病院機

l 機 構 貸 付 金 公 債 構への貸付金の起債承認見込額

2
保 健 衛 生 施 設
整 備 事 業 公 債

237，000 70，000 167，000 市立墓園等の改修にかかる起債承認見込額

8 教 育 債 8，000 ム8，000

l 学 校 教 育 施 設 整 備
事 業 公 債

8，000 ム8，000

歳 入 i口k 計 128，945，042 126，033，562 2，911，480 

- 1 8 -



(3) 歳 出 予 算 の 説 明 (一一一ーは新規事業を示す。 )

第4款 民生費
( 項 名 ) 民生総務費

( 単位 : 千 円 )

本 年 度 。コ 員オ 源 内 訳
款 項 日 本 年 度 前 年 度 lt 較 備 考

国 県 支 出 金 市 債 そ の 他 一 般 財 源

4 民 生 費 167 ， 1 39 ，969 162 ，986 ，227  4 ， 1 53 ， 742 98 ，776 ，277 3 ， 1 65 ， 000 4 ，830 ，989 60 ，367 ， 703 

1 民 生 総 務 費 12 ，096，885 1 2 ，480 ， 1 65  ム383 ，280 632 ，984 452 ，648 1 1 ，0 1 1 ， 253 

1 職 員 費 8 ， 5 1 7 ， 274 8 ， 755 ， 307 ム238 ，033 8 ， 5 1 7 ，274  

2 民生総務費 2，806，842 2 ， 987 ， 501  ム 1 80 ，659 3 10 ，077  448 ， 364 2 ，048 ，401  

3 民 生 委 員
活 動 費

267 ，790 256 ，672 1 1 ， 1 18 850 266 ，940 

4 援 護 諸 費 504，979 480 ，685 24，294 322 ，057 4 ，284 1 78 ， 638 

1 職員費

保健福祉局所属職員 のう ち1，0 1 3人分の給料， 職員 手 当 等の経費 8，517，274 千 円

2 民生総務費

市民福祉条例 に基づく 市 民福祉活動の推進， 市民啓発及び民間社会福祉施設への助成等 に要する経費

(1) ユニバーサノレデ、ザインの推進

(2) 公共交通等バリアフリ ー の推進

(3) 災害時要援護者支援 ・ 福祉避難所の充実

(4) 成年後 見支援センタ ー の運営

(5) こうべ安心サポートセンター事業助成等

(6) 地域福祉の推進， 地域福祉ネットワーカーの配置

(7) ふれあいのまちKOBE ・ 愛の輪運動

- 1 9  -

22，523 千 円

531，611 千 円

15，669 千 円

47，084 千 円

166，661 千 円

578，574 千 円

96，699 千 円



(8) 福祉乗車証交付

(9) 住宅改修助成制度 ， 高齢者及び障害者居室等改修資金貸付

(1 0) 民間社会福祉施設運営助成等

(1 1) 社会福祉協議会事業助成

(1 2) 市民福祉振興協会事業助成等

(1 3) 総合福祉センター 管理運営， こう べ市民福祉交流センター管理運営等

(14) 市民福祉大学の運営

(1 5) 市民福祉振興等基金の造成

(1 6) 福祉活動の推進 (市民福祉顕彰など) ， 監査指導 ・ 福祉事務所一般事務費等

( 1 7) 福祉情報システムの運営

3 民生委員活動 費

23 ，923 千 円

267 ，82 1 千 円

46 ， 7 1 6 千 円

102 ，93 1 千 円

47，833 千 円

2 1 1 ，498 千 円

84，674 千 円

202，400 千 円

202 ，479 千 円

157 ， 746 千 円

民生委員児童委員の地域社会 にお ける福祉活動推進， 民生委員児童委員協議会の運営等 に要する経費

( 1 ) 民生委員推薦会， 審査会， 民生委員児童委員 ・ 主任児童委員研修会

(2) 活動助成

(3) 民生委員児童委員一斉改選

4 援護諸費

災害 に対する応急的な救助 ， 遺家族の援護， 災害援護資金貸付の償還事務等 に要する経費

( 1 ) 災害対策

(2) 遺家族等援護

(3) 行旅死病人対策

(4) 更 生援護相談所の管理運営 ・ 住所不定者対策

(5) ホームレスの実態 に 関する全国調査

(6) 災害援護資金貸付償還事務等

(7) 中 国残留邦人等支援

(8) 生活困窮者 自 立支援事業

- 20-

4，333 千 円

2 5 1 ，957 千 円

1 1 ， 500 千 円

3，026 千 円

9，008 千 円

1 0 ，507 千 円

7，240 千 円

266 千 円

16 ，957 千 円

152 ， 553 千 円

305，422 千 円



(項名 ) 生活保護費

款 項 目 本 年 度 前 年 度 比 較

4 民 生 費

2 生 活 保 護 費 80，525 ，344 8 1 ，285 ，061  ム759 ， 7 1 7

1 生活保護費 1 ， 1 50 ，364 1 ， 248 ，897 ム98，533

2 扶 助 費 79，305 ，602 79 ，967 ，869 ム662，267

3 保護施 設 費 69，378 68 ， 295 1 ，083 

1 生活保護費

生活保護法の施行等 に要する経費

2 扶助費

生活保護法による各扶助費及び保護施設事務費

(1) 生活扶助

(2) 住宅扶助

(3) 医療扶助

(4) 介護扶助等

(5) 保護施設事務費

3 保護施設費

本 年 度 の 財 源

国 県 支 出 金 市 {責 そ の 他

59，206 ，025 1 ， 1 29 ，984 

285 ，669 226，663 

58 ，920 ，356 739 ，305 

164 ，0 1 6  

(単位 : 千 円 )

内 訳
備 考

一 般 財 源

20， 1 89 ，335 

638，032 

19 ， 645 ，941 

ム94，638

1 ， 1 50 ， 364 千 円

24，627 ，336 千 円

1 3 ， 5 5 1 ，479 千 円

37 ，989，072 千 円

2，467 ，047 千 円

670，668 千 円

更生センター ( 定員50人， 更 生施設) 及び和 光 園 ( 定員50人， 救護施設) の管理運営 に要する経費等

69，378 千 円
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( 項 名 ) 障害者福祉費

本 年
款 項 目 本 年 度 前 年 度 比 較

国 県 支 出 金

4 民 生 費

4 章 害 者 57，402 ，881  54，403，503 2 ， 999 ，378 36 ， 1 07 ， 0 10  福 祉 費

1 障 害 者 4 ， 1 22 ，608 4 ， 142 ，4 1 0  ム 19 ， 802 1 ， 190 ，307 
福 ネ止 費

2 障 害 者 自 立
支 援 給 付 費

46，396，325 43 ， 770 ，526 2 ， 625 ， 799 33 ，023 ，366 

3 障 害 者 2，0 15 ，933 2 ， 030 ，772 ム 1 4，839 905 ，361  
医 療 費

4 障 害 者 1 ，053，908 1 ，058 ，022 ム4， 1 14 740，556 
手 当 費

障 害 者5
扶 養 共 済 費

433，323 457 ， 1 84 ム23 ，861 67 ，476 

障 害 者6
福 祉 施 設 費

73，979 73 ， 783  196 

障 害 者
7 福 祉 セ ン タ ー 567 ，971  509 ， 0 1 9  58 ，952 49 ，009 

等 運 営 費

8 障 害 福 祉
施 策 費

2 ，738，834 2 ， 36 1 ， 787  377 ，047 130 ，935 

1 障害者福祉費

障害者総合支援法等の施行等 に要する経費

(1) 障害者地域生活支援

- 障害者地域活動支援センター

. 障害者移動支援

・ 障害者地域生活支援センター

. 日 常生活用 具費の給付

- 重度身体障害者入浴サービス

- 22 -

度 の 財 源

市 {責 そ の 他

910 ， 345 

3 ，932 

280 

961 

290 ， 7 1 7  

26 1 ， 9 1 8  

19 ，863 

332 ，674 

186 ， 700 千 円

1 ，9 1 6 ，920 千 円

436，855 千 円

454，382 千 円

94，756 千 円

(単位 : 千 円 )

内 訳
備 考

一 般 財 源

20，385 ，526 

2 ，928 ，369 

1 3 ，372 ，679 

1 ， 109 ，6 1 1  

3 1 3 ， 352 

75 ， 1 30 

ム 187 ，939

499 ，099 

2 ，275 ，225 

3 ， 2 1 2 ，276 千 円



- 日 中 一 時支援事業 25，302 千 円

- 福祉ホーム運営費補助 1 ， 1 93 千 円

- 意思疎通支援， 社会参加促進事業等 96 ， 1 68 千 円

(2) 地域生活への移行支援 1 28 ，25 1 千 円

- 精神障害者地域移行推進事業等 6，804 千 円

- グ、ルーフ。ホーム等整備支援事業等 41 ，458 千 円

- グノレープホーム等運営費補助等 79，989 千 円

(3) 障害者社会参加支援 186 ，339 千 円

- 障害者社会参加支援 92，09 1 千 円

- 生活介護報酬重症児者加算制度 94，248 千 円

(4) 障害者就労支援 2 1 0 ，779 千 円

(5) 精神保健対策 17 ，539 千 円

(6) 障害者福祉団体委託 4，662 千 円

(7) 障害者総合支援法事務費等 362，762 千 円

2 障害者 自 立支援給付費

障害者 自 立支援給付 に要する経費

(1) 通所 ・ 在宅サービス

(2) 施設サービス

(3) 自 立支援医療

(4) 精神障害者入院医療費助成

(5) 補装具費の給付

28 ，2 10 ， 240 千 円

8 ，7 1 1 ，330 千 円

8，959 ，022 千 円

1 5 ，000 千 円

500，733 千 円

3 障害者医療費

重度障害者の 医療費の助成 に要する経費 2 ， 0 1 5 ，933 千 円

4 障害者手 当 費

重度心身障害者介護手 当 ， 特別 障害者手 当 等の支給 に要する経費

(1) 重度心身障害者介護 手 当 支給

(2) 特別 障害者手 当 支給

(3) 障害者特別給付金支給

付) 障害児福祉手 当 支給等

78 ，496 千 円

731 ， 9 1 1 千 円

45 ，385 千 円

198 ， 1 1 6 千 円

内d司，ι



5 障害者扶養共済費

障害者扶養共済制度の実施 に要する経費

6 障害者福祉施設費

さざんか療護園 ( 障害者支援施設， 定員50人) の管理運営 に要する経費

7 障害者福祉センター等運営費

障害者福祉センターの管理運営等 に要する経費

(1) 障害者福祉センター

(2) 障害者更生相談所

(3) 在宅障害者福祉センター指定管理料

(4) 精神保健福祉センター

(5) 自 殺予防情報センター運営費等

(6) 点字図書館指定管理料

(7) 聴覚障害者情報提供施設管理運営負担金

(8) 市民福祉スポーツセンター指定管理料

(9) 障害者就労推進センター運営費等

(1 0) rしごと 開拓員 j の配置

(1 1) その他施設管理運営費等

8 障害福祉施策費

障害福祉施策の施行 に要する経費

(1) 障害者地域生活支援

・ 障害者見守り 体制 の構築

. 視覚障害者支援事業

. ひきこも り 地域支援センター

- 在宅重症心身障害児 (者) 訪問看護支援

. rspo ( 国 際義肢装具協会) 世界大会2019等啓発

. 在宅障害者対策等

・ 重度障害児対応加算制度

(2) 障害者就労支援

・ 事業所等就労支援活動事業

. 障害者就労促進等
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543，424 千 円

2 3 ， 1 3 7 千 円

8 ，080 千 円

3 ，750 千 円

3，000 千 円

34，955 千 円

24，684 千 円

7 ， 1 44 千 円

46，600 千 円

433，323 千 円

73，979 千 円

22 ，8 14 千 円

19 ，856 千 円

1 14，040 千 円

46，433 千 円

2 1 ，290 千 円

60，930 千 円

8，625 千 円

108 ，530 千 円

77，055 千 円

1 1 ，374 千 円

77，024 千 円

641 ，030 千 円

1 1 0 ，006 千 円



- 知 的障害者訓練雇用 等 6，205 千 円

. rCTを活用 した障害者の在宅就労支援 24， 190 千 円

- 障害者の新たなしごとの創 出 1 1 ，752 千 円

- 市役所内 にお ける訓練雇用 等 10 ，008 千 円

- ふれあし 、商品販売促進等 4 ， 1 07 千 円

(3) 精神 障害者支援 130 ，788 千 円

- 精神 障害者の措置入院 中 ・ 退院後 の継続支援 55，064 千 円

- 精神科救急医療体制 の運営 48，677 千 円

- 精神 障害者社会適応訓練等 2 1 ， 142 千 円

- ひょうご ・ こ う べ依存症対策センター 5，905 千 円

(4) 障害者社会参加 1 ，62 1 ，657 千 円

- 福祉乗車証交付 1 ，295 ， 124 千 円

- 重度心身障害者タクシー利用助成 260，920 千 円

- 自 動車燃料費助成 27 ，545 千 円

- 誰 にでもやさしい空間づく り 資金融資 38，068 千 円

(5) 発達障害支援 6 1 ， 3 1 5 千 円

(6) 障害者虐待防止体制整備 8，943 千 円

(7) 障害者福祉法事務費等 165 ，095 千 円

- 25 -



(項名 ) 老 人福祉費

款 項 目 本 年 度 前 年 度 比 較

4 民 生 費

5 老 人 福 祉 費 9，470， 294 9 ， 293 ，284 1 77 ， 0 10  

l 老 人 福 祉 費 5，079 ，628 4 ，837 ，679 241 ，949 

2 老 人 措 置 費 2，224，892 2 ， 1 69 ， 772 55， 1 20 

3 老 人 医 療 費 1 ， 7 29 ，425 1 ，860 ，443 ム 1 3 1 ，0 18

4 養 護 老 人
ホ ー ム 費

78 ，504 77 ， 735 

5 経 費 老 人
ホ ー ム 費

357 ，845 347，655 

1 老人福祉費

老人福祉法の施行等 に要する経費

(1 ) 在宅高齢者 自 立支援対策

- 利用 料軽減措置

・ がん末期 在宅介護支援事業

769 

10 ， 190 

(2) 高齢者のいき がいづく り 等在宅高齢者対策

・ 老人クラブ、育成援助 ・ 活性化推進等

・ こうべ長寿祭 ・ 全国健康福祉祭

・ はり ・ き ゅ う ・ マッサージ施術料助成

- シノレノ〈ーカ レッジ運営

- 高齢者相 互支援 ・ 社会参加支援等

本 年

国 県 支 出 金

763 ， 1 8 1  

2 1 2 ，287 

550，894 
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度 の 財 源

市 債 そ の 他

1 ，473 ，030 

451 ， 324 

398，093 

43 1 ，9 7 1  

1 54，660 

36 ，982 

3 ， 9 1 6 千 円

660 千 円

103 ，824 千 円

8 ，666 千 円

42 ， 37 1 千 円

1 59 ，330 千 円

29 ，48 1 千 円

(単位 : 千 円 )

内 訳
備 考

一 般 財 源

7 ，234，083 

4 ，4 16 ， 0 17  

1 ，826 ， 799 

746，560 

ム76 ， 1 56

320，863 

4，576 千 円

343，672 千 円



(3) 介護保険制度の適正な実施

- 介護サービス適正実施

- 介護保険施設入所相 談センターの運営

. 事業者指導 ・ 指定等

. 介護人材の確保 ・ 育成

(4) 認知症診断助成 ・ 事故救済制度の実腕

(5) 市民福祉振興等基金の造成

(6) 認知症介護研修等

(7) 認知症専門医療相 談 ・ 認知症サロン

(8) 認知症疾患 医療センターの運営

(9) 在 日 外国人等福祉給付金

(1 0) 敬老優待乗車制度の運営

(1 1) 高齢者運転免許返納促進

(1 2) 地域見守り 活動の推進 (あんしんすとやかノレームの運営等)

(1 3) 高齢者生活福祉センター運営費

(14) 各 区あんしんすこやか窓 口 の運営

(1 5) 老人福祉法施行事務等

2 老 人措置費

老人福祉法 による養護老人ホームへの入所措置 に要する経費

(1) 養護老人ホーム措置費

(2) 施設入所者養老福祉金

3 老 人 医療費

高齢期移行者 ・ 高齢重度障害者の 医療費の助成 に要する経費

4 養護老人ホーム費

養護老人ホーム和 光 園 (定員80人) の 管理運営 に要する経費

5 軽費 老人ホーム費

軽費老人ホームの管理運営 に要する経費

(1 ) ケアハウス和光園(定員50人)

(2) 民間ケアハウス運営補助
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1 ， 576 千 円

3，757 千 円

49，044 千 円

57，589 千 円

1 1 1 ，966 千 円

204，788 千 円

252，089 千 円

48 ，9 18 千 円

35 ，000 千 円

38，229 千 円

27，860 千 円

3 ， 708， 349 千 円

5，000 千 円

1 84，022 千 円

6，496 千 円

1 5 ，874 千 円

92 ，789 千 円

2，204， 1 86 千 円

20，706 千 円

1 ，729，425 千 円

78，504 千 円

43，472 千 円

3 1 4，373 千 円



(項名 ) 人権啓発費

款 項 目 本 年 度 前 年 度 比

4 民 生 費

6 人 権 啓 発 費 27 ，415  26， 634 

l 人 権 啓 発 費 27 ，415  26，634 

1 人権啓発費

人権教育及び人権啓発等 に要する経費

(1) 市民啓発 ・ 職員研修

(2) 自 立促進 ・ 生活基盤確立

(3) 住民組織育成 ・ まち づ く り支援

(4) 財産管理 ・ 運営

(5) 犯罪被害者等への支援

本 年 度 の
較

国 県 支 出 金 市 イ責

78 1 7 ， 166 

78 1 7 ， 1 66 
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財 源

そ の 他

3，092 

3 ，092 

(単位 : 千 円 )

内 訳
備 考

一 般 財 源

1 7 ， 157  

1 7 ， 1 57 

18 ， 377 千 円

142 千 円

7，688 千 円

140 千 円

1 ，068 千 円



(項名 ) 国 民年金費

本 年
款 項 目 本 年 度 前 年 度 比 較

国 県 支 出 金

4 民 生 費

7 国 民 年 金 費 424，362 420， 1 19 4 ， 243 

l 国 民 年 金 費 424，362 420， 1 19 4 ，243 

1 国 民年金費

国民年金法等に基づく ， 法定受託事務 に要する経費

(1 ) 国 民年金事務費

(2) 特別障害給付金事務費

(3) 年金生活者支援給付金事務費

- 29 -

623 ，460 

623 ，460 

度 の 財 源

市 イ責 そ の 他

(単位 : 千 円 )

内 訳
備 考

一 般 財 源

ム 1 99 ，098

ム 199 ，098

376 ，41 2 千 円

23 千 円

47，927 千 円



(項名 ) 民生施設整備費

款 項 目 本 年 度 前 年 度

4 民 生 費

8 民 生 施 設
整 備 費 7 ， 1 92 ， 788 5 ，077 ，461 

老 人
2 福 祉 施 設 2，801 ，993 2 ，341 ，342 

整 備 費

其 他
3 民 生 施 設 3，030，288 2，033，863 

整 備 費

障 害
4 福 祉 施 設 1 ， 360，507 702，256 

整 備 費

2 老人福祉施設整備費

老人福祉施設の整備等 に要する経費

(1) 特別養護老人ホーム等整備

(2) ケアハウス整備

(3) 介護老人保健施設整備

(4) 地域密着型施設 開設準備経費等

本 年
比 較

国 県 支 出 金

2 ， 1 1 5 ，327 1 ，436 ，45 1 

460 ，65 1 1 ， 103 ， 1 18 

996，425 

658 ，25 1 333，333 

(5) 既存建物を活用 した認知症高齢者グループ。ホーム等整備

度 の

市 債

3， 165 ，000 

1 ，586，000 

924，000 

655，000 

(6) 定期巡回 ・ 随時対応型サービス事業所整備 ・ 開設準備経費等

3 其他民生施設整備費

市立施設の整備等 に要する経費

(1) こう べ市民福祉交流センタ ー 改修

(2) 総合福祉ゾー ン 「 しあわせの村」 管理運営

(3) 総合福祉ゾーン 「 しあわせの村j 施設改修

(4) 民間社会福祉施設整備融資等

(5) 神戸リハビリテーション病院施設改修

(6) その他市立施設老朽改修等

(7) 先行取得地買 戻し

(8) 簡易宿泊所解体
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財 源

そ の {也

861 ，890 

605，599 

256，291 

( 単位 : 千 円 )

内 訳
備 考

一 般 財 源

1 ， 729，447 

1 1 2 ，875 

1 ，500，689 

1 1 5 ，883 

2，260 ，893 千 円

252，000 千 円

23 ，000 千 円

137 ，600 千 円

17 ，000 千 円

111，500 千 円

128 ，498 千 円

681， 360 千 円

502，000 千 円

621，924 千 円

58，107 千 円

754 ，677 千 円

156 ，063 千 円

127 ，659 千 円



4 障害福祉施設整備費

障害福祉施設の整備等 に要する経費

(1) 障害者支援施設等整備

(2) たまも 園 ・ も とやま園 ・ おも いけ園 土地代等

(3) 障害者支援センター整備

(4) 市街地にお ける重症心身障害者 (児) 入所施設の整備

500 ，000 千 円

5，757 千 円

53，537 千 円

801，213 千 円
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第5款 衛 生 費

(項名 ) 衛生総務費

本 年 度 の 財 源
款 項 目 本 年 度 前 年 度 比 較

国 県 支 出 金 市 イ責 そ の 他

5 衛 生 費 23， 1 8 1 ， 5 1 1  25 ，543， 348 ム2 ，361 ，837 1 ， 392 ，479 2 ， 393 ，000 2 ，83 1 ，9 1 1 

1 衛 生 総 務 費 12 ，695 ，536 15 ，337 ，781  ム2，642，245 1 6，948 2 ， 2 1 2 ，000 472 ，501  

1 職 員 費 3，335 ， 3 1 3  3 ， 554，43 1 ム219 ， 1 18

2 衛 生 総 務 費 1 ，477 ， 795 1 ，551 ，882 ム74，087 16 ，948 28，303 

3 市 民 病 院 費 7，882，428 10 ，231 ，468 ム2，349，040 2 ， 2 12 ，000 444， 198 

1 職員費

保健福祉局所属職員 のうち340人分の給料， 職員手 当 等の経費

2 衛生総務費

地域医療， 救急医療等の 医療供給体制 の整備及び保健サービスの基盤整備 に要する経費

(1) 救急医療対策

(2) 救急安心センターの運営

(3) 神戸ことも初期急病センターの運営

(4) こうべ市歯科センターの運営

(5) 看護師等確保支援対策

(6) 健康ライフプラザの運営

(7) 訪問看護ステーションの機能強化

(8) 老人保健施設整備資金融資

(9) その他一般事務費等

3 市民病院費

地方独立行政法人神戸市民病院機構の運営 に要する経費
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(単位 ・ 千円 )
内 訳

備 考
一 般 財 源

1 6 ，564， 1 2 1  

9，994，087 

3 ，335 ，313  

1 ， 432 ， 544 

5 ， 226，230 

3，335，313 千 円

509 ， 224 千 円

107 ，543 千 円

272 ，954 千 円

85，909 千 円

37，375 千 円

65，949 千 円

15，000 千 円

2，924 千 円

380，9 1 7 千 円

7 ，882 ，428 千 円



(項名 ) 公衆衛生費

(単位 : 千 円 )

本 年 度 の 財 源 内 訳
款 項 目 本 年 度 前 年 度 比 較 備 考

国 県 支 出 金 市 イ責 そ の 他 一 般 財 源

5 律? 生 費

2 公 衆 衛 生 費 9，004，969 8 ，861 ，999 142 ，970 1 ， 372 ， 1 87  1 ， 0 19 ， 146 6 ， 6 1 3 ，636 

2 保 健 予 防 費 3，879 ，823 3 ， 8 1 5 ， 5 1 0  64 ， 3 1 3  95 ， 1 1 0 7 ，802 3 ， 776 ，9 1 1  

3 地 域 保 健 費 5， 125 ， 1 46 5 ， 046，489 78 ，657 1 ， 277 ，077  1 ， 0 1 1 ， 344 2 ，836 ， 725 

2 保健予防費

感染症予防， 予防接種等 に要する経費

(1) 感染症対策 に要する経費

- 感染症予防等

・ エイズ対策

- 新型インフルエンザ対策

(2) 予防接種に要する経費

・ 予防接種

45，249 千 円

19 ，454 千 円

24， 165 千 円

1 ，630 千 円

3 ，834，574 千 円

3，675 ， 736 千 円

(高齢者インフルエンザ， 高齢者肺炎球菌， 幼児 ・ 児童インフルエンザ， 妊婦等風しん等)

- 健康被害対策

・ 風しん対策の 強化

60，538 千 円

98，300 千 円

3 地域保健費

保健所事業 に要する経費及び地域保健対策の推進等 に要する経費

(1) 保健所の専門 的 ・ 技術的業務の推進 に要する経費

- 保健所情報提供事業等

1 1 0 ，027 千 円

53 ，303 千 円

- 感染症発生動 向調査

- 医務 ・ 薬務 ・ 献血 ・ 薬物等対策

. 結核感染防止対策等

. 公衆衛生人材育成

・ 医療安全相 談 窓 口 業務

25 ，544 千 円

1 8 ，908 千 円

1 1 ，007 千 円

1 ，045 千 円

220 千 円

内d司d



(2) 健康増進事業 に要する経費

- 健康管理 ・ 疾病予防

・ 健康教育 ・ 相 談

・ 健康診査 ・ 検診等

3 ， 1 5 1 千 円

1 5 ， 147 千 円

1 ，448 ，609 千 円

( 胃 がん検診， 子宮頚がん検診， 肺がん検診， 乳がん検診， 大腸がん検診，

前立腺がん検診， 乳幼児健康診査， 後期 高齢者 ・ 若年者等への健診等)

. ß干炎ウイノレス検査等 39 ，843 千 円

- アスベスト健康管理支援事業 35，801 千 円

- こう べ健康し 唱し 、きサポー トシステム 26，291 千 円

(3) 生涯を通じた健康づく り に要する経費

- 市民PHRシステムの活用 45，897 千 円

- 健康創造都市KOBEの推進 29，634 千 円

- こうべ歩KING . 歩QUEEN決定戦 1 ，224 千 円

- 受動喫煙防止対策 1 1 ， 1 38 千 円

- 食育の推進 1 0 ，059 千 円

(4) 歯科 口 腔保健推進 に要する経費

- 口 腔保健支援センターの運営 6，728 千 円

- 訪問歯科診療、 口 腔ケア事業 1 0 ，686 千 円

- 口 腔がん検診 1 0 ， 1 83 千 円

- 歯周 疾 患検診 46， 1 06 千 円

- 幼児フッ化物塗布 1 0 ，890 千 円

- 歯科保健事業等 1 2 ，096 千 円

(5) 結核対策 に要する経費

- 結核医療費公費負担 69，668 千 円

- 結核健診 1 39 ，086 千 円

(6) 難病施策 等 に要する経費

- 難病 医療 2 ， 2 1 5 ， 368 千 円

- 難癌専ru目談 〔難癌相談支援センター設置等} 28，720 千 円

- 臓器移植等 3，82 1 千 円

(7) 環境保健事業 に要する経費

- 補償給付 637 ，339 千 円

- 認定給付事務 22 ，434 千 円

- その他環境保健事業 1 0 ，897 千 円

(8) 保健所及び保健センター の管理運営等 に要する経費
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1 ， 568 ，842 千 円

97，952 千 円

96，689 千 円

208，754 千 円

2 ，247，909 千 円

670，670 千 円

1 24，303 千 円



(項名 ) 環境衛生費

(単位 : 千 円 )

本 年 度 の 財 源 内 訳
款 項 目 本 年 度 前 年 度 比 較 備 考

国 県 支 出 金 市 イ責 そ の 他 一 般 財 源

5 律7 生 費

3 環 境 衛 生 費 1 ，481 ， 006 1 ， 343 ，568 1 37 ，438 3 ， 344 1 8 1 ，000 1 ， 340，264 ム43 ，602

l 環 境 衛 生 費 478 ， 704 475 ，603 3 ， 1 0 1  1 ，594 176 ，672 300，438 

2 環 境 保 健 291 ， 555 238 ，829 52 ，726 1 ， 750 50 ，000 96，684 143 ， 1 2 1  
研 究 所 費

3 斎 園 費 7 1 0 ， 747 629 ， 1 36  8 1 ， 6 1 1  1 3 1 ， 000 1 ， 066，908 ム487 ， 1 6 1

1 環境衛生費

環境衛生， 食品衛生及び動物衛生 に要する経費

(1) 環境衛生 に要する経費 (公衆浴場法， 旅館業法等)

・ 公衆浴場， 理 ・ 美容所等の営業許可及び指導

. 一般公衆浴場の振興

. ふれあい浴場推進事業

. 飲料水等の衛生対策

. その他環境衛生対策

(2) 食品衛生 に要する経費 (食品衛生法等)

- 飲食庖等の 営 業許可及び監視指導等

. 食 中 毒対策

・ 腸管 出 血性大腸菌感染症対策 ( 0 1 5 7対策)

. 中 央卸売市場食 品 検 査

- 食 肉検査

・ 牛海綿状脳症対策 (BSE対策)

・ 検査の信頼性確保対策 (GLP対策)

. 食品環境汚染物質対策

208，697 千 円

26，409 千 円

35 ，958 千 円

1 ，400 千 円

16 ，056 千 円

128 ，874 千 円

1 1 6 ， 59 1 千 円

27 ， 1 39 千 円

9 ，493 千 円

4，026 千 円

32 ，777 千 円

38，75 1 千 円

391 千 円

3 ，580 千 円

434 千 円

F「u司d



(3) 動物衛生 に要する経費 (狂犬病予防法等)

- 動物管理センターの運営

・ 飼犬登録及び狂犬病予防注射

. 動物愛護推進事業

2 環境保健研究所費

24，879 千 円

78，374 千 円

50 ， 163 千 円

行政上の科学的 ， 技術的な試験検査及び調査研究並びに各種検査 に要する経費

(1) 検査及び庁舎管理費等

(2) 調査研究

3 斎園費

市立斎場 ・ 墓園 の管理運営及び整備 に要する経費

(1) 斎場の管理運営

(2) 墓園の管理運営

(3) 斎場の改修 ・ 整備

(4) 墓園の改修 ・ 整備
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1 53 ， 4 16 千 円

270 ，406 千 円

2 1 ， 149 千 円

1 50 ，64 1 千 円

340 ， 5 1 1 千 円

1 1 2 ， 756 千 円

106 ，839 千 円



第 1 3款 教 育 費

(項名 ) 看護大学費

(単位 : 千 円 )

本 年 度 の 財 源 内 訳
款 項 目 本 年 度 前 年 度 比 較 備 考

国 県 支 出 金 市 イ責 そ の 他 一 般 財 源

1 3 教 コ円民 費 9 1 3 ，302 1 ， 080 ，267 ム 1 66 ，965 9 1 3 ，302 

9 看 護 大 学 費 9 13 ，302 1 ， 080 ，267 ム 1 66，965 9 13 ， 302 

1 運 営 費 9 13 ，302 320 ，004 593，298 9 1 3 ， 302 

ム 教 職 員 費 760，263 ム760 ，263

1 運営費

公立大学法人神戸市看護大学の運営 に要する経費 9 1 3 ，302 千 円

守­司d



第 1 5款 諸 支 出 金

(項名 ) 過年度 支 出

款 項 目 本 年 度 前 年 度

1 5 諸 支 出 金 1 ， 000，000 

2 過 年 度 支 出 1 ， 000 ，000 

l 過 年 度 支 出 1 ，000，000 

1 過年度 支 出

国庫支 出金等返還金

本 年
比 較

国 県 支 出 金

1 ，000，000 1 ， 000，000 

1 ， 000，000 1 ， 000，000 

1 ， 000，000 1 ， 000，000 
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(単位 : 千 円 )

度 の 財 源 内 訳
備 考

市 債 そ の 他 一 般 財 源

1 ，000，000 千 円



(4) 債 務 負 担 行 為

(単位 千 円 )

左 の 財 源 内 訳
事 工頁 名 期 間 限 度 額 備 考

国 県 支 出金 市 債 そ の 他 一 般 財 源

平 成 3 1 年 度 民 間 施 設 整 備 平成3 1年度
(1) 

資 金 貸 付 損 失 補 償
~ 150 ，000 150 ，000 

平成6 1年度

こ ど も 急 性 疾 患 学 部 門 平成3 1年度
(2) 寄 附 講 座

~ 240，000 240，000 
平成35年度

平成3 1年度
(3) 斎 場 予 約 シ ス テ ム ~ 18 ，000 18 ，000 

平成35年度

平 成 3 1 年 度 高 齢者 及 び 障 害 者 平成3 1年度
(4) 居 室 等 改修 資 金 貸 付 損 失 補 償

~ 4，000 4 ，000 
平成41年度

平 成 3 1 年 度 住 宅 改 修 資 金 平成3 1年度
(5) 

貸 付 損 失 補 償
~ 2 ， 000 2 ， 000 

平成41年度

平成 3 1 年度 誰 に でも や さ しい 平成3 1年度
(6) 

空 間 づ く り 資金融資損 失補償
~ 1 50 ，000 1 50 ，000 

平成41年度

平 成 29 年 度 指 定 管 理 平成3 1年度
(7) 

( 総 合 福 祉 セ ン タ ー )
~ 3 ，000 3 ，000 

平成32年度

平 成 30 年 度 指 定 管 理 平成3 1年度
(8) 

(神 戸 こ ども 初 期 急 病 セ ンタ ー )
~ 8 ，000 8 ，000 

平成34年度

平 成 30 年 度 指 定 管 理 平成3 1年度
(9) 

( こ う べ 市 歯 科 セ ン タ ー )
~ 36，000 36 ，000 

平成34年度
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3 特 別
之》、
� 計





3 特 別
ぷ〉、
ヱミ 計



( 1 ) 国 民 健 康 保 険 事 業 費

(1 )歳入歳出予 算一覧

( 単位 : 千 円 )

歳 入

款 項 金 額 備 考

国 民 健 康 保 険 収 入 158，313，195 

l 国 民 健 康 保 険 料 31，342，526 

2 県 支 出 金 1 12，0 12，616 

3 繰 入 金 14，688，124 

4 繰 越 人早乙

5 諸 収 入 269，928 

歳 入 メ口b、 計 158，313，195 
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( 単位 : 千 円 )

歳 出

款 項 金 額 備 考

国 民 健 康 保 険 費 158 ，3 1 3 ， 195  

l 事 務 費 2，82 1 ，93 1 

2 í呆 険 給 付 費 108，77 1 ， 546 

3 国 民 健 康 保 険
事 業 費 納 付 金

45，394，880 

4 保 健 事 業 費 1 ，028 ， 3 1 5  

5 諸 支 出 人斗ム 266 ，523  

6 予 備 費 30，000 

歳 出 メロミ 言十 158 ，3 1 3 ， 195  
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(2) 歳 入 予 算 の 説 明

( 単位 : 千 円 )

款 項 目 節 本 年 度 前 年 度 上ヒ 較 説 明

l 国 民 健 康 158 ，3 1 3 ， 195  1 57 ，522 ，962 790 ，233 保 険 収 入

l 国 民 健 康 保 険 料 3 1 ， 342，526 29 ，537 ，277 1 ，805 ，249 

l 保 険 料 3 1 ， 342，526 29，537，277 1 ，805 ，249 

1 現 年 度 分 30，456 ， 143 28 ，425，206 2 ，030，937 

2 滞 納 繰 越 分 886，383 1 ， 1 12 ，071  ム225 ，688

2 県 支 出 金 1 12 ， 0 12 ， 6 16  1 1 3 ，02 1 ， 580 ム 1 ，008，964

l 補 助 金 1 12 ， 0 12 ， 6 16  1 1 3 ，02 1 ， 580 ム 1 ，008 ，964

国 民 健 康l 保 険 費 補 助 155 ，008 ム 1 55 ，008

2 保 険 給 付 費 等
交 付 金 1 1 2 ， 0 12 ， 6 16  1 12 ，866，572 ム853 ，956

3 繰 入 金 14 ，688 ， 124 14 ，685 ，624 2 ， 500 

1 一 般 会 計 繰 入 金 14 ，688 ， 124 14 ，685，624 2 ， 500 一般会計から保険基盤安定制度
負担金及び所要額の繰入

4 繰 越 金 1 1 

1 繰 越 金 l 

5 諸 収 入 269，928 278 ，480 ム8 ，552

l 雑 入 269，928 278，480 ム8 ，552

1 給 付 費 返 還 金 260，263 260，263 不正 ・ 不 当利得
第三者行為の返還金

2 一 部 負 担 金 9 9 一部負担金立替分

3 預 金 利 子 1 

4 其 他 9，655 18 ，207 ム8 ，552

歳 入 i口L 言十 1 58 ， 3 1 3 ， 195  157 ， 522 ，962 790，233 
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(3) 歳 出 予 算 の 説 明

第 1 款 国 民健康保険費

(項名 ) 事務費

款 項 目 本 年 度 前 年 度

1 国 民 健 康 保 険 費 158 ，3 1 3 ， 195  1 57 ，522 ，962 

1 事 務 費 2，82 1 ， 93 1  2 ，848 ，545 

1 職 員 費 1 ，557 ，366 1 ， 675 ， 8 13  

2 事 手寿 費 894，940 897 ，798 

3 収 納 特 別
対 策 費

149，937 1 34，928 

医 療 費
4 適 正 化 2 19 ， 688 140，006 

特 別 対 策 費

1 職員費

本 年 度
比 較

国 県 支 出 金 市

790，233 1 12 ， 0 1 2 ， 6 1 6  

ム26 ，6 14 43 1 ， 18 1  

ム 1 1 8 ，447

ム 2，858 64，599 

1 5 ， 009 147 ，566 

79 ，682 2 1 9 ， 0 1 6  

国 民健康保険事業 に従事する職員198人分の給料， 職員 手 当 等の経費

2 事務費

国 民健康保険事業の運営 に要する経費

3 収納特別 対策費

保険料収納対策 に要する経費

4 医療費適正化特別 対策費

医療費適正化対策 に要する経費
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(単位 : 千 円 )

の 財 源 内 訳
備 考

債 そ の 他 一 般 財 源

3 1 ， 6 12 ，455 14 ，688 ， 1 24 

3 ，333  2 ， 387 ，4 17  

1 ， 557 ， 366 

3 ，333  827 ，008 

2 ， 37 1  

672 

1，557， 366 千 円

894，940 千 円

149 ，937 千 円

219 ，688 千 円



(項名 ) 保険給付費

款 項 目 本 年 度

1 国 民 健 康 保 険 費

2 保 険 給 付 費 1 08 ， 7 7 1 ， 546 

1 給 付 費 108 ，77 1 ， 546 

1 給付費

保険給付 に要する経費

(1 ) 療養給付費等

前 年 度

1 09 ， 1 46 ， 395 

109 ， 1 46，395 

(2) 出産育児一時金， 葬祭費

(3) 審査支払手数料

本 年 度 の
上ヒ 較

国 県 支 出 金 市 f責

ム374，849 108 ， 77 1 ，546 

ム374，849 108 ，771 ， 546 
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財 源

そ の 他

(単位 : 千 円 )

内 訳
備 考

一 般 財 源

1 07 ，956，587 千 円

525，763 千 円

289， 1 96 千 円



( 項 名 ) 国 民健康保険事業費納付金

(単位 : 千 円 )

本 年 度 の 財 源 内 訳
款 項 目 本 年 度 前 年 度 比 較 備 考

国 県 支 出 金 市 債 そ の 他 一 般 財 源

1 国 民 健 康 保 険 費

3 国 民 健 康 保 険
事 業 費 納 付 金 45，394，880 44，064，452 1 ，330 ，428 2 ，423 ， 373 30 ，739 ， 3 1 8  1 2 ，232 ， 189  

1 医 療 給 付 分
納 付 金

3 1 ，974，702 3 1 ， 34 1 ， 878 632 ，824 2 ，423 ， 373 20 ， 105 ，977  9 ，445，352 

後 期 高 齢 者
2 支 援 金 等 分 9，679，941 9 ， 370 ，027 309 ，9 14  7 ，544 ， 186  2 ， 1 35 ，755  

納 イ寸 金

3 介 護 納 付 金
分 納 付 金

3，740，237 3 ， 352 ，547 387 ，690 3 ，089 ， 155  651 ，082 

1 医療給付分納付金

国 民健康保険法 に基づく都道府県への納付金のうち ， 医療給付費分 31，974，702 千 円

2 後期高齢者支援金等分納付金

国 民健康保険法 に基づく都道府県への納付金のうち ， 後期 高齢者支援金等分 9，679 ，941 千 円

3 介護納付金分納付金

国 民健康保険法に基づく都道府県への納付金のうち ， 介護納付金分 3 ， 740 ，237 千 円
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(項名 ) 保健事 業費

(単位 : 千 円 )

本 年 度 の 財 源 内 訳
款 項 悶 本 年 度 前 年 度 比 較 備 考

国 県 支 出 金 市 債 そ の 他 一 般 財 源

l 国 民 健 康 保 険 費

4 保 健 事 業 費 1 ，028 ， 3 1 5  1 ， 1 74 ，365 ム 1 46 ，050 386 ， 5 16  641 ， 799 

l 保 健 事 業 費 62，654  79 ，886 ム 1 7 ，232 18 ， 000 44， 654 

2 特 定 健 診
事 業 費

965，661  1 ， 094，479 ム 1 28 ， 8 18 368 ， 5 1 6  597 ， 145 

」 一一一 ， 

1 保健事業費

保健事業等 に要する経費 62，654 千 円

2 特定健診事業費

特定健康診査， 特定保健指導等 に要する経費 965 ，661 千 円

(項名 ) 諸支 出 金

( 単位 : 千 円 )

本 年 度 の 財 源、 内 訳
款 項 目 本 年 度 前 年 度 上l: 較 備 考

国 県 支 出 金 市 債 そ の 他 一 般 財 源

1 国 民 健 康 保 険 費

5 諸 支 出 金 266，523 259 ，205 7 ， 3 1 8  228 ，005 38 ， 5 18  

1 雑 出 266，523 259 ，205 7 ， 3 1 8  228 ，005 38 ， 5 1 8  

1 雑出

兵庫県国民健康保険団体連合会負担金及び過誤納保険料の返還金等 266 ， 523 千 円
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(項名 ) 予備費

(単位 : 千 円 )

本 年 度 の 財 源、 内 訳
款 項 目 本 年 度 前 年 度 比 較 備 考

国 県 支 出 金 市 イ責 そ の 他 一 般 財 源

1 国 民 健 康 保 険 費

6 予 備 費 30，000 30，000 30，000 

l 予 備 費 30，000 30，000 30，000 

」…

- 49 -



(4) 債 務 負 担 行 為

(単位 : 千 円 )
左 の 財 源 内 訳

事 項 名 期 問 限 度 額 備 考
国 県 支 出 金 市 {責 そ の 他 一 般 財 源

平成3 1 年度
( 1 ) 納 入 通 知 書 等 作 成 ~ 79 ，000 79 ，000 

平成3 2年度
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( 2 ) 介 護 保 険 事 業 費

(1 )歳入歳出予 算一覧

(単位 : 千 円 )

歳 入

款 項 金 額 備 考

l 保 険 料 28，529 ， 287 

l 介 護 保 険 料 28，529 ， 287 

2 国 庫 支 出 金 33，979 ， 265 

1 国 庫 負 担 金 23，330 ， 107  

2 国 庫 補 助 金 10，649 ， 1 58 

3 県 支 出 人』ム 20 ，075 ， 146 

l 県 負 人』ム 18 ， 57 1 ，033 

2 県 補 助 金 1 ， 504， 1 1 3 

4 支 払 基 金 交 付 金 36，839， 249 

l 支 払 基 金 交 付 金 36，839， 249 

5 繰 入 金 23， 192 ， 630 

l 一 般 会 計 繰 入 金 22 ， 19 1 ，575  

2 基 金 繰 入 金 1 ，00 1 ，055 

6 諸 収 入 3，907 

l 諸 収 入 3，907 

歳 入 メ口ミ 計 142 ，6 19 ，484 
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(単位 : 千 円 )

歳 出

款 項 金 額 備 考

l 総 務 費 3 ， 1 63 ，403 

l 総 務 費 3 ， 163 ，403 

2 í呆 険 給 付 費 1 28，927 ， 592 

1 í呆 険 給 付 費 128 ，927 ，592 

3 地 域 支 援 事 業 費 10，448 ，831  

1 地 域 支 援 事 業 費 10，448 ，831  

4 基 金 積 立 金 665 

l 基 金 積 立 金 665 

5 諸 支 出 金 48，993 

1 諸 支 出 金 48，993 

6 予 備 費 30，000 

l 予 備 費 30，000 

歳 出 メ口己、 計 142 ，6 19 ，484 
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(2)歳入 予 算 の 説 明

(単位 : 千 円 )

款 項 目 節 本 年 度 前 年 度 比 較 説 明

1 保 険 料 28 ，529 ，287 28 ，875 ，749 ム346，462

l 介 護 保 険 料 28 ，529 ，287 28 ，875 ，749 ム346，462

l 第 1 号 被 保 険 者
保 険 料 28 ，529 ，287 28 ，875 ，749 ム 346 ，462

1 第 l 号 被 保 険 者
保 険 料 26 ，086 ， 363 26 ，338 ，608 ム252 ，245

2 現 年 度 普 通 徴 収
保 険 料 2 ，442 ，924 2 ， 5 37 ， 1 4 1  ム94， 2 1 7 普通徴収対象者分

2 国 庫 支 出 金 33 ，979 ，265 3 1 ，667 ， 306 2 ， 3 1 1 ，959 

1 国 庫 負 担 金 23 ， 330 ， 1 07 2 1 ，772 ，330  1 ， 557 ，777 

l 介 護 給 付 費 23 ，330 ， 1 07 2 1 ， 772 ，330  1 ， 557 ，777 負 担 金

1 介 護 河Jι口 イ寸 費 23 ， 330 ， 107  2 1 ，772 ，330  1 ， 557 ，777 負 担率20/ 100又 は 1 5/ 1 00
負 t!l. 金

2 国 庫 補 助 金 1 0 ，649 ， 1 58 9 ，894，976 754， 182 

l 調 整 ?Ît 付 金 8 ，006，098 7 ，285 ， 1 79 720，9 1 9  

1 調 整 ノデて、 付 金 8 ，006 ，098 7 ，285 ， 1 79 720 ， 9 19  補助率5.87/100

2 地 域 支 援 事 業 交 付 金 2 ，635 ，479 2 ，602 ，448 33 ，03 1 

1 介 護 予 防 ・ 生 活 支 援
サ ー ビス 事 業 交 付 金 1 ，4 14 ，205 1 ，428 ， 8 1 7  ム 14 ，6 12 補助率20/ 100

2 一 般 介 護 予 防 事 業
交 付 金 87 ，307 70 ，439 1 6 ，868 補助率20/ 100

3 包 括 的 支 援 事 業 等
交 付 金 1 ， 1 29 ，494 1 ， 098，420 3 1 ，074 補助率38.5/ 100

4 そ の 他 諸 費 4 ，473 4 ，772 ム299 補助率20/ 100プ--"マ、 付 金

3 事 務 費 交 付 金 7 ， 58 1  7 ， 349 232 

l 事 務 費 交 付 金 7 ， 58 1  7 ， 349 232 定額補助 ， 補助率1/2

3 県 支 出 金 20 ，075 ， 146 1 8 ，884， 1 5 3  1 ， 190 ，993 

1 県 負 担 金 1 8 ， 5 7 1 ，033 1 7 ， 394，934 1 ， 1 76 ，099 

l 介 護 FJ4 ロ 付 費 1 8 ， 5 7 1 ，033 1 7 ， 394，934 1 ， 1 76 ，099 負 金

1 介 護 車合 イ寸 費 1 8 ， 5 7 1 ，033 1 7 ， 394 ，934 1 ， 1 76 ，099 負担率17 .5/ 100又 は 1 2 . 5/ 100
負 担 金

2 県 補 助 金 1 ， 504， 1 1 3  1 ，489 ， 2 1 9  14 ，894 

1 地 域 支 援 事 業 交 付 金 1 ， 504， 1 1 3  1 ，489 ， 2 1 9  14 ，894 

1 介 護 予 防 ・ 生 活 支 援
サ ー ビ ス 事 業 交 付 金 882 ，001  893 ， 0 1 2  ム 1 1 ，0 1 1 補助率12.5/ 100

2 一 般 介 護 予 防 事 業
交 付 金

54，575 44 ，026 1 0 ，549 補助率12 .5/100

3 包 括 的 支 援 事 業 等
交 付 金 564，741 549 ， 1 99 1 5 ， 542 補助率19.25/100

4 そ の 他 諸 費 2 ， 796 2 ， 982 ム 1 86 補助率 12.5/ 100デJマ、 付 金
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( 単位 : 千 円 )

款 項 目 節 本 年 度 前 年 度 比 較 説 明

4 支 払 基 金 交 付 金 36 ，839 ，249 34，569 ，396 2 ，269 ，853  

l 支 払 基 金 交 付 金 36 ，839 ，249 34，569，396 2 ，269 ，853 

l
介 護 車合 付 費 34，8 1 0 ， 1 79 32 ，538 ，956 2 ， 27 1 ，223 ずJて、 付 金

1
介 護 手合 付 費 34，8 10 ， 1 79 32 ， 538 ，956 2 ， 27 1 ，223  交付率27/100
デJマ』 付 金 (第2号被保険者保険料相 当 )

2 地 域 支 援 事 業 交 付 金 2 ，029 ，070 2 ，030 ，440 ム 1 ， 370

l 介 護 予 防 ・ 生 活 支 援 1 ，905 ， 1 26 1 ，928 ，904 ム23 ，778 交付率27/100

サ ー ビス 事 業 交 付 金 (第2号被保険者保険料相 当 )

2 一 般 介 護 予 防 事 業 1 1 7 ， 905 95 ，094 22 ，8 1 1  交付率27/100

交 付 金 (第2号被保険者保険料相 当 )

3 そ の 他 諸 費 6 ，039 6 ，442 ム403 交付率27/ 100
デJて、 付 金 (第2号被保険者保険料相 当 )

5 繰 入 金 23 ， 1 92 ，630  19 ， 968 ，949 3 ，223 ，681  

l 一 般 会 計 繰 入 金 22 ， 1 9 1 ，575  1 9 ，968，949 2 ，222 ，626 

1
介 護 高合 付 費 1 6 ， 1 1 5 ，824 1 5 ，064 ，333  1 ，05 1 ，49 1 繰 入 金

1
介 護 手合 付 費 1 6 ， 1 1 5 ，824 1 5 ，064， 333  1 ，05 1 ，49 1 介護給付費の 12 .5/100
繰 入 金

2 地 域 支 援 事 業 繰 入 金 1 ， 504，200 1 ，489 ，207 1 4，993 

1
介 護 予 防 ・ 生 活 支 援 882 ， 0 1 7  893 ，0 1 1  ム 1 0 ，994 事業費の 1 2.5/ 100
サ ー ビス 事 業 繰 入 金

2 一 般 介 護 予 防 事 業 54，596 44，024 1 0 ， 572 事業費の 1 2.5/ 100
繰 入 金

3 包 括 的 支 援 事 業 等 564，789 549 ， 190  1 5 ，599 事業費の 19.25/100
繰 入 金

4 そ の 他 諸 費 2 ， 798 2 ， 982 ム 1 84 事業費の 12 .5/100
繰 入 金

3 低 所 得 者 保 険 料 1 ， 388 ，971  389，092 999，879 軽 減 繰 入 金

l 低 所 得 者 保 険 料 1 ， 388 ，971  389，092 999，879 低所得者の保険料軽減に要する経費軽 減 繰 入 金

4 そ の 他 一 般 会 計 3 ， 1 82 ，580 3 ，026 ， 3 1 7  156 ，263 繰 入 金

1 そ の 他 一 般 会 計 3 ， 1 82 ， 580 3 ，026 ， 3 1 7  156 ，263 一般会計からの所要額の繰入
繰 入 金

2 基 金 繰 入 金 1 ，00 1 ，055 1 ，001 ，055 

l そ の 他 繰 入 金 1 ，0 0 1 ，055 1 ，001 ，055 

1 そ の 他 繰 入 金 1 ，00 1 ，055 1 ，001 ，055 介護給付費等準備基金からの所要額
の繰入

6 諸 収 入 3 ，907 7 ，469 ム 3 ， 562

1 諸 収 入 3 ， 907 7 ，469 ム3 ， 562

1 雑 入 3 ，907 7 ，469 ム 3 ， 562

1 雑 入 1 ，659 5 ，927  ム4，268 介護給付費等準備基金運用 収入等

2 延 滞 金 等 2 ，248 1 ， 542 706 

歳 入 i口〉、 言十 1 42 ， 6 19 ，484 1 3 3 ，973 ，022 8 ，646 ，462 
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(3) 歳 出 予 算 の 説 明

第 L款 総務費

( 項 名 ) 総務費

款 項 目 本 年 度

1 総 務 費 3 ， 163 ，403 

l 総 務 費 3 ， 163 ， 403 

1 職 員 費 947 ，638 

2 総務 管 理費 527 ，852 

3徴収 費 218 ，532  

4 介 護 認 定
審 査 会 費

1 ， 469 ， 381  

1 職員費

前 年 度

3，007 ，628 

3 ， 007 ，628 

958，606 

580，974 

192 ，806 

1 ，275 ，242 

本 年 度
比 較

国 県 支 出 金 市

155 ， 775 7 ， 581  

155 ， 775 7 ， 581  

ム 1 0，968

ム53 ， 122 4 ，000 

25 ， 726 

194， 139 3 ，581  

介護保険事業 に従事する職員 108人分の給料， 職員手 当 等の経費

2 総務管理費

介護保険事業の運営 に要する経費

3 徴収費

保険料徴収， 賦課及び資格管理等 に要する経費

4 介護認定審査会費

介護認定審査会の運営 に要する経費
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( 単位 : 千 円 )

の 財 源 内 訳

備 考
債 そ の 他 一 般 財 源

3 ， 242 3 ， 1 52 ， 580 

3 ， 242 3 ， 1 52 ， 580 

947，638 

594 523 ，258 

2 ，648 2 1 5 ，884 

1 ，465，800 

947，638 千 円

527，852 千 円

218，532 千 円

1，469，38 1 千 円



第2款 保険給付費

(項名 ) 保険給付費

(単位 : 千 円 )

本 年 度 の 財 源 内 訳

款 項 目 本 年 度 前 年 度 比 較 備 考
国 県 支 出 金 市 イ責 そ 。コ 他 一 般 財 源

2 保 険 給 付 費 128，927 ， 592 120 ，5 1 5 ， 1 13 8 ， 4 12 ，479 49 ，469 ， 130 6 1 ，953，667 1 7 ， 504，795 

1 保 険 給 付 費 128，927 ， 592 120 ，5 1 5 ， 1 1 3  8 ，4 12 ，479 49，469 ， 130 6 1 ，953，667 1 7 ， 504， 795 

1 介護サービス 1 15 ， 6 1 2 ， 326 107 ，951 ，506 7 ，660，820 44，360，447 55 ， 554，806 1 5 ，697 ，073 
等 諸 費

介 護 予 防
2 サ ー ビ ス 5，677 ，323 5 ， 1 55 ， 324 52 1 ， 999 2 ， 1 78 ， 389 2 ， 728， 105 770，829 

等 諸 費

高 額 介 護 3，722 ， 330 3 ， 575 ， 5 1 1  146 ，8 19  1 ， 428 ，258 1 ， 788，679 505 ， 393 3 サービス等費

市 町 村 1 ，000 459 541  1 ， 000 4
特 別 給 付 費

特 定 入 所 者
5 介護サービス 3 ，792 ， 7 1 5  3 ， 7 1 5 ，479 77 ，236 1 ，455 ， 264 1 ， 822 ， 502 5 14 ，949 

等 費

6 そ の 他 諸 費 121 ， 898 1 16 ，834 5 ， 064 46 ，772 58 ，575 16 ， 551  

」 一 一一

1 介護サービス等諸費

要介護者のサービス給付等 に要する経費 115，612 ，326 千 円

2 介護予 防サービス等諸費

要支援者のサービス給付等 に要する経費 5，677 ，323 千 円

3 高額介護サービス等費

高額介護サービス給付等に要する経費 3，722 ，330 千 円

4 市町村特別給付費

市町村特別給付 に要する経費 1，000 千 円
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5 特定入所者介護サービス等費

介護保険施設入所者への補足給付 に要する経費

6 その他諸費

保険給付 に係る審査支払手数料

第 3款 地域支援事業費

(項名 ) 地域支援事業費

款 項 目 本 年 度 前 年 度

3 地 域 支 援 事 業 費 10，448 ，831  10 ，374，664 

1 地域支援事業費 10，448 ，831  10 ， 374 ，664 

介護予防 ・ 生
1 活 支 援 サ ー 7，056，033 7 ， 145 ， 6 13  

ビ ス 事 業 費

2 一 般 介 護 予
防 事 業 費

436，647 352 ， 198 

3 包 括 的 支 援
事 業 等 費

2，933 ， 782 2 ，852 ，994 

4 そ の 他 諸 費 22，369 23 ，859 

1 介護予 防 ・ 生活支援サービス事業費

比 較

74， 167 

74， 167 

ム89，580

84，449 

80， 788 

ム 1 ，490

」 ー

介護予防 ・ 生活支援サービス事業 に要する経費

2 一般介護予防事業費

一般介護予防事業 に要する経費

3 包括的支援事業等費

地域包括支援センター運営等に要する経費

4 その他諸費

総合事業に係る審査支払手数料

本 年

国 県 支 出 金

4，577 ，700 

4 ，577 ，700 

2 ， 707 ， 393 

167 ，490 

1 ，694，235 

8 ，582 

- 58 -

3 ， 792 ， 715 千 円

1 21，898 千 円

(単位 : 千 円 )

度 の 財 源 内 訳

備 考
市 f責 そ の 他 一 般 財 源

4 ，366 ，93 1 1 ，504，200 

4，366，93 1 1 ，504，200 

3 ，466，623 882 ，0 17  

2 14 ，561  54，596 

674，758 564， 789 

10 ，989 2 ， 798 

7 ， 056 ，033 千 円

436，647 千 円

2，933 ，782 千 円

22， 369 千 円



第4款 基金積立金

(項名 ) 基金積立金

款 項 目 本 年 度

4 基 金 積 立 金 665 

1 基 金 積 立 金 665 

介 護 給 付 費
1 等 準 備 基 金 665 

積 立 金

前 年 度

1 ，982 

1 ， 982 

1 ， 982 

1 介護給付費等準備基金積立金

介護給付費等準備基金への積立金

第5款 諸支 出金

( 項 名 ) 諸支出金

款 項 目 本 年 度

5 諸 支 出 金 48，993 

l 諸 支 出 金 48，993 

1 諸 支 出 金 48，993 

1 諸支出金

前 年 度

43，635 

43 ，635 

43 ，635 

過誤納保険料の還付等 に要する経費

比 較

ム 1 ，3 1 7

ム 1 ， 3 1 7

ム 1 ， 3 1 7

比 較

5，358 

5 ， 358 

5 ， 358 
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(単位 : 千 円 )

本 年 度 の 財 源 内 訳

備 考
国 県 支 出 金 市 債 そ の 他 一 般 財 源

665 

665 

665 

665 千 円

(単位 : 千 円 )

本 年 度 の 財 源 内 訳

備 考
国 県 支 出 金 市 債 そ の 他 一 般 財 源

48，993 

48，993 

48，993 

L.__ 

48 ，993 千 円



第6款 予備費

( 項 名 ) 予備費

款 項 自 本 年 度

6 予 備 費 30，000 

1 予 備 費 30，000 

1 予 備 費 30，000 

前 年 度 比

30 ，000 

30 ，000 

30 ，000 

(単位 : 千 円 )

本 年 度 の 財 源、 内 訳

較 備 考
国 県 支 出 金 市 4責 そ の {也 一 般 財 源

30 ，000 

30 ，000 

30 ，000 

一
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(4) 債 務 負 担 行 為

(単位 : 千 円 )
左 の 財 源 内 訳

事 項 名 期 間 F艮 度 額 備 考
国 県 支 出 金 市 {賓 そ の 他 一 般 財 源

平成3 1 年度
( 1 ) 納 入 通 知 書 等 作 成 ~ 78 ，000 78 ，000 

平成3 2年度
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( 3 ) 後 期 高 齢 者 医 療 事 業 費

(1 )歳入歳出予 算一覧

(単位 : 千 円 )

歳 入

款 項 金 額 備 考

後 期 高 齢 者l
医 療 事 業 収 入

39，368 ， 508 

1 後 期 高 齢 者
医 療 保 険 料

18，2 14， 1 5 1  

2 繰 入 金 2 1 ， 102 ，9 18  

3 繰 越 金 1 

4 諸 収 入 5 1 ，438 

歳 入 l口b、 計 39，368 ， 508 
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(単位 : 千 円 )

歳 出

款 項 金 額 備 考

後 期 高 齢 者 39，368， 508 
医 療 事 業 費

l 事 務 費 235 ， 5 7 1  

2 納 付 金 39，085 ，691  

3 諸 支 出 金 47，246 

歳 出 メ口玉、 計 39，368 ，508 
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(2)歳入 予 算 の 説 明

(単位 : 千 円 )

款 項 目 節 本 年 度 前 年 度 上ヒ 較 説 明

I 後 期 高 齢 者 医 療 事 業 収 入 39 ，368 ， 508 37 ， 9 12 ， 282 1 ，456 ，226 

1 後 期 高 齢 者 医 療 保 険 料 1 8 ， 2 1 4， 1 5 1  1 7 ， 383 ， 520 830 ， 63 1  

1 現 年 度 分 1 8 ，093 ，044 1 7 ，272 ， 372 820，672 

1 特 男IJ 徴 収 1 0 ，855 ，826 10 ， 363，423 492 ，403 

2 普 通 徴 収 7 ，237 ，2 1 8  6 ，908 ，949 328 ，269 

2 滞 納 繰 越 分 1 2 1 ， 107  1 1 1 ， 148 9 ，959  

l 普 通 徴 収 1 2 1 ， 1 07 1 1 1 ， 148 9 ，959  

2 繰 入 〈且L 2 1 ， 1 02 ， 9 18  20 ，477， 544 625 ，374 

1 一 般 会 計 繰 入 金 2 1 ， 1 02 ， 9 18  20 ，477 ，544 625 ， 374 

1 一 般 会 計 繰 入 金 2 1 ， 1 02 ， 9 18  20 ，477 ，544 625 ， 3 74 一般会計から保険基盤安定制度
負担金及び所要額の繰入

3 繰 越 金 I 

l 繰 越 金 1 1 

1 繰 越 金 1 l 

4 �.者 収 入 5 1 ，438 5 1 ， 2 1 7  22 1 

1 雑 入 5 1 ，438 5 1 ， 2 1 7  2 2 1  

償 還 金 及 びl
還 付 加 算 金 47，240 47， 240 過誤納保険料の還付金等

2 延 滞 金 及 び 過 料 3 ， 996 3 ，957  39 

3 返 納 1ìlム l 

4 雑 入 201  1 9  1 8 2  

歳 入 i口L 言十 39 ，368 ， 508 37 ， 9 12 ，282 1 ，456，226 
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(3)歳出予 算 の 説 明

第 1 款 後期 高齢者 医療事業費

( 項 名 ) 事務費

款 項 日 本 年 度 前 年 度

1 後 期 高 齢 者
医 療 事 業 費 39 ，368 ， 508 37 ， 9 12 ，282 

1 事 務 費 235 ， 57 1  267 ， 703 

l 事 務 費 235 ， 57 1  267 ，703 

1 事務費

上七 較

1 ，456 ，226 

ム 32 ， 1 32

ム32 ， 1 32

後期 高齢者医療事業実施 にかかる事務費

(項名 ) 納付金

款 項 目 本 年 度 前 年 度 比 較

1 後 期 高 齢 者
医 療 事 業 費

2 納 イ寸 金 39 ，085 ，69 1 37 ，597 ，333  1 ，488 ，358  

l 納 付 金 39 ，085 ， 69 1  37 ， 597 ， 333  1 ，488 ， 358  

1 納付金

本 年 度

国県支出金 市

本 年 度

国県支出金 市

高齢者の 医療の確保 に 関する法律に基づく ， 広域連合への納付金

(1) 保険料負担金

(2) 療養給付費負担金

(3) 保険基盤安定負担金

(4) 共通経費負担金
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( 単位 : 千 円 )

の 財 源 内 訳
備 考

{責 そ の 他 一 般 財 源

1 8 ，265 ，590 2 1 ， 1 02 ， 9 1 8  

2 0 1  235 ， 370 

201  235 ， 370 

235 ， 57 1 千 円

(単位 : 千 円 )

の 財 源 内 訳

債 そ の 他

1 8 ， 2 1 8 ， 1 43 

1 8 ， 2 1 8 ， 143 

備 考
一 般 財 源

20 ，867 ， 548 

20 ，867 ， 548 

1 8 ， 2 18 ， 1 43 千 円

16 ， 703 ，777 千 円

3 ， 789，068 千 円

374，703 千 円



( 項 名 ) 諸支 出 金

( 単位 : 千 円 )

本 年 度 の 財 源 内 訳
款 項 目 本 年 度 前 年 度 上ヒ 較 備 考

国県支 出金 市 債 そ の 他 一 般 財 源

l 後 期 高 齢 者
医 療 事 業 費

3 諸 支 出 金 47 ，246 47 ，246 47 ，246 

1 雑 出 47 ，246 47 ， 246 47 ， 246 

1 雑 出

過誤納保険料の還付等 に要する経費 47，246 千 円
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(4) 債 務 負 担 行 為

(単位 : 千 円 )

左 の 財 源 内 訳
事 項 名 期 間 限 度 額 備 考

国 県 支 出 金 市 債 そ の 他 一 般 財 源

平成3 1年度
(1)  納 入 通 知 書 等 作 成 ~ 3 ，000 3 ，000 

平成32年度
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4保険料率等の改定(案)





( 1 ) 国 民健康保険の保険料算 定方式の 改定

- 改定理 由

平成 30 年度 よ り 都道府県 が 国 民健康保険の財政運営 の 責任主体 と な り 、 市町村 ご と の

「 医療費水準 (年齢構成 の差異 を調整) J ・ 「所得水準」 を考慮 し て 国 民健康保険事業費納

付金 を決定 し 、 当 該納付金 を賄 う た め に必要 と な る 、 市町村 ご と の 「標準保険料率」 を算

定 ・ 公表す る 。 市町村は、 都道府県が 示す 「標準保険料率」 を参考 に 、 条例 に 定 め る 算定

方式 に よ り 保険料率 を 定 め る 。

本市 で は 、 兵庫県 国 民健康保険運営方針 に 基づ き 、 将来的 な 県 内 統一保険料 に 向 け て 、

平成 30 年度 よ り 実施 し た 、 保険料の激変緩和措置 を継続 し て 、 平成 3 1 年度 は平成 29 年

度算定方式 に よ る 保険料か ら の増加額 を 30% ( 1 5% ヰ30%) ま で に抑制す る こ と と す る 。

- 改定内容

平成 29 年度算 定方式の保険料か ら の増加額 を 30% ま で と す る 激変緩和措置 を 実施

- 改定時期 平成 3 1 年 4 月 1 日 か ら

(参考)

・ 平成 3 1 年度 国 民健康保険料の賦課限度額 (年額)

医療分 6 1 万 円 (前年度 + 3 万 円 )

後 期 高齢者支援金分 19 万 円

介護分 16 万 円

・ 法定軽減制度 の拡充

[ 2 割軽減1 33 万 円 + 被保険者数 X 50 万 円 斗33 万 円 + 被保険者数 X 5 1 万 円

【 5 割軽減1 33 万 円 + 被保険者数 X 27. 5 万 円 斗33 万 円 + 被保険者数 X 28 万 円

. 旧 被扶養者 に係 る 保険料軽減措置の適用 期 間

均等割 ・ 平等割保険料 : 期 間 制 限 な し当 国 民健康保険の 資格取得 日 か ら 2 年間
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( 2  ) 介護保 険 の低所得者負 担軽減 に か か る 保険料率 の 改 定

- 改定理 由

公費 に よ る 低所得者の保険料の軽減強化 に つ い て 、 平成 3 1 年 1 0 月 の 消 費税率 1 0% へ

の 引 き 上 げ に合 わ せ た さ ら な る 軽減強化 が 予定 さ れ て い る こ と か ら 、 本市 に お い て も 、

介護保険条例改正 に よ り 、 保険料段階の 第 1 """--'第 3 段階の被保険者 の保険料率 を 引 き 下

げ る 。

- 改 定 内 容

国 が 示す保険料率 ( ※ ) の 引 下 げ 幅 は 、 平成 26 年度 を基準 と し て 32 年度 ま で に 、 保

険料段 階の 第 1 段 階 で 0. 2 (0 . 5→0. 3) 、 第 2 段 階で O. 25 (0.  75→0. 5) 、 第 3 段 階で 0. 05

(0 . 75 →0. 7) を超 え な い範囲 内 と さ れ て お り 、 平成 3 1 年度 に つ い て は 消 費税率引 き 上

げ時期 を 考慮 し 、 32 年度 の 2 分 の 1 の 引 下 げ幅 と 示 さ れ て い る 。

本市 で は 、 国 の 引 下 げ幅 の 上 限 を適用 す る こ と と し 、 平成 32 年度 の 第 1 段階の保 険料

率 を 0. 25 に 、 第 2 段階 を 0. 45 に 、 第 3 段 階 を O. 7 に 引 き 下 げ る こ と と す る 。 平成 3 1 年

度 に つ い て は 、 32 年度 の 2 分 の 1 の 引 下 げ幅 と し て 、 必要 な条例改正 を行 う 。

( ※ ) 保険料基準額 に 対す る 割合

- 改定時期 平成 3 1 年 4 月 1 日 か ら

※公費 に よ る 保険料軽減 に係 る 政令公布後 の 本市条例施行 日 を 定 め る 規則施行 に よ り 確定

-料率及び保険料 ( ※ 1 ) 

対象者 項目 26 年度 30 年度 31 年度 (※ 2 ) 32 年度

料率
0.4 0 .325 0.25 

0 .45 
(企0.05) (企0 . 125) (企0.2)第

年盆収入等1 
段 80 万円以下 月額保険料 2，340 円 2，504 円 2，034 円 1 ，565 円
階

国基準料率 0.5 0.45 0 .375 0 .3  

料率
0.575 0 .45 

0 .7  0 .7  
(企0. 125) (企0.25)第

2 同 80 万円超
月額保険料 3，640 円 4，382 円 3， 599 円段 120 万円以下

2，8 17 円
階

国基準料率 0.75 0 .75 0.625 0.5 

料率
0.725 0.7 

0 .75 0 .75 
(企0 .025)第 (企0.05)

3 同 120 万円超 月額保険料 3，900 円 4，695 円 4，538 円 4，382 円段
階

国基準料率 0.75 0 .75 0 .725 0.7 

( ※ 1 ) 第 4 段階以降 は現行か ら 改定 な し

( ※ 2 ) 平成 3 1 年度 の保険料率 の軽減割合 は 平成 32 年度 の 112 の 水 準
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5 議 案





第 9 号議 案

神 戸 市看護大 学条例 を 廃 止 す る 条 例 の 件

神 戸 市看護 大学条 例 を 廃 止 す る 条例 を 次 の よ う に 制 定す る 。

平 成 3 1年 2 月 1 2 日 提 出

神 戸 市 長 久 フロ

神 戸 市看護 大 学 条 例 を 廃止 す る 条 例

神 戸 市 看護 大 学条例 ( 平成 7 年 1 2 月 条 例 第 3 6号 ) は ， 廃 止 す る 。

附 則

( 施 行 期 日 )

喜 三止と1<=1  

1 こ の 条例 は ， 公 立 大 学法人神 戸 市看護 大 学 の 成 立 の 日 ( 以 下 「 施 行 日 j と い

う 。 ) か ら 施 行 す る 。

( 看 護 教員 予 定者養 成 の た め の 修 学 資 金貸 与 条 例 の 廃 止 )

2 神 戸 市看護教員 予 定者養成 の た め の 修 学 資 金 貸 与 条 例 ( 平成 5 年 6 月 条 例 第

1 4号 ) は ， 廃 止 す る 。

( 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 )

3 神 戸 市職員 の 給与 に 関 す る 条 例 ( 昭 和 2 6年 3 月 条 例 第 8 号 ) の 一 部 を 次 の よ

う に 改 正す る 。

第 3 条 第 1 項 第 3 号 ア を 次 の よ う に 改 め る 。

ア 削 除

別 表第 3 ア を 次 の よ う に 改 め る 。

ア 削 除

別 表 第 5 備 考 中 I 大 学 の 学長 で あ っ て 」 を 削 る 。

別 表 第 6 第 3 号 を 次 の よ う に 改 め る 。

(3) 削 除

( 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に 伴 う 経過 措置 )

4 前 項 の 規 定 に よ る 改 正 前 の 神 戸市職員 の 給与 に 関 す る 条例 ( 以 下 「 旧 給 与 条

例 」 と い う 。 ) の 規 定 は ， 施 行 目 前 に お い て 旧 給 与 条 例 第 3 条 第 1 項 第 3 号 ア

に 規 定す る 教育職給料表 (1) の 適 用 を 受 け て い た 職 員 の 施行 目 前 の 勤務 に 係 る 給

与 に つ い て は ， こ の 条 例 の 施行後 も ， な お そ の 効 力 を 有す る 。
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5 旧 給 与 条 例 第 3 条 第 1 項 第 3 号 ア ， 別 表 第 3 ア 及 び別 表 第 6 第 3 号 の 規 定 は ，

本 市 の 職員 と し て 勤務 す る 教授 ， 准教授 ， 講 師 ， 助 教及 び 助 手 に 関 し て は ， な

お そ の 効 力 を 有す る 。

( 職 員 の 特殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条例 の 一 部 改 正 )

6 神 戸 市職員 の 特殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 (平成 1 8年 1 月 条 例 第 3 8号 ) の 一 部 を

次 の よ う に 改 正 す る 。

第 3 条 第 3 5 号 を 次 の よ う に 改 め る 。

(35) 削 除

第 3 8条 を 次 の よ う に 改 め る 。

第 3 8条 削 除

( 職 員 の 特殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に 伴 う 経 過措置 )

7 前 項 の 規 定 に よ る 改 正 前 の 神 戸 市 職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 ( 以 下

「 旧 手 当 条 例 」 と い う 。 ) 第 3 条 第 3 5 号 及 び 第 3 8条 の 規 定 は ， 施 行 目 前 に お い

て 同 条 に 規 定 す る 業 務 に 従 事す る 職員 で あ っ た 者 の 施行 目 前 の 勤 務 に 係 る 大 学

職 員 手 当 に つ い て は ， こ の 条 例 の 施 行 後 も ， な お そ の 効 力 を 有 す る 。

8 旧 手 当 条 例 第 3 条 第 3 5 号 及 び第 3 8条 の 規 定 は ， 本 市 の 職員 と し て 勤務 す る 教

授 ， 准教授 ， 講 師 ， 助 教及 び助 手 に 関 し て は ， な お そ の 効 力 を 有 す る 。

( 手 数料条例 の 一 部 改 正 )

9 神 戸 市手数料条例 ( 平成 1 2年 3 月 条 例 第 7 7号 ) の 一 部 を 次 の よ う に 改 正す る 。

第 2 条 第 4 号 中 r ， 高 等 専 門 学校 及 び 大 学 J を 「 及 び 高 等 専 門 学校 」 に 改 め

る 。

( 学 校 の 学校 医 ， 学 校 歯科 医 及 び学校薬剤 師 の 公務 災 害補償 に 関 す る 条例 の 一

部 改 正 )

1 0  神 戸 市 立 学校 の 学校 医 ， 学校歯科 医 及 び 学校薬剤 師 の 公務 災 害 補償 に 関 す る

条 例 ( 昭 和 4 3年 1 月 条 例 第 4 1 号 ) の 一 部 を 次 の よ う に 改 正す る 。

第 2 条 中 「 大 学 の 学校 医 等 に 関 し て は 市 長 ， そ の 他 の 学校 医 等 に 関 し て は 」

を 削 る 。

第 2 5条 中 大 学 の 学校 医 等 に 関 し て は 規則 で ， そ の 他 の 学校 医 等 に 関 し て

は J を 削 る 。
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( 学 校 の 授 業料等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 )

1 1  神 戸 市 立 学校 の 授 業 料 等 に 関 す る 条 例 ( 昭 和 2 5年 1 2 月 条 例 第 2 2 0 号 ) の 一 部

を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 1 条 中 r ， 博 士 論 文 審 査手数料 J を 削 る 。

第 2 条 第 l 項 中 第 1 号 を 削 り ， 第 2 号 を 第 1 号 と し ， 第 3 号 を 第 2 号 と し ，

第 4 号 を 第 3 号 と し ， 同 条 第 2 項 を 削 り ， 同 条 第 3 項 中 第 1 号 を 削 り ， 第 2 号

を 第 1 号 と し ， 第 3 号 を 第 2 号 と し ， 第 4 号 を 第 3 号 と し ， 同 項 を 同 条 第 2 項

と し ， 同 条 第 4 項 中 r 博 士 論 文 審 査 手数料 」 を 削 り ， 同 項 を 同 条 第 3 項 と す

る 。

第 4 条 第 3 項 中 「 第 2 条 第 3 項 」 を 「 第 2 条 第 2 項 J に 改 め る 。

第 5 条 の 2 を 削 る 。

第 5 条 の 3 中 「 第 2 条 第 3 項 第 2 号 及 び 第 3 号 」 を 「 第 2 条 第 2 項 第 1 号

及 び 第 2 号 」 に 第 2 条 第 3 項 第 2 号 の 表 授 業 料 の 項 及 び第 3 号 」 を 「 第 2

条 第 2 項 第 1 号 の 表授 業 料 の 項 及 び 第 2 号 」 に r 第 5 条 の 3 J を 「 第 5 条 の

2 J に 改 め ， 同 条 を 第 5 条 の 2 と す る 。

第 5 条 の 4 第 1 項 中 「 第 2 条 第 3 項 第 3 号 j を 「 第 2 条 第 2 項 第 2 号 」 に

改 め ， 同 条 を 第 5 条 の 3 と す る 。

第 6 条 の 2 中 「 看 護 大 学 に お い て 他 の 大 学 と の 聞 に お け る 相 互 の 単位 の 互

換 に 関 す る 協 定若 し く は 他 の 高 等 専 門 学校 と の 聞 に お け る 授 業 科 目 等 の 履修 に

関 す る 協 定 に 基づ き 看護 大 学 へ の 入 学 を 許 可 さ れ た 特別聴講学 生 又 は 」 を 削 る 。

第 7 条 第 1 項 中 「 第 2 条 第 3 項 又 は 第 4 項 」 を 「 第 2 条 第 2 項 又 は 第 3

項 」 に 改 め る 。

第 1 0条 中 r ， 博 士 論 文 審 査 手数料 J を 削 る 。

第 1 2条 を 削 る 。

( 学校 の 授 業 料等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に 伴 う 経過 措 置 )

1 2  施 行 目 前 の 期 間 に 係 る 神 戸 市看護 大 学 の 神 戸 市 立 学校 の 授 業 料 等 に 関 す る 条

例 第 1 条 の 授 業 料 ， 入 学金 等 に つ い て は ， な お 従 前 の 例 に よ る 。

理 由

内d守I



神 戸 市看護 大 学 を 廃 止 す る に 当 た り ， 条 例 を 廃 止 す る 必 要 が あ る た め 。
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( 参 考 1 ) 

( 給 料 表 )

神 戸 市 職 員 の 給 与 に 関

( 現 行 )

第 3 条 給 料 表 の 種 類 は ， 次 に 掲 げ る と お り と し ， 各 給 料 表 の 適 用 範 囲 は ， そ れ ぞ れ 当 該 給

料 表 に 定 め る と こ ろ に よ る O

(1 ) ， (2) 略
(3) 教 育 職 給 料 表 ( 別 表 第 3 ) 

ア 教 育 職 給 料 表 (1)

イ ~ オ 略

(4) ， (5) 略
2 � 4 略

別 表 第 3 教 育 職 給 料 表 ( 第 3 条 関 係 )

ア 教 育 職 給 料 表 (1)

職 員 l\f ; l 級 3 級 4 級2 級
の 区

分 号 給 給 料 月 額 給 料 月 額 給 料 月 額 給 料 月 額

再 任 円 円 円 円

用 職 1 1 9 2 ， 5 0 0  2 4 9 ， 3 0 0  2 9 6 ， 1 0 0  3 6 5 ， 4 0 0  

員 以 2 1 9 4 ， 7 0 0  2 5 1 ， 6 0 0  2 9 9 ， 6 0 0  3 6 7 ， 6 0 0  

外 の 3 1 9 6 ， 9 0 0  2 5 3 ， 8 0 0  3 0 3 ， 1 0 0  3 6 9 ， 8 0 0  

職 員 4 1 9 9 ， 0 0 0  2 5 6 ， 0 0 0  3 0 6 ， 6 0 0  3 7 2 ， 0 0 0  

5 2 0 1 ， 1 0 0  2 5 8 ， 0 0 0  3 1 0 ， 1 0 0  3 7 4 ，  2 0 0  

6 2 0 3 ， 4 0 0  2 6 0 ， 1 0 0  3 1 2 ， 3 0 0  3 7 6 ， 4 0 0  

7 2 0 5 ， 7 0 0  2 6 2 ， 2 0 0  3 1 4 ， 5 0 0  3 7 8 ， 6 0 0  

8 2 0 8 ， 0 0 0  2 6 4 ， 3 0 0  3 1 6 ， 7 0 0  3 8 0 ， 8 0 0  

9 2 1 0 ， 2 0 0  2 6 6 ， 4 0 0  3 1 9 ， 0 0 0  3 8 3 ， 0 0 0  

1 0  2 1 2 ， 6 0 0  2 6 8 ， 3 0 0  3 2 0 ， 9 0 0  3 8 5 ， 5 0 0  

1 1  2 1 5 ， 0 0 0  2 7 0 ， 2 0 0  3 2 2 ， 8 0 0  3 8 8 ， 0 0 0  

1 2  2 1 7 ， 3 0 0  2 7 2 ， 1 0 0  3 2 4 ， 7 0 0  3 9 0 ， 5 0 0  

1 3  2 1 9 ， 7 0 0  2 7 3 ， 9 0 0  3 2 6 ， 5 0 0  3 9 2 ， 8 0 0  

1 4  2 2 2 ， 2 0 0  2 7 6 ， 2 0 0  3 2 8 ， 9 0 0  3 9 5 ， 4 0 0  

1 5  2 2 4 ， 7 0 0  2 7 8 ， 5 0 0  3 3 1 ， 4 0 0  3 9 7 ， 9 0 0  

1 6  2 2 7 ， 2 0 0  2 8 0 ， 8 0 0  3 3 3 ， 8 0 0  4 0 0 ， 5 0 0  

1 7  2 2 9 ， 8 0 0  2 8 3 ， 2 0 0  3 3 6 ， 1 0 0  4 0 2 ， 8 0 0  
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す る 条 例 ぬ き が き

( 一一ーは ， 改 正 部 分 を 示 す 。 )

( 改 正 案 )

ア 削 除

ア 削 除
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1 8  2 3 2 ， 3 0 0  2 8 5 ， 5 0 0  3 3 8 ， 6 0 0  4 0 5 ， 5 0 0  

1 9  2 3 4 ， 8 0 0  2 8 7 ， 8 0 0  3 4 1 ， 0 0 0  4 0 8 ， 1 0 0  

2 0  2 3 7 ， 3 0 0  2 9 0 ， 1 0 0  3 4 3 ， 4 0 0  4 1 0 ， 6 0 0  

2 1  2 3 9 ， 5 0 0  2 9 2 ， 5 0 0  3 4 5 ， 7 0 0  4 1 2 ， 8 0 0  

2 2  2 4 1 ， 7 0 0  2 9 5 ， 0 0 0  3 4 7 ， 9 0 0  4 1 5 ， 2 0 0  

2 3  2 4 3 ， 9 0 0  2 9 7 ， 5 0 0  3 5 0 ， 2 0 0  4 1 7 ， 8 0 0  

2 4  2 4 6 ， 1 0 0  3 0 0 ， 0 0 0  3 5 2 ， 4 0 0  4 2 0 ， 4 0 0  

2 5  2 4 8 ， 2 0 0  3 0 2 ， 5 0 0  3 5 4 ， 7 0 0  4 2 2 ， 9 0 0  

2 6  2 5 0 ， 2 0 0  3 0 4 ， 8 0 0  3 5 6 ， 9 0 0  4 2 5 ， 4 0 0  

2 7  2 5 2 ， 2 0 0  3 0 7 ， 1 0 0  3 5 9 ， 1 0 0  4 2 7 ， 9 0 0  

2 8  2 5 4 ， 2 0 0  3 0 9 ， 3 0 0  3 6 1 ， 3 0 0  4 3 0 ， 5 0 0  

2 9  2 5 6 ， 1 0 0  3 1 1 ， 6 0 0  3 6 3 ， 5 0 0  4 3 3 ， 0 0 0  

3 0  2 5 8 ， 2 0 0  3 1 3 ， 8 0 0  3 6 5 ， 6 0 0  4 3 5 ， 5 0 0  

3 1  2 6 0 ， 1 0 0  3 1 6 ， 0 0 0  3 6 7 ， 6 0 0  4 3 8 ， 0 0 0  

3 2  2 6 2 ， 0 0 0  3 1 8 ， 2 0 0  3 6 9 ， 8 0 0  4 4 0 ， 6 0 0  

3 3  2 6 3 ， 8 0 0  3 2 0 ， 4 0 0  3 7 1 ， 9 0 0  4 4 3 ， 1 0 0  

3 4  2 6 5 ， 7 0 0  3 2 2 ， 7 0 0  3 7 3 ， 8 0 0  4 4 5 ， 6 0 0  

3 5  2 6 7 ， 6 0 0  3 2 4 ， 9 0 0  3 7 5 ， 7 0 0  4 4 8 ， 1 0 0  

3 6  2 6 9 ， 5 0 0  3 2 7 ， 2 0 0  3 7 7 ， 6 0 0  4 5 0 ， 6 0 0  

3 7  2 7 1 ， 5 0 0  3 2 9 ， 2 0 0  3 7 9 ， 6 0 0  4 5 3 ， 0 0 0  

3 8  2 7 3 ， 8 0 0  3 3 1 ， 4 0 0  3 8 1 ， 5 0 0  4 5 5 ， 6 0 0  

3 9  2 7 6 ， 0 0 0  3 3 3 ， 6 0 0  3 8 3 ， 3 0 0  4 5 8 ， 1 0 0  

4 0  2 7 8 ， 2 0 0  3 3 5 ， 7 0 0  3 8 5 ， 2 0 0  4 6 0 ， 6 0 0  

4 1  2 8 0 ， 3 0 0  3 3 7 ， 7 0 0  3 8 7 ， 0 0 0  4 6 2 ， 8 0 0  

4 2  2 8 2 ， 7 0 0  3 3 9 ， 9 0 0  3 8 8 ， 9 0 0  4 6 5 ， 2 0 0  

4 3  2 8 4 ， 9 0 0  3 4 2 ， 1 0 0  3 9 0 ， 9 0 0  4 6 7 ， 7 0 0  

4 4  2 8 7 ， 1 0 0  3 4 4 ， 2 0 0  3 9 2 ， 8 0 0  4 7 0 ， 1 0 0  

4 5  2 8 9 ， 4 0 0  3 4 6 ， 2 0 0  3 9 4 ， 3 0 0  4 7 2 ， 6 0 0  

4 6  2 9 1 ， 6 0 0  3 4 8 ， 3 0 0  3 9 6 ， 1 0 0  4 7 5 ， 1 0 0  

4 7  2 9 3 ， 9 0 0  3 5 0 ， 4 0 0  3 9 7 ， 9 0 0  4 7 7 ， 6 0 0  

4 8  2 9 6 ， 2 0 0  3 5 2 ， 5 0 0  3 9 9 ， 7 0 0  4 8 0 ， 1 0 0  

4 9  2 9 8 ， 5 0 0  3 5 4 ， 4 0 0  4 0 1 ， 6 0 0  4 8 2 ， 4 0 0  

5 0  3 0 0 ， 2 0 0  3 5 6 ， 4 0 0  4 0 3 ， 4 0 0  4 8 4 ， 9 0 0  

5 1  3 0 1 ， 9 0 0  3 5 8 ， 2 0 0  4 0 5 ， 3 0 0  4 8 7 ， 4 0 0  

5 2  3 0 3 ， 5 0 0  3 6 0 ， 2 0 0  4 0 7 ， 2 0 0  4 8 9 ， 8 0 0  

5 3  3 0 5 ， 0 0 0  3 6 2 ， 2 0 0  4 0 8 ， 8 0 0  4 9 2 ， 2 0 0  

5 4  3 0 6 ， 6 0 0  3 6 4 ， 2 0 0  4 1 0 ， 5 0 0  4 9 4 ， 6 0 0  

5 5  3 0 8 ， 1 0 0  3 6 6 ， 2 0 0  4 1 2 ， 2 0 0  4 9 7 ， 0 0 0  

5 6  3 0 9 ， 6 0 0  3 6 8 ， 2 0 0  4 1 4 ， 0 0 0  4 9 9 ， 4 0 0  

5 7  3 1 1 ， 1 0 0  3 7 0 ， 0 0 0  4 1 5 ， 8 0 0  5 0 1 ， 7 0 0  
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5 8  3 1 2 ， 5 0 0  3 7 2 ， 0 0 0  4 1 7 ， 4 0 0  5 0 4 ， 0 0 0  

5 9  3 1 3 ， 9 0 0  3 7 3 ， 9 0 0  4 1 9 ， 1 0 0  5 0 6 ， 3 0 0  

6 0  3 1 5 ， 3 0 0  3 7 5 ， 9 0 0  4 2 0 ， 7 0 0  5 0 8 ， 7 0 0  

6 1  3 1 6 ， 7 0 0  3 7 7 ， 8 0 0  4 2 2 ， 2 0 0  5 1 0 ， 9 0 0  

6 2  3 1 8 ， 2 0 0  3 7 9 ， 6 0 0  4 2 3 ， 8 0 0  5 1 3 ， 0 0 0  

6 3  3 1 9 ， 7 0 0  3 8 1 ， 4 0 0  4 2 5 ， 4 0 0  5 1 5 ， 1 0 0  

6 4  3 2 1 ， 2 0 0  3 8 3 ， 2 0 0  4 2 6 ， 8 0 0  5 1 7 ， 2 0 0  

6 5  3 2 2 ， 3 0 0  3 8 4 ， 6 0 0  4 2 8 ， 1 0 0  5 1 9 ， 4 0 0  

6 6  3 2 3 ， 7 0 0  3 8 6 ， 3 0 0  4 2 9 ， 5 0 0  5 2 1 ， 3 0 0  

6 7  3 2 5 ， 2 0 0  3 8 8 ， 0 0 0  4 3 1 ， 0 0 0  5 2 3 ， 3 0 0  

6 8  3 2 6 ， 7 0 0  3 8 9 ， 7 0 0  4 3 2 ， 4 0 0  5 2 5 ， 3 0 0  

6 9  3 2 7 ， 8 0 0  3 9 1 ， 4 0 0  4 3 3 ， 7 0 0  5 2 7 ， 0 0 0  

7 0  3 2 9 ， 2 0 0  3 9 2 ， 8 0 0  4 3 5 ， 1 0 0  5 2 8 ， 3 0 0  

7 1  3 3 0 ， 5 0 0  3 9 4 ， 1 0 0  4 3 6 ， 5 0 0  5 2 9 ， 7 0 0  

7 2  3 3 1 ， 9 0 0  3 9 5 ， 5 0 0  4 3 7 ， 9 0 0  5 3 1 ， 1 0 0  

7 3  3 3 3 ， 2 0 0  3 9 6 ， 8 0 0  4 3 8 ， 9 0 0  5 3 2 ， 4 0 0  

7 4  3 3 4 ， 6 0 0  3 9 8 ， 2 0 0  4 4 0 ， 3 0 0  5 3 3 ， 5 0 0  

7 5  3 3 6 ， 0 0 0  3 9 9 ， 6 0 0  4 4 1 ， 7 0 0  5 3 4 ， 6 0 0  

7 6  3 3 7 ， 4 0 0  4 0 0 ， 9 0 0  4 4 3 ， 1 0 0  5 3 5 ， 8 0 0  

7 7  3 3 8 ， 5 0 0  4 0 2 ， 0 0 0  4 4 4 ， 1 0 0  5 3 6 ， 9 0 0  

7 8  3 3 9 ， 8 0 0  4 0 3 ， 0 0 0  4 4 5 ， 2 0 0  5 3 8 ， 1 0 0  

7 9  3 4 1 ， 1 0 0  4 0 3 ， 9 0 0  4 4 6 ， 3 0 0  5 3 9 ， 2 0 0  

8 0  3 4 2 ， 4 0 0  4 0 4 ， 9 0 0  4 4 7 ， 5 0 0  5 4 0 ， 1 0 0  

8 1  3 4 3 ， 7 0 0  4 0 5 ， 9 0 0  4 4 8 ， 8 0 0  5 4 0 ， 7 0 0  

8 2  3 4 5 ， 0 0 0  4 0 6 ， 8 0 0  4 4 9 ， 7 0 0  5 4 1 ， 7 0 0  

8 3  3 4 6 ， 3 0 0  4 0 7 ， 6 0 0  4 5 0 ， 7 0 0  5 4 2 ， 6 0 0  

8 4  3 4 7 ， 5 0 0  4 0 8 ， 5 0 0  4 5 1 ， 6 0 0  5 4 3 ， 5 0 0  

8 5  3 4 8 ， 6 0 0  4 0 9 ， 1 0 0  4 5 2 ， 6 0 0  5 4 4 ， 3 0 0  

8 6  3 4 9 ， 9 0 0  4 0 9 ， 9 0 0  4 5 3 ， 3 0 0  5 4 5 ， 2 0 0  

8 7  3 5 1 ， 2 0 0  4 1 0 ， 7 0 0  4 5 4 ， 0 0 0  5 4 6 ， 1 0 0  

8 8  3 5 2 ， 4 0 0  4 1 1 ， 5 0 0  4 5 4 ， 8 0 0  5 4 7 ， 0 0 0  

8 9  3 5 3 ， 5 0 0  4 1 2 ， 1 0 0  4 5 5 ， 6 0 0  5 4 7 ， 9 0 0  

9 0  3 5 4 ， 8 0 0  4 1 2 ， 9 0 0  5 4 8 ， 9 0 0  

9 1  3 5 6 ， 1 0 0  4 1 3 ， 7 0 0  5 4 9 ， 8 0 0  

9 2  3 5 7 ， 3 0 0  4 1 4 ， 5 0 0  5 5 0 ， 7 0 0  

9 3  3 5 8 ， 4 0 0  4 1 5 ， 1 0 0  5 5 1 ， 5 0 0  

9 4  3 5 9 ， 0 0 0  4 1 5 ， 9 0 0  5 5 2 ， 3 0 0  

9 5  3 5 9 ， 5 0 0  4 1 6 ， 7 0 0  5 5 3 ， 0 0 0  

9 6  3 6 0 ， 1 0 0  4 1 7 ， 3 0 0  5 5 3 ， 8 0 0  

9 7  3 6 0 ， 7 0 0  4 1 8 ， 0 0 0  5 5 4 ， 6 0 0  
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9 8  5 5 5 ， 4 0 0  

9 9  5 5 6 ， 2 0 0  

1 0 0  5 5 6 ， 9 0 0  

1 0 1  5 5 7 ， 6 0 0  

1 0 2  5 5 8 ， 3 0 0  

1 0 3 5 5 9 ， 0 0 0  

1 0 4  5 5 9 ， 7 0 0  

1 0 5  5 6 0 ， 3 0 0  

1 0 6  5 6 0 ， 9 0 0  

1 0 7  5 6 1 ， 5 0 0  

1 0 8  5 6 2 ， 1 0 0  

1 0 9  5 6 2 ， 5 0 0  

1 1 0 5 6 3 ， 6 0 0  

1 1 1  5 6 4 ， 7 0 0  

1 1 2  5 6 5 ， 8 0 0  

1 1 3  5 6 6 ， 9 0 0  

1 1 4 5 6 8 ， 1 0 0  

1 1 5  5 6 9 ， 2 0 0  

1 1 6  5 7 0 ， 3 0 0  

1 1  7 5 7 1 ， 3 0 0  

1 1 8 5 7 2 ， 5 0 0  

1 1 9 5 7 3 ， 6 0 0  

1 2 0  5 7 4 ， 7 0 0  

1 2 1  5 7 5 ， 7 0 0  

再 任

用 職 2 7 2 ， 5 0 0  2 9 2 ， 9 0 0  3 2 9 ， 6 0 0  4 0 1 ， 5 0 0  

員

備 考 こ の 表 は ， 大 学 に 勤 務 す る 教 授 ， 准 教 授 ， 講 師 ， 助 教 ， 助 手 そ の 他 の 職 員 で 人

事 委 員 会 規 則 で 定 め る も の に 適 用 す る 。

イ ~ オ 略
別 表 第 5 指 定 職 給 料 表 ( 第 3 条 関 係 )

| 略 略

備 考 こ の 表 は ， 大 学 の 学 長 で あ っ て ， 人 事 委 員 会 規 則 の 定 め が あ る も の に 限 り 3 適 用

す る 。

別 表 第 6 級 別 基 準 職 務 表 ( 第 3 条 関 係 )

(1 ) ， (2) 略
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(3) 教 育 職 給 料 表 (1) 級 別 基 準 職 務 表

職 務 の 級 基 準 と な る 職 務

1 級 大 学 の 助 教 又 は 助 手 の 職 務

2 級 大 学 の 講 師 の 職 務

3 級 大 学 の 准 教 授 の 職 務

4 級 大 学 の 教 授 の 職 務

性) � (9) 略
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( 参 考 2 ) 
神 戸 市 職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 ぬ き が き

( 現 行 )

( 特 殊 勤 務 手 当 の 種 類 )

第 3 条 特 殊 勤 務 手 当 の 種 類 は ， 次 の と お り と

す る 。

( 1 ) � (凶 略
(お) 大 学 職 員 手 当

(36) 略
( 大 学職 員 手 当 )

第 3 8 条 大 学 職 員 手 当 は ， 次 の 各 号 に 掲 げ る 業

務 に 従 事 す る 職 員 に 対 し て 支 給 し ， そ の 額

は ， そ れ ぞ れ 当 該 各 号 に 定 め る 額 と す る 。

( 1 )  保 健 福 祉 局 看 護 大 学 に 勤 務 す る 大 学 の 教

員 ( 教 授 ， 准 教 授 ， 常 勤 講 師 ， 助 教 又 は 助

手 を い う の 以 下 同 じ 。 ) が 兼 任 し て 行 う 副

学 長 ， 学 生 部 長 又 は 図 書 館 長 の 職 務 月 額

8 9 ， 0 0 0 円 を 超 え な い 範 囲 内 に お い て 規 則 で

定 め る 額

(2) 保 健 福 祉 局 看 護 大 学 に 勤 務 す る 教 員 で 大

学 院 に 置 か れ る 看 護 学 研 究 科 の 担 当 を 命 じ

ら れ た も の が 行 う 看 護 学 研 究 科 に お け る 授

業 ， 研 究 又 は 指 導 の 業 務 月 額 48 ， 6 5 0 円 を

超 え な い 範 囲 内 に お い て 規 則 で 定 め る 額

(35) 削 除

第 3 8 条 削 除
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は ， 改 正 部 分 を 示 す 。 )

( 改 正 案 )



( 参 考 3 ) 

神 戸 市 手 数 料 条 例 ぬ き が き

( 現 行 )

( 手 数 料 )

第 2 条 市 長 は ， 次 の 各 号 に 掲 げ る 事 務 に つ

き ， そ れ ぞ れ 当 該 各 号 に 定 め る 額 の 手 数 料 を

徴 収 す る 。

( 1 ) � (3) 略
(4) 修 学 又 は 学 業 成 績 に 関 す る 証 明 ( 高 等 学

は ， 改 正 部 分 を 示 す 。 )

( 改 正 案 )

校 一 … ー る ) 一 一
1 件 に つ き 3 0 0 円

(5) � (158) 略
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( 参 考 4 ) 
神 戸 市 立 学 校 の 学 校 医 ， 学 校 歯 科 医 及 び 学 校 薬 剤 師 の 公 務 災 害 補 償 に 関 す る 条 例 ぬ き が き

( 現 行 )

( 実 施機 関 )

第 2 条 こ の 条 例 で 「 実 施 機 関 」 と は ， 主主旦

学 校 医 等 に 関 し て は 市 長 ， そ の 他 の 学 校 医 等

に 関 し て は 教 育 委 員 会 を い う 。

( 規 則 へ の 委 任 )

第 2 5 条 こ の 条 例 の 実 施 に 関 し 必 要 な 事 項 は 」

大 学 の 学 校 医 等 に 関 し て は 規 則 で ， そ の 他 の

学 校 医 等 に 関 し て は ， 教 育 委 員 会 規 則 で 定 め

る 。
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( 改 正 案 )
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( 参 考 5 ) 

神 戸 市 立 学 校 の 授 業 料 等

( 現 行 )

第 1 条 神 戸 市 立 学 校 の 授 業 料 ， 聴 講 料 ， 研 究 料 及 び 保 育 料 並 び に 入 学 選 抜 料 ， 博 士 論 文 審

室主堂主L及 び 入 学 金 ( 以 下 「 授 業 料 ， 入 学 金 等 」 と い う 。 ) に 関 し て は ， こ の 条 例 の 定 め

る と こ ろ に よ る o

第 2 条 授 業 料 ， 入 学 金 等 の 額 は ， 次 の 各 号 に 掲 げ る 区 分 に 応 じ ， 当 該 各 号 に 定 め る と お り

と す る 。

( 1 )  看 護 大 学

にぐT!
看 護 学 部 大 学 院 備 考

学 生 5 3 5 ， 8 0 0 円 5 3 5 ， 8 0 0 円 年 額 と す る 。

科 目 等 履 修 生 及 び 特 2 6 7 ， 9 0 0 円 以 下 2 6 7 ， 9 0 0 円 以 下 1 学 期 分 と す る 。

授 別 聴 講 学 生

業 研 究 生 ( 外 国 人 研 究 生 2 9 ， 7 0 0 円 月 額 と す る 。

料 を 除 く 。 以 下 と の 表 に

お い て 同 じ 。 )

外 国 人 研 究 生 8 ， 2 0 0 円 月 額 と す る 。

入 学 生 1 7 ， 0 0 0 円 2 6 ， 0 0 0 円

A寸4ー 科 目 等 履 修 生 及 び 特 8 ， 0 0 0 円 9 ， 8 0 0 円

選 別 聴 講 学 生

抜 研 究 生 9 ， 8 0 0 円

料

博 士 論 文 審 査 手 数 料 5 7 ， 0 0 0 円

入 学 生 本 市 住 民 及 2 8 2 ， 0 0 0 円 2 9 7 ， 0 0 0 円 「 本 市 住 民 」 と は 3 入

点ザと4ー び そ の 子 弟 学 の 日 の 1 年 前 か ら

金 そ の 他 の 者 4 2 3 ， 0 0 0 円 4 2 3 ， 0 0 0 円 引 き 続 き 本 市 に 住 所

科 目 等 本 市 住 民 及 2 8 ， 2 0 0 円 2 9 ， 7 0 0 円 を 有 す る 者 を い う 。

履 修 生 び そ の 子 弟 「 そ の 子 弟 」 と は ， 本

及 び 特 そ の 他 の 者 4 2 ， 3 0 0 円 4 2 ， 3 0 0 円 市 住 民 の 配 偶 者 又 は

別 聴 講 2 親 等 内 の 親 族 を い
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に 関 す る 条 例 ぬ き が き

( 一一ーは ， 改 正 部 分 を 示 す 。 )

( 改 正 案 )

- 9 1  -



皇L 略

旦L 略

佳L 略

2 看 護 大 学 大 学 院 に 在 学 す る 者 の う ち ， そ の 修 業 年 限 を 超 え て 一 定 の 年 限 に わ た り 計 画 的

に 課 程 を 修 了 す る こ と を 認 め ら れ た も の ( 以 下 「 長 期 履 修 学 生 j と い う 。 ) に 係 る 授 業 料 の

年 額 は ， 前 項 第 1 号 の 規 定 に か か わ ら ず ， 当 該 在 学 を 認 め ら れ た 年 限 ( 以 下 「 長 期 在 学 期

間 J と い う 。 ) に 限 り ， 同 号 の 表 に 規 定 す る 授 業 料 の 年 額 に 修 業 年 限 の 年 数 を 乗 じ て 得 た

額 を 長 期 在 学 期 間 の 年 数 で 除 し て 得 た 額 ( こ の 額 に 1 0 円 未 満 の 端 数 が あ る 場 合 に お い て は ，

こ れ を 1 0 円 に 切 り 上 げ た 額 ) と す る 。

3 授 業 料 ， 聴 講 料 ， 研 究 料 及 び 保 育 料 は ， 次 の 区 分 に よ っ て 納 付 し な け れ ば な ら な い 。

( 1 )  看 護 大 学

授 業

キヰ

巴L 略

� 略

且L 略

種 別

学 生

科 目 等 履 修

生 及 び 特 別

聴 講 学 生

研 究 生

学 期 別 納 付 す べ き 額 納 付 期 限

前 期 年 額 の 2 分 の 1 に 相 当 す る 額 4 月 末 日

後 期 年 額 の 2 分 の 1 に 相 当 す る 額 1 0 月 末 日

納 付 期 限 は ， 前 期 分 は 5 月 末 日 ま で と し ， 後 期 分 は 1 0 月 末 日 ま

で と す る 。

前 期 月 額 授 業 料 に 在 学 月 数 を 乗 じ て 得 た 額 5 月 末 日

後 期 月 額 授 業 料 に 在 学 月 数 を 乗 じ て 得 た 額 1 0 月 末 日

4 入 学 選 抜 料 ， 博 士 論 文 審 査 手 数 料 及 び 入 学 金 は ， 教 育 委 員 会 規 則 で 定 め る 納 付 期 限 ま で

に 納 付 し な け れ ば な ら な い 。

第 4 条 略

2 略

3 第 1 項 の 者 の 次 の 期 か ら の 授 業 料 又 は 保 育 料 の 納 付 額 は ， 第 2 条 第 3 項 の 定 め る と こ ろ

に よ る 。
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ul 

(2) 
(3) 

住L

皇L

lliL 

第 2 条 第 2 項

- 93 -



第 5 条 の 2 市 長 は ， 長 期 履 修 学 生 が 長 期 在 学 期 間 の 短 縮 を 認 め ら れ る 場 合 に は ， 第 2 条 第

1 項 第 1 号 及 び 第 3 項 第 1 号 の 規 定 に か か わ ら ず ， 当 該 短 縮 後 の 年 限 に 応 じ て 同 条 第 2 項

の 規 定 に よ り 算 出 し た 授 業 料 の 年 額 ( 当 該 短 縮 後 の 年 限 が 修 業 年 限 で あ る と き に あ っ て は ，

同 条 第 1 項 第 1 号 の 表 に 規 定 す る 授 業 料 の 年 額 ) に 当 該 短 縮 が 認 め ら れ る 時 点 に お け る 当

該 長 期 履 修 学 生 の 在 学 し て い る 期 間 の 年 数 ( そ の 期 間 に 1 年 に 満 た な い 端 数 が あ る と き は ，

こ れ を 切 り 上 げ た 年 数 ) を 乗 じ て 得 た 額 か ら ， 当 該 長 期 履 修 学 生 が 入 学 し て か ら 当 該 短 縮

が 認 め ら れ る 日 の 属 す る 学 年 が 終 了 す る ま で の 期 聞 に 当 該 長 期 履 修 学 生 が こ の 条 例 に よ

り 納 付 す べ き 授 業 料 の 総 額 を 控 除 し た 額 を ， 当 該 長 期 履 修 学 生 か ら 徴 収 す る も の と す る 。

第 5 条 の 3 高 等 専 門 学 校 及 び 高 等 学 校 に お い て 就 学 支 援 金 ( 高 等 学 校 等 就 学 支 援 金 の 支 給

に 関 す る 法 律 ( 平 成 2 2 年 法 律 第 1 8 号 ) 第 3 条 第 1 項 に 規 定 す る 就 学 支 援 金 を い う 。 ) の 支

給 を 受 け る 受 給 権 者 ( 同 法 第 5 条 第 1 項 に 規 定 す る 受 給 権 者 を い う 。 ) に つ い て の 室主主三

第 3 項 第 2 号 及 び 第 3 号 ， 第 4 条 第 1 項 及 び 第 5 条 第 1 項 の 規 定 の 適 用 に つ い て は ， 差三一

条 第 3 項 第 2 号 の 表 授 業 料 の 項 及 び 第 3 号 中 「 年 額 」 と あ る の は 「 年 額 か ら 当 該 年 額 に 対

応 し て 支 給 さ れ る 第 5 条 の 3 に 規 定 す る 就 学 支 援 金 の 額 を 控 除 し た 額 J と ， 第 4 条 第 1 項

及 び 第 5 条 第 1 項 中 「 得 た 額 」 と あ る の は 「 得 た 額 か ら 当 該 期 間 に 対 応 し て 支 給 さ れ る 皇

主主主 3 Iこ 規 定 す る 就 学 支 援 金 の 額 を 控 除 し た 額 」 と す る 。

第 5 条 の 4 高 等 学 校 等 就 学 支 援 金 の 支 給 に 関 す る 法 律 第 4 条 の 規 定 に 基 づ き 高 等 学 校 に

お け る 就 学 に つ い て 就 学 支 援 金 の 支 給 を 受 け る 資 格 を 有 す る こ と に つ い て の 認 定 を 申 請

し た 者 は ， そ の 申 請 が 本 市 に 到 達 し た 日 か ら そ の 申 請 に 対 す る 処 分 が な さ れ る ま で の 聞 は ，

第 2 条 第 3 項 第 3 号 の 規 定 に か か わ ら ず ， 授 業 料 の 納 付 を 猶 予 さ れ る も の と す る 。 た だ し ，

当 該 認 定 を 受 け る こ と が で き な い こ と が 明 ら か で あ る 場 合 は ， こ の 限 り で な い 。

2 略

第 6 条 の 2 看 護 大 学 に お い て 他 の 大 学 と の 間 に お け る 相 互 の 単 位 の 互 換 に 関 す る 協 定 若

し く は 他 の 高 等 専 門 学 校 と の 聞 に お け る 授 業 科 目 等 の 履 修 に 関 す る 協 定 に 基 づ き 看 護 大

学 へ の 入 学 を 許 可 さ れ た 特 別 聴 講 学 生 又 は 高 等 専 門 学 校 に お い て 他 の 大 学 と の 聞 に お け

る 授 業 科 目 等 の 履 修 に 関 す る 協 定 に 基 づ き 高 等 専 門 学 校 へ の 入 学 を 許 可 さ れ た 科 目 等 履

修 生 に つ い て は ， 授 業 料 ， 入 学 選 抜 料 及 び 入 学 金 は ， 徴 収 し な い 。

第 7 条 教 育 委 員 会 は ， 特 に や む を 得 な い 理 由 に よ り ， 第 2 条 第 3 項 又 は 第 4 項 に 規 定 す る

納 付 期 限 ま で に 授 業 料 ， 聴 講 料 ， 研 究 料 若 し く は 保 育 料 若 し く は 入 学 選 抜 料 若 し く は 入 学

金 ( 以 下 「 授 業 料 等 」 と い う 。 ) を 納 付 す る こ と が 困 難 で あ る と 認 め る 者 に つ い て は そ の

納 付 を 猶 予 し ， 又 は 授 業 料 ， 聴 講 料 ， 研 究 料 若 し く は 保 育 料 を 納 付 す る こ と が 困 難 で あ る

と 認 め る 者 に つ い て は 月 割 額 で 分 納 さ せ る こ と が で き る 。
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第 5 条 の 2

第 2 項 第 1 号 及 び 第 2 号

条 第 2 項 第 1 号 の 表 授 業 料 の 項 及 び 第 2 号

第 5 条 の 2

5 条 の 2

第 5 条 の 3

第 2 条 第 2 項 第 2 号

第 2 条 第 2 項 又 は 第 3 項
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2 略

第 1 0 条 既 納 の 入 学 選 抜 料 ， 博 士 論 文 審 査 手 数 料 又 は 入 学 金 は ， 還 付 し な い 。 た だ し ， 教 育

委 員 会 規 則 で 定 め る 特 別 の 理 由 が あ る と き は ， そ の 全 部 又 は 一 部 を 還 付 す る こ と が で き る 。

第 1 2 条 こ の 条 例 中 「 教 育 委 員 会 」 及 び 「 教 育 委 員 会 規 則 J と あ る の は ， 看 護 大 学 に つ い て

は ， I 市 長 」 及 び 「 規 則 」 と 読 み 替 え る も の と す る 。
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第 1 0号議案

公 立 大 学法 人 神 戸 市看護 大 学 に 係 る 定款 の 一 部 変 更 ， 徴 収料金 の 上 限 の 認

可及 び 中 期 目 標 の 策 定 の 件

次 の と お り ， 公 立 大 学法人神 戸 市看護 大 学 定款 の 一 部 を 変 更 し ， 公 立 大 学法人

神 戸 市看護 大 学 が 徴 収 す る 料金 の 上 限 の 認 可 を 行 い ， 及 び公 立 大 学法人神 戸 市看

護 大 学 中 期 目 標 を 定 め る 。

平 成 3 1年 2 月 1 2 日 提 出

神 戸 市 長 久 フE 喜 造
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第 1 公 立 大 学 法 人神 戸 市看護 大 学 定 款 の 一 部 を 次 の よ う に 変 更 す る 。

別 表 第 1 号 の 表 中 r 7 8 ， 1 4 7 . 6 2 j を r 7 8 ， 1 4 8 .  9 1 j に 改 め る 。

別 表 第 2 号 の 表 守衛 室 ・ 管 理 室 の 項 中 r 9 j を r 1 0 .  O O j に 改 め ， 別 表 第 2

号 の 表 中

自 転 車 置 場 神 戸 市 西 区 学 圏 西 町 |鉄 骨 造 亜 鉛 メ ッ キ
を

3 丁 目 4 番 地 鋼 板平家建 て

自 転 車 置場 神 戸 市 西 区 学 圏 西 町 鉄 骨 造 亜 鉛 メ ッ キ 44 . 1 0  

( 東 ) 3 丁 目 4 番 地 鋼 板 平 家 建 て

自 転 車 置場 神 戸 市 西 区 学 圏 西 町 鉄 骨 造 亜 鉛 メ ッ キ 4 1 .  6 2 

( 西 ) 3 丁 目 4 番 地 鋼 板 平 家 建 て

改 め る 。

附 則

変 更 後 の 定款 は ， 公 立 大 学法 人神 戸 市看護 大 学 の 成 立 の 日 か ら 施 行す る 。
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第 2 公 立 大 学法人神 戸 市看護 大 学 が 徴収す る 料金 の 上 限 を 次 の よ う に 定 め る こ

と に つ い て ， 公 立 大 学法人神 戸 市看護 大 学 が 成 立 し た 場合 に お い て は ， 地 方

独 立 行 政 法 人 法 ( 平 成 1 5年 法 律 第 1 1 8 号 ) 第 2 3条 第 1 項 の 規 定 に よ り 認 可 す

る 。

1 授 業 料 ， 入 学選抜料及 び入学金

よ寸で1
看護学部 大 学 院 備 考

授 学 生 6 4 2 ， 9 6 0 円 6 4 2 ， 9 6 0 円 年 額 と す る 。

業 科 目 等 履 修 生 及 び 特 3 2 1 ， 4 8 0 円 3 2 1 ， 4 8 0 円 1 学 期 分 と す

キヰ 別聴講学 生 る 。

研 究 生 ( 外 国 人研 究 3 5 ， 6 4 0 円 月 額 と す る 。

生 を 除 く 。 以 下 こ の

表 に お い て 同 じ 。 )

外 国 人研 究 生 9 ， 8 4 0 円 月 額 と す る 。

入 学 生 2 0 ， 4 0 0 円 3 1 ， 2 0 0 円
A子4与 科 目 等 履 修 生 及 び 特 9 ， 6 0 0 円 1 1 ， 7 6 0 円

選 別 聴講学 生

抜 研 究 生 1 1 ， 7 6 0 円

キヰ

入 学 生 神 戸 市 民 等 3 3 8 ， 4 0 0 円 3 5 6 ， 4 0 0 円 「 神 戸 市 民 等 J
A子"-4与 そ の 他 の 者 5 0 7 ， 6 0 0 円 5 0 7 ， 6 0 0 円 と は ， 入 学 の 日

�ム 科 目 等 神 戸 市 民 等 3 3 ， 8 4 0 円 3 5 ， 6 4 0 円 の 1 年 前 か ら 引

履 修 生 そ の 他 の 者 5 0 ， 7 6 0 円 5 0 ， 7 6 0 円 き 続 き 神 戸 市 に

及 び 特 住 所 を 有 す る 者

別 聴 講 又 は そ の 配 偶 者

学 生 若 し く は 2 親 等

内 の 親 族 を い

つ 。
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| 研 究 生 - 1 0 1 ， 5 2 0 円 |
2 手 数料

( 1 )  修 学 又 は 学業成績 に 関 す る 証 明 1 件 に つ き 3 0 0 円

(2) 文 書 の 受 理 に 関 す る 証 明 1 件 に つ き 3 0 0 円

(3) 前 2 号 に 定 め の な い 事 項 の 証 明 1 件 に つ き 3 0 0 円
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第 3 公 立 大 学法人神 戸 市看護 大 学 の 中 期 目 標 を 次 の よ う に 定 め る 。

公 立 大 学法 人神 戸 市看護 大 学 中 期 目 標

目 次

前 文

第 1 中 期 目 標 の 期 間

第 2 社会 的 ニ ー ズ に 対応 し た 幅 広 く 高 い 能 力 を 持 つ ， 看護 人材 の 育成

1 学 部 教育

2 大 学 院教育

3 学 生 へ の 支 援

第 3 学 術研 究 ， 地 域 貢 献 活 動 ， 国 際 交 流 の 推 進 等 に よ る ， 大 学 ブ ラ ン ド

の 確 立

1 地 域課題 の 解決や健康創 造都 市 戦 略等 を 担 う ， 学術研 究 の 推進

2 市 民 と の 連携 ・ 交 流 に よ る ， 地 域 の 保 健 医 療 へ の 貢 献 の 推進

3 グ ロ ー パ ル な 視 点 を 培 う ， 国 際 交 流 の 推進

第 4 業 務 運 営 及 び財務 内 容 の 改 善

1 効 率 的 で機動 的 な 組織運 営体 制 を 構 築 し ， 地 域 の 発 展 に 貢 献す る 大 学
J、、

2 優 れ た 教職 員 を確保 ・ 育成 し ， 特性 を 生 かす ， 人 事 ・ 組 織制 度 の 構築

3 自 立 し た 看護基礎教育 に 必 要 な 施設 ， 設 備 な ど ， 教 育 環境 の 整備 ・ 充

実

4 自 己 点 検 ・ 評 価 に よ る 質 の 改 善 ， 情 報 公 開 に よ る 透 明 性 の 確保

5 心 身 の 健康 と 安全 の 確保 ， 危機 管 理 体 制 の 整備 ， ハ ラ ス メ ン ト 行 為 の

防 止

6 多 様 な 自 己 収 入 の 確保 ・ 充 実 と 経 費 の 適 正 化

附 則

「 新 た な 社会 的 ニ ー ズ に 対応 す る 人材育成 と 教育研究 の 拠 点 づ く り 」

神 戸 市看護 大 学 は r v \ の ち の 大 切 さ J を 改 め て 学 ん だ 阪神 ・ 淡 路 大 震 災 の

翌年 の 1 9 9 6年 4 月 に 神 戸 市 の 保健 ・ 医 療 ・ 福 祉 に 貢 献 で き る 看護 専 門 職者 の 育
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成 を 使命 と し て 開 学 し ， 以 後 2 3年 間 に わ た り ， 高 い 倫 理観 を 備 え ， 実 践 力 の あ

る 看護職者や教育研究者 ， 看護 管 理者 を 輩 出 し て き た 。

現 在 ， 少 子 高 齢社 会 の 急 速 な 進 展 ， 医 療 と 介 護 の 連 携 に よ る 地 域 包 括 ケ ア

の 推進 ， 在 宅 医 療 需 要 の 増 加 ， 医 療 技術 の 高 度 化 ， さ ら に 1 8歳 入 口 の 減少 に よ

る 大 学 問 競争 の 激化 な ど ， 保健 ・ 医 療 ・ 福 祉 を 取 り 巻 く 状 況 や 大 学 を め ぐ る 環

境 は ， 大 き く ， し か も 急速 に 変化 し て い る 。 2 0 2 5年 に は 団 塊 の 世代 が 全 て 後 期

高 齢者 と な り ， そ し て 2 0 4 2年 に は 高 齢者人 口 が ピ ー ク を 迎 え ， 認 知 症 等 の 高 齢

者 の 増加 が 予 測 さ れ る 中 で ， 変 革 の 時 と な る こ れ か ら の 時代 ， 看護 大 学 に は 多

様 化 ・ 複雑化 す る 社会 の ニ ー ズ に 対応 し う る 看護 人材 の 育成 と ， そ れ を 実現す

る た め の 質 の 高 い 教育研 究 の 実施 が 求 め ら れ て い る 。

ま た ， 阪 神 ・ 淡 路 大 震 災 か ら の 創 造 的 復 興 事 業 と し て ， 構 想 開 始 か ら 2 0年

を 迎 え る 神 戸 医 療 産 業都 市 の 取組 み に お い て も ， 市 民 の 健康 ・ 福 祉 の 向 上 を 目

指 し ， 役 割 を 果 た し て い く 必 要 が あ る 。

公 立 大 学 法 人 神 戸 市看 護 大 学 は ， 保 健 ・ 医 療 ・ 福 祉 の 教 育 研 究 拠 点、 と し て ，

豊 か な 教養 と 看護 の 専 門 性 を 備 え た 実 践力 の あ る 看護 人材 の 育成 の み な ら ず ，

質 の 高 い 教育研究活動 に 取 り 組 み ， 人 的 資 源や教育研究成果 を 絶 え ず 市 民 に 還

元 す る と と も に ， 産 学 官 の 連携 に よ る 地 域 貢献活動 を 展 開 す る こ と を 通 じ て ，

学術 の 発 展 と 市 民 の 健康 と 生 活 の 質 の 向 上 に 寄 与 す る 。

以 上 を 新 た な 使命 と し て 実 践 し ， 果 た し て い く た め ， こ こ に 公 立 大 学 法 人

神 戸 市看護 大 学 ( 以 下 「 法 人 」 と い う 。 ) の 中 期 目 標 を 策 定す る 。

第 1 中 期 目 標 の 期 間

2 0 1 9年 4 月 1 日 か ら 2 0 2 5年 3 月 3 1 日

中 期 目 標 の 期 間 内 で あ っ て も ， 社会 状 況 ， 時 代 の 要 請 を 踏 ま え た 中 期 目

標 の 検 証 を 行 う 。

第 2 社会 的 ニ ー ズ に 対応 し た 幅 広 く 高 い 能 力 を 持 つ ， 看護 人材 の 育成

1 入学者選抜 及 び 学 部 教育

多様化 ・ 複 雑化す る 社会 の ニ ー ズ に 対応 し う る 学 生 の 確保 に 努 め る と と

も に ， 専 門 教育 と 教養 教育 の 連携 に よ り ， 広 い 視 野 と 豊 か な 感 性 ， 科 学 的

な 思 考 を 身 に つ け ， 人 間 の 存在 や 経 験 の 意 味 を 洞 察 す る 能 力 ， 生命 の 尊厳
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と 人 権 を 尊重 す る 倫理 的 態 度 ， 異 文 化 や様 々 な 価 値観 を 理解 ・ 尊 重 し ， 能

動 的 に 他 者 と の 関 係 を 築 く こ と が で き る 能 力 及 び 主 体 的 に 学 ぶ 力 を 育成す

る 。

ま た ， 神 戸 市 民病 院群 等 と の 連携 の も と ， 地 域包 括 ケ ア シ ス テ ム 及 び急

性 期 医 療 か ら 在 宅 医 療 ， 高 度 ・ 専 門 医 療 等 に 対応 し た 幅 広 い 教育 を 行 う こ

と に よ り ， 個 別 性 の あ る 看護 を 実践す る と と も に ， 患 者 ・ 利 用 者 の 意 思 を

尊 重 し て ， 保 健 ・ 医 療 ・ 福 祉従事者等 と 連 携 ・ 協働 で き る 能 力 を 育成す る 。

2 大 学 院教育

博 士 前 期 課程 で は ， 高 度 な 専 門 知 識 や 技術 ， 倫 理観等 の 修得 を 可 能 と す

る カ リ キ ュ ラ ム を 編成 し ， 医 療 現場や地域社会 に お け る 諸 課題 に 対 し て 実

践 的 に 解 決 す る 能 力 を 育成す る 。

博 士 後 期 課程 で は ， 看 護 学 の 理論 的 基盤構築や看護 実 践 の 質 向 上 を 目 指

し た 研 究 を 自 立 し て 行 う こ と が で き る 能 力 を 育成す る 。

ま た ， 国 際 的 視 野 に 立 っ て 地域社会 や看護 学 の 発 展 に 貢 献 し う る 研 究 を

推進 し ， 専 門 性 の 高 い 看 護 実践 を 行 う こ と が で き る 能 力 を 有 す る 専 門 看護

師 な ど の 看護 専 門 職者 ， 看護 管 理者 ， 教 育者 ， 研 究者 を 育成 す る 。

3 学 生 へ の 支 援

学 生 が 学修 に 専念 し 充 実 し た 学 生 生 活 を 送 る こ と が で き る よ う 環 境 を 整

え ， 学 修 面 ， 生 活 面 ， 健 康 面 ， 経 済 面 等 の 支援 を 充 実 ・ 強 化 す る 。

ま た ， 学 生 が 主 体 的 に 進 路 を 決 定 し ， キ ャ リ ア 形成 を 行 え る よ う 就職支

援 の 体制 の 充 実 を 図 る と と も に ， 市 内 就職 を 促進 し て い く 。 さ ら に ， 卒 業

生 及 び修 了 生 に 対 し て も ， 生 涯 に わ た り キ ャ リ ア 支 援 を 行 う 。

第 3 学術研 究 ， 地 域 貢 献活動 ， 国 際 交 流 の 推進 等 に よ る ， 大 学 ブ ラ ン ド の 確

立

学術研究 の 成果 ， 地 域 の 保健 医 療 へ の 貢 献 ， 国 際 交 流 の 推進 ， 神 戸 市 民

病 院群 等 で の 実 習 教育 な ど を 大 学 ブ ラ ン ド と し て 確 立 す る と と も に ， 神 戸

市 看護 大 学 の 強 み と し て 効 果 的 に 情報発信 し て い く 。

1 地 域課題 の 解決や健康創 造都 市 戦 略等 を 担 う ， 学 術研 究 の 推進

看護 学 を は じ め と す る 各 学 問 分 野 の 発 展 に 寄 与す る 研 究 に 取 り 組 む と と
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も に ， 地 域社会 に お け る 保健 ・ 医 療 ・ 福 祉分 野 の さ ま ざ ま な 課題解決 に 資

す る 研 究 に 取 り 組 み ， 国 内 外 に 向 け て 研 究成果 を 発 信 し ， 各 分 野 の 学術 的

発 展 に 貢 献す る 。

ま た ， 神 戸 市 の 高 等教育機 関 と し て ， 産 官 学 連携 の 強化 を 図 り ， 神 戸 市

の 抱 え る 様 々 な 政 策課題 に 対 し て ， 調 査 ・ 研 究 や情報発信 ， 政 策 提 言 等 に

よ り ， 神 戸 医 療 産 業都 市 の 成 果 を 踏 ま え な が ら ， 健 康寿命 の 延 伸 ， 健康格

差 の 縮小 を 目 指 す健康創 造都 市 戦 略 の 一 翼 を 担 い ， 市 や神 戸 市 民病 院 群 と

連 携 し て 保健 ・ 医 療 ・ 福 祉施策 の 充 実 に 寄 与 す る 。

こ の た め ， 社 会 の 急激 な 変 化 に 対応 で き る よ う ， 更 な る 外 部 資 金獲得及

び将来 の 大 学 院 の 重 点 化 を 見 据 え た 人 材 の 確保 を 目 指 し て ， 研 究 環境及び

研究組織 を 充 実 さ せ る た め の 制 度 や そ の 支 援 体 制 構 築 を 推進す る 。

2 市 民 と の 連携 ・ 交 流 に よ る ， 地 域 の 保 健 医 療 へ の 貢 献 の 推進

保健 ・ 医 療 ・ 福 祉 に 関 す る 地域課題 の 解決 に 向 け て ， 神 戸 医 療 産 業 都 市

進 出 企 業 を は じ め と す る 企 業 ， 市 民 ， 市 内 の 大 学 ， 神 戸 市 民 病 院群 を は じ

め と す る 医 療 機 関 ， 福 祉施設等 と 連携 し た 教育研究活動 ， 地 域 貢 献活動 を

推進す る と と も に ， そ の 成 果 を 積極 的 に 市 民 へ還 元す る 。

市 民 に 信 頼 さ れ ， 貢 献 で き る 大 学 と し て ， C 0 C 事 業 ( 地 ( 知 ) の 拠 点

整 備 事 業 ) 等 の 成 果 を 生 か し な が ら ， 公 開 講座等 の 実施 ， 大 学施設 の 開 放

等 を 行 う こ と に よ り ， 市 民 の 生涯学習 に 寄 与 す る と と も に ， 市 民 と の 交 流

を 促進す る 。

ま た ， 地 域 に 看護 人材 を 供給す る た め に ， 看護職者 の 就業継続支援や復

職 支 援 ， 新 た な 学 び の ニ ー ズ に 対応 し た リ カ レ ン ト 教育 を 充 実 さ せ ， 看護

職者 の 生涯学 習 の 拠 点 と し て の 役割 を 果 た す 。

3 グ ロ ー パ ル な 視 点 を 培 う ， 国 際 交 流 の 推進

神 戸 市 外 国 語 大 学 を は じ め と す る 市 内 大 学 と 連携 し ， 国 際 都 市 神 戸 に あ

る 大 学 と し て ， 外 国 人 教員 の 確保 や ， 海 外 か ら の 留 学 生 の 受 入 れ を 推進す

る と と も に ， 国 際 化 が 進 む保健 ・ 医 療 ・ 福 祉 分 野 に お い て ， 医 療 介 護分野

等 で働 く 外 国 人 の キ ャ リ ア 開 発 を 支援 す る 。 ま た ， 多 様 な 価値観や 文 化 的

背 景 ， 生 活 習 慣 等 に 配 慮 で き る 国 際 的 な 感 覚 を 有 し た 人材 が 求 め ら れ て い
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る こ と か ら ， 異 文 化 へ の 理解や グ ロ ー バ ル な 視 点 と 感 覚 を 培 う た め ， 海 外

研修 に よ る 異 文化 体験や地域 で暮 ら す在 日 外 国 人 と の 交 流 ， 外 国 の 大 学 と

の 国 際 交 流 を 推進 す る 。

第 4 業 務 運 営 及 び財務 内 容 の 改 善

1 効 率 的 で機 動 的 な 組織運営体 制 を 構 築 し ， 地 域 の 発 展 に 貢 献す る 大 学へ

理 事 長 及 び学長 の リ ー ダ ー シ ッ プ の 下 に ， 時 代 の 変 化 や新 た な 社会 的 ニ

ー ズ に 対応 で き る よ う ， 効 率 的 で機動 的 な 組織運 営体 制 を 構 築 す る と と も

に ， 学 外 か ら 登 用 す る 役 員 や 委員 の 意 見 を 積 極 的 に 取 り 入 れ ， 開 か れ た 大

学運 営 を 推進 す る 。

ま た ， 少 子 高 齢社会 の 進 展 に 伴 う 疾 病 構造 の 変 化 に 対応 し ， 地 域 に お け

る 保健 ・ 医 療 ・ 福 祉 の 発 展 に 貢 献 で き る 大 学 と し て 役 割 を 果 た し て い け る

よ う ， 教 育研究組織 の 拡 充 等 の 不 断 の 見 直 し を 行 う 。

2 優 れ た 教職 員 を確保 ・ 育 成 し ， 特 性 を 生 か す ， 人 事 ・ 組 織制 度 の 構築

教育 ・ 研 究 等 の 質 の 向 上及 び 法 人 の 円 滑 な 運 営 を 図 る た め ， 多 様 な 人材

の 確保 と 教職員 の 能 力 向 上 に 取 り 組 む と と も に ， 神 戸 研 究 学 園 都 市 の 立 地

を 生 か し な が ら ， 近 隣 大 学 と の 単位互換制 度 な ど 教育連携 を 進 め る と と も

に ， 専 門 性 に 応 じ て 客員 教授 な ど 外 部 人材 の 活用 を 図 り ， 効 率 的 か っ 合理

的 な 大 学 運営 を 行 う 。

ま た ， 教 職 員 の 職務 の 特性 に 見合 っ た 柔 軟 で 弾 力 的 な 人事 制 度 を 構築す

る と と も に ， 教職員 の 意欲 向 上や 教育研究 の 質 向 上 を 図 る た め ， 適切 な 人

事評価 シ ス テ ム を 構 築 す る 。

3 自 立 し た 看護 基礎教育 に 必 要 な 施 設 ， 設 備 な ど ， 教 育 環 境 の 整備 ・ 充 実

良 好 な 教育研究環境 を 確保す る た め ， 中 長 期 的 な 展 望 に 立 ち ， 計 画 的 に

施 設 ・ 設 備 の 整備 を 行 う 。

ま た ， 学 生 の ア ク テ ィ ブ ラ ー ニ ン グ を 支援 し 効 果 的 な 教育 を 実施す る た

め ， シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 教 育や I C T の 活 用 に よ り ， 地 域包 括 ケ ア シ ス テ ム ，

急 性期 医 療 か ら 在 宅 医 療 ， 高 度 ・ 専 門 医 療 等 を 支 え る 自 立 し た 看護職者 の

基礎教育 に 必 要 な 教育 環境 を 整 え る 。

4 自 己 点 検 ・ 評 価 に よ る 質 の 改 善 ， 情 報公 開 に よ る 透 明 性 の 確保
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( 1 )  自 己 点 検 ・ 評 価及 び外部評価

教 育 ・ 研 究 等 の 質 を 向 上 し ， 大 学 の 教 育 理 念 ・ 教 育 目 標 を 達 成 す る

た め ， 教 育 研究活動及 び業務 運 営 等 に 関 す る ， 毎 年 の 自 己 点 検 ・ 評価及

び 評価委 員 会 や認証評価機 関 に よ る 外 部 評価 ( 大 学機 関 別認証評価 ・ 分

野 別 評 価 ) の 結果 を 公 表 し ， 教 育研究活動及 び業務運 営 の 改 善 に 活 用 す

る 。

(2) 情 報公 開 及 び情 報 管 理

法 人 運 営 の 透 明 性 を 確保 し ， 説 明 責 任 を 果 た す た め ， 教 育 研 究 活 動

及 び 大 学 の 運 営 状 況等 に つ い て 積極 的 に 情 報 を 公 開 す る 。

ま た ， 法 人 や 大 学 が 取 り 扱 う 情 報 資 産 及 び 個 人 情 報 の 保 護 ・ 管 理 を

適 正 に 行 う 。

5 心 身 の 健康 と 安 全 の 確保 ， 危 機 管 理体制 の 整 備 ， ハ ラ ス メ ン ト 行 為 の 防

止

学 生 及 び教職員 の 心 身 の 健康 を 確保す る と と も に ， 事 故 ， 犯 罪 ， 災 害 等

の 発 生 を 未然 に 防止 す る こ と に 努 め ， 安 全 対策 に 万 全 を 期 す 。 ま た ， 事 故

等 が 発 生 し た 場合 に 迅速 に 対応 で き る よ う 危 機 管 理体 制 を 整備 す る 。

さ ら に ， 教 職 員 及 び学 生 の 人 権意識 の 向 上 を 図 り ， 各 種 ハ ラ ス メ ン ト 行

為 の 発 生 の 未 然 防止 を 図 る 。

6 多 様 な 自 己 収 入 の 確保 ・ 充 実 と 経 費 の 適 正 化

科 学研 究 費 補助 金 等 の 競争 的 資 金 や 共 同 研 究 ・ 受 託研 究 資 金及 び 寄 附金

等 の 外 部 資 金 の 獲 得 に 積 極 的 に 取 り 組 む 。

ま た ， 大 学経 営 の 観 点 や社会 情 勢 も 勘 案 し つ つ ， 市 内 の 受 験 生 を 優 遇す

る 方 策 や ， 学 生 の 市 内 就 職 を 促 進 す る 方 策 に つ い て 検 討 す る と と も に ， 公

開 講座 受 講 料 等 の 受 益者負 担 に つ い て は ， 適 正 な 収入 を 確保す る ほ か ， 大

学 施設 の 外 部 貸 付 け や 地域へ の 開 放等 に よ り 多 様 な 収 入 の 確保 に 取 り 組む 。

さ ら に ， 教 育 ・ 研 究 等 の 水 準 の 維 持 ・ 向 上 に 配 慮 し つ つ ， 教職員 の コ ス

ト 意識 を 高 め る と と も に ) 1 C T 技術や 外 部 委 託 の 活 用 な ど に よ り 業 務 改

善 を 継 続 的 に 行 い ， 経 費 の 適 正化 に 努 め る 。

附 則
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こ の 中 期 目 標 は ， 公 立 大 学法人神 戸 市看護 大 学 の 成 立 の 日 か ら 施 行す る 。

理 由

定 款 の 変 更 に つ い て は 地方独 立行政法人法第 8 条 第 2 項 の 規 定 に よ り ， 料 金 の

上 限 の 認 可 に つ い て は 同 法第 2 3条 第 2 項 の 規 定 に よ り ， 中 期 目 標 の 策 定 に つ い て

は 同 法第 2 5条 第 3 項 の 規 定 に よ り ， 議 会 の 議決 を 経 る 必 要 が あ る た め 。
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( 参 考 1 ) 

( 現

別 表 ( 第 27 条 関 係 )

( 1 )  土 地

地 番 地 目

略 略

(2) 建 物

名 称 所 在 地

略 略

守 衛 室 ・ 略

管 理 室

自 転 車 置 略

場

略 略

公 立 大 学 法 人 神 戸 市 看 護 大 学 定 款 ぬ き が き

行 )

地 積 ( 平 方 メ ー

ト ノレ )

7 8 ， 1 4 7 . 6 2  

構 造 延 べ 床

面 積

( 平 方

メ ー ト

/レ )

略 略

略 9 

略 44  

略 略
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自 転 車 置

場 ( 東 )

自 転 車 置

場 ( 西 )

は ， 改 正 部 分 を 示 す 。 )

( 改 正 案 )

78 ， 1 48 . 9 1  

1 0 . 0 0  

4 4 .  1 0 

神 戸 市 鉄 骨 造 4 1 .  6 2  

西 区 学 亜 鉛 メ

圏 西 町 ツ キ 鋼

3 丁 目 盟主室

生査主也 建 て



( 参 考 2 ) 

地 方 独 立 行 政 法 人 法 ぬ き が き

( 定 款 )

第 8 条 地 方 独 立 行 政 法 人 の 定 款 に は ， 次 に 掲 げ る 事 項 を 規 定 し な け れ ば な ら な い 。

( 1 ) � (8) 略

(9) 資 本 金 ， 出 資 及 び 資 産 に 関 す る 事 項

同 ， (11) 略

2 定 款 の 変 更 は ， 設 立 団 体 ( 設 立 団 体 の 数 を 増 加 さ せ る 場 合 に お け る 定 款 の 変 更 に あ っ て は ， 設

立 団 体 及 び 加 入 設 立 団 体 ( 新 た に 設 立 団 体 と な る 地 方 公 共 団 体 を い う 。 以 下 同 じ 。 ) ) の 議 会 の 議

決 を 経 て 前 条 の 規 定 の 例 に よ り 総 務 大 臣 又 は 都 道 府 県 知 事 の 認 可 を 受 け な け れ ば ， そ の 効 力 を 生

じ な い 。 た だ し ， そ の 変 更 が 政 令 で 定 め る 軽 微 な も の で あ る と き は ， こ の 限 り で な い 。

3 ，  4 略

( 料 金 )

第 2 3 条 地 方 独 立 行 政 法 人 は ， そ の 業 務 に 関 し て 料 金 を 徴 収 す る と き は ， あ ら か じ め ， 料 金 の 上 限

を 定 め ， 設 立 団 体 の 長 の 認 可 を 受 け な け れ ば な ら な い 。 こ れ を 変 更 し よ う と す る と き も ， 同 様 と

す る 。

2 設 立 団 体 の 長 は ， 前 項 の 認 可 を し よ う と す る と き は ， あ ら か じ め ， 議 会 の 議 決 を 経 な け れ ば な

ら な い 。

( 中 期 目 標 )

第 2 5 条 設 立 団 体 の 長 は ， 3 年 以 上 5 年 以 下 の 期 間 に お い て 地 方 独 立 行 政 法 人 が 達 成 す べ き 業 務 運

営 に 関 す る 目 標 ( 以 下 「 中 期 目 標 J と い う 。 ) を 定 め 3 当 該 中 期 目 標 を 当 該 地 方 独 立 行 政 法 人 に 指

示 す る と と も に ， 公 表 し な け れ ば な ら な い 。 当 該 中 期 目 標 を 変 更 し た と き も ， 同 様 と す る 。

2 中 期 目 標 に お い て は ， 次 に 掲 げ る 事 項 に つ い て 具 体 的 に 定 め る も の と す る 。

( 1 )  中 期 目 標 の 期 間 ( 前 項 の 期 間 の 範 囲 内 で 設 立 団 体 の 長 が 定 め る 期 間 を い う 。 以 下 同 じ 。 )

(2) 住 民 に 対 し て 提 供 す る サ ー ビ ス そ の 他 の 業 務 の 質 の 向 上 に 関 す る 事 項

(3) 業 務 運 営 の 改 善 及 び 効 率 化 に 関 す る 事 項

(4) 財 務 内 容 の 改 善 に 関 す る 事 項

(5) そ の 他 業 務 運 営 に 関 す る 重 要 事 項

3 設 立 団 体 の 長 は ， 中 期 目 標 を 定 め ， 又 は こ れ を 変 更 し よ う と す る と き は ， あ ら か じ め ， 評 価 委

員 会 の 意 見 を 聴 く と と も に ， 議 会 の 議 決 を 経 な け れ ば な ら な い 。
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第 1 1 号議 案

公 立 大 学 法 人神 戸 市看護 大 学 へ の 職員 の 引 継 ぎ に 関 す る 条 例 の 件

公 立 大 学法人神 戸 市看護 大 学 へ の 職員 の 引 継 ぎ に 関 す る 条 例 を 次 の よ う に 制 定

す る 。

平 成 3 1年 2 月 1 2 日 提 出

神 戸 市 長 久 プじ 喜 造

公 立 大 学 法 人神 戸 市看護 大 学 へ の 職員 の 引 継 ぎ に 関 す る 条 例

( 趣 旨 )

第 1 条 こ の 条 例 は ， 地 方 独 立 行政法人法 (平成 1 5年 法 律第 1 1 8 号 。 以 下 「 法 j と

い う 。 ) 第 5 9条 第 2 項 の 規 定 に 基 づ き ， 公 立 大 学 法 人神 戸 市看護 大 学 (以 下 「 法

人 J と い う 。 ) の 成 立 の 日 に そ の 職 員 と な る べ き 本 市 の 職 員 に 係 る 内 部 組織 を

定 め る も の と す る 。

( 職 員 の 引 継 ぎ )

第 2 条 法第 5 9条 第 2 項 に 規 定す る 条 例 で 定 め る 本 市 の 内 部 組織 は ， 神 戸 市看護

大 学条 例 を 廃 止 す る 条 例 ( 平成 3 1年 月 条 例 第 号 ) に よ る 廃 止 前 の 神 戸 市看

護 大 学条 例 ( 平成 7 年 1 2 月 条 例 第 3 6号 ) 第 1 条 に 規 定 す る 神 戸 市看護 大 学 と す

る 。

附 則

こ の 条 例 は ， 法 人 の 成 立 の 日 か ら 施行す る 。

理 由

公 立 大 学法人神 戸 市 看護 大 学 へ の 職員 の 引 継 ぎ に 係 る 本 市 の 内 部 組織 を 定 め る

に 当 た り ， 条 例 を 制 定す る 必 要 が あ る た め 。
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( 参 考 )

( 職 員 の 引 継 ぎ 等 )

第 四 条 略

地 方 独 立 行 政 法 人 法 ぬ き が き

2 移 行 型 一 般 地 方 独 立 行 政 法 人 ( 一 般 地 方 独 立 行 政 法 人 で あ っ て そ の 成 立 の 日 の 前 日 に お い て 現

に 設 立 団 体 が 行 っ て い る 業 務 に 相 当 す る 業 務 を 当 該 一 般 地 方 独 立 行 政 法 人 の 成 立 の 日 以 後 行 う も

の を い う 。 以 下 こ の 章 に お い て 同 じ 。 ) の 成 立 の 際 ， 現 に 設 立 団 体 の 内 部 組 織 で 当 該 移 行 型 一 般 地

方 独 立 行 政 法 人 の 業 務 に 相 当 す る 業 務 を 行 う も の の う ち 当 該 設 立 団 体 の 条 例 で 定 め る も の の 職 員

で あ る 者 は ， 別 に 辞 令 を 発 せ ら れ な い 限 り ， 当 該 移 行 型 一 般 地 方 独 立 行 政 法 人 の 成 立 の 日 に お い

て ， 当 該 移 行 型 一 般 地 方 独 立 行 政 法 人 の 職 員 と な る も の と す る 。
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第 1 2号 議 案

神 戸 市 が 設 立 す る 地 方独 立行政 法 人 に 係 る 重 要 な 財産 を 定 め る 条 例 の 件

神 戸 市 が 設 立す る 地方独 立行政法人 に係 る 重 要 な 財産 を 定 め る 条例 を 次 の よ う

に 制 定す る 。

平 成 3 1年 2 月 1 2 日 提 出

神 戸 市長 久 フロ
づt
をま 造

神 戸 市 が 設 立す る 地方独 立行政法人 に 係 る 重 要 な 財産 を 定 め る 条例

( 趣 旨 )

第 1 条 こ の 条 例 は ， 地 方 独 立 行 政 法 人 法 ( 平 成 1 5年 法 律 第 1 1 8 号 。 以 下 「 法 J

と い う 。 ) 第 6 条 第 4 項 及 び 第 44条 第 1 項 の 規 定 に 基 づ き ， 次 に 掲 げ る 法 人

( 以 下 「 法 人 」 と い う 。 ) の 重 要 な 財産 に 関 し 必 要 な 事項 を 定 め る 。

(1 ) 公 立 大 学法人神 戸 市 外 国 語 大 学

(2) 地方独 立行政法人神 戸 市 民 病 院機構

(3) 公 立 大 学 法人神 戸 市看護 大 学

( 不 要 と な っ た 場合 に 法第 42条 の 2 の 規 定 に よ り 処 分す る こ と を 要 す る 重 要 な

財産 )

第 2 条 法 第 6 条 第 4 項 の 条 例 で 定 め る 重 要 な 財 産 は ， 法 人 の 保 有 す る 財産 で あ

っ て ， 法 第 4 2条 の 2 第 1 項 又 は 第 2 項 の 認 可 に 係 る 申 請 の 日 に お け る 帳 簿価額

が 8 ， 0 0 0 万 円 以 上 の 不 動 産 ( 土 地 に あ っ て は 1 件 1 万 平 方 メ ー ト ル 以 上 の も

の ( 信 託 に 供す る も の を 除 く 。 ) に 限 る 。 ) 若 し く は 動 産 又 は 不 動 産 の 信託 の 受

益権 と す る 。

( 譲 渡 等 に 認 可 を 要 す る 重 要 な 財産 )

第 3 条 法 第 44条 第 1 項 の 条 例 で 定 め る 重 要 な 財 産 は ， 予 定価格 ( 適 正 な 対価 を

得 て す る 売 払 い 以 外 の 方 法 に よ り 譲渡 し ， 又 は 担保 に 供す る 場合 に あ っ て は ，

そ の 適 正 な 見積価 額 ) 8 ， 0 0 0 万 円 以 上 の 不 動 産 ( 土 地 に あ っ て は 1 件 1 万 平

方 メ ー ト ノレ 以 上 の も の ( 信 託 に 供す る も の を 除 く 。 ) に 限 る 。 ) 若 し く は 動 産 又

は 不 動 産 の 信 託 の 受 益権 と す る 。

附 則

( 施 行 期 日 )
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1 こ の 条例 は ， 公 立 大 学法 人神 戸 市看護 大 学 の 成 立 の 日 か ら 施 行す る 。

( 地 方独 立 行 政法人神 戸 市 民病 院機構 に 係 る 重 要 な 財産 を 定 め る 条 例及 び公 立

大 学 法人神 戸 市外 国 語大 学 に 係 る 重 要 な 財 産 を 定 め る 条 例 の 廃 止 )

2 次 に 掲 げ る 条 例 は ， 廃 止 す る 。

( 1 ) 公 立 大 学 法人神 戸 市外 国 語大 学 に 係 る 重 要 な 財産 を 定 め る 条 例 ( 平成 1 9年

3 月 条 例 第 5 8 号 )

(2) 地方独 立行政法人神 戸 市 民 病 院機構 に 係 る 重 要 な 財産 を 定 め る 条 例 ( 平成

2 1年 3 月 条 例 第 5 7号 )

理 由

神 戸 市 が 設 立 す る 地方独 立行政法人 に 係 る 地方独 立行政法人法第 6 条 第 4 項及

び 第 44条 第 1 項 の 重 要 な 財産 を 定 め る に 当 た り ， 条 例 を 制 定す る 必 要 が あ る た め 。

- 1 14 -



( 参 考 )

( 財 産 的 基 礎 )

第 6 条 略

2 ， 3 略

地 方 独 立 行 政 法 人 法 ぬ き が き

4 地 方 独 立 行 政 法 人 は ， 業 務 の 見 直 し ， 社 会 経 済 情 勢 の 変 化 そ の 他 の 事 由 に よ り ， そ の 保 有 す る

重 要 な 財 産 で あ っ て 条 例 で 定 め る も の が 将 来 に わ た り 業 務 を 確 実 に 実 施 す る 上 で 必 要 が な く な っ

た と 認 め ら れ る 場 合 に お い て ， 当 該 財 産 が 地 方 公 共 団 体 か ら の 出 資 又 は 設 立 団 体 か ら の 支 出 ( 金

銭 の 出 資 に 該 当 す る も の を 除 く 。 ) に 係 る も の で あ る と き は ， 第 4 2 条 の 2 の 規 定 に よ り ， 当 該 財 産

( 以 下 「 出 資 等 に 係 る 不 要 財 産 」 と い う 。 ) を 処 分 し な け れ ば な ら な い 。

5 ， 6 略

( 財 産 の 処 分 等 の 制 限 )

第 4 4 条 地 方 独 立 行 政 法 人 は ， 条 例 で 定 め る 重 要 な 財 産 を 譲 渡 し ， 又 は 担 保 に 供 し よ う と す る と き

は ， 設 立 団 体 の 長 の 認 可 を 受 け な け れ ば な ら な い 。 た だ し ， 第 4 2 条 の 2 の 規 定 に よ り 当 該 財 産 を

処 分 す る と き は ， こ の 限 り で な い 。

2 略
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第 1 3 号議案

地方独 立 行政 法 人神 戸 市 民 病 院機構 定款 の 一 部 の 変 更 の 件

地方独 立 行 政 法 人 神 戸 市 民 病 院機構定款 の 一 部 を 次 の よ う に 変 更 す る 。

平 成 3 1年 2 月 1 2 日 提 出

神 戸 市長 久 フE 喜 造

地 方 独 立 行 政 法 人神 戸 市 民病 院機構定款 の 一 部 を 次 の よ う に 変 更 す る 。

第 1 2 条 第 2 項 中 「 及 び 監 事 」 を 削 り ， 同 条 中 第 4 項 を 第 5 項 と し ， 第 3 項

を 第 4 項 と し ， 第 2 項 の 次 に 次 の 1 項 を 加 え る 。

3 監 事 の 任期 は ， 任命 の 日 か ら ， 理 事 長 の 任期 の 末 日 を 含 む 事 業年度 に つ い

て の 財務諸表 の 承認 の 日 ま で と す る 。

第 2 2条 第 1 項 中 「 第 6 7条 第 1 項 J を 「 第 6 6条 の 2 第 1 項 」 に 改 め る 。

別 表 第 1 号 の 表神 戸 市長 田 区 細 田 町 6 丁 目 1 番 2 の 項 中

8 3 0 .  7 0  
( 持 分 8 3 0 . 7 0  
分 の 3 5 8 . 2 0 )

( 平 成 3 0年 3 月 売 却 )

8 3 0 .  7 0  
( 持 分 8 3 0 . 7 0  
分 の 3 5 8 . 2 0 )

を

号 の 表神 戸 市 長 田 区 細 田 町 6 丁 目 1 番 3 0 の 項 中

4 9 6 . 1 6  
( 持 分 49 6 . 1 6
分 の 2 1 3 . 9 5 )

( 平 成 3 0年 3 月 売 却 )

4 9 6 . 1 6  
( 持 分 4 9 6 . 1 6 I を
分 の 2 1 3 . 9 5 )

別 表 第 2 号 の 表 医 師公舎看護 師 宿舎 の 項 中

1 . 7 59 . 8 8  
( 平 成 3 0年 3
月 売 却 )

に 改 め る 。

附 則

- 1 16 -
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に 改 め る 。



変 更 後 の 地 方独 立行政法人神 戸 市 民病 院機構定款 は ， 総 務 大 臣 の 認 可 が あ っ

た 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し ， 第 1 2条 の 改 正規 定 は ， 平成 3 1 年 4 月 1 日 か ら 施 行

す る 。

理 由

地 方 独 立 行 政 法 人 法 ( 平 成 1 5年 法 律 第 1 1 8 号 ) 第 8 条 第 2 項 の 規 定 に よ り ， 議

会 の 議決 を 経 る 必 要 が あ る た め 。
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( 参 考 1 ) 

地 方 独 立 行 政 法 人 神 戸 市 民 病 院 機 構 定 款 ぬ き が き

( 役 員 の 任 期 )

第 1 2 条 略

( 現 行 )

2 理 事 及 び 監 事 の 任 期 は 2 年 と す る 。

は ， 改 正 部 分 を 示 す 。 )

( 改 正 案 )

3 監 事 の 任 期 は ， 任 命 の 日 か ら ， 理 事 長 の 任 期

の 末 日 を 含 む 事 業 年 度 に つ い て の 財 務 諸 表 の 承

認 の 日 ま で と す る 。

3 役 員 が 欠 け た 場 合 に お け る 補 欠 の 役 員 の 任 期 I 4 

ま ， 前 任 者 の 残 任 期 間 と す る 。

4 役 員 は ， 再 任 さ れ る こ と が で き る 。

( 資 本 金 等 )

第 2 2 条 法 人 の 資 本 金 の 額 は ， 法 第 6 7 条 第 1 項 の 規

定 に よ り 神 戸 市 か ら 法 人 に 対 し 出 資 さ れ た も の と

さ れ る 金 額 と す る 。 た だ し ， 神 戸 市 が 法 人 の 成 立

の 日 以 後 に 法 人 に 対 し て 出 資 を 行 っ た 場 合 ， 法 人

ま ， 当 該 出 資 に 係 る 財 産 の 出 資 の 日 現 在 に お け る

時 価 を 基 準 と し て 神 戸 市 が 評 価 し た 価 額 に よ り 資

本 金 を 増 加 す る も の と す る 。

2 略

別 表 ( 第 22 条 関 係 )

1 ) 土 地

地 番

略

神 戸 市 長 田

区 細 田 町 6

丁 目 1 番 2

地 目
地 積 ( 平 方
メ ー ト ル )

略 略

宅 地 8 3 0 .  7 0  

( 持 分 8 3 0 . 7 0  

分 の 3 5 8 . 2 0 ) 

5 

- 1 1 8 -

第 6 6 条 の 2 第

1 項

8 3 0 .  7 0  

( 持 分 8 3 0 . 7 0  

分 の 358 . 20 )

( 平成 30年 3 月

亙皇L



神 戸 市 長 田

区 細 田 町 6

丁 目 1 番 3 0

略

(2 ) 建 物

名 称 所 在 地

略 略 略

医 略 略

師 細 田 神 戸 市

公 看 護 長 田 区

舎 師 宿 細 田 町

看 舎 6 丁 目

護 1 番 地

自市 2 ，  1 

宿 番 地 3 0

8仁122 
略 略

宅 地

略

中毒 造

略

略

鉄 筋 コ

ン ク リ

ー ト 造

陸 屋 根
6 階 建

て

略

4 9 6 .  1 6  

( 持 分 496 . 1 6  

分 の 2 1 3 . 9 5 )

略

延 べ 床 面 積

( 平 方 メ ー ト ル )

略

略

1 ， 7 5 9 . 88  

略

- 1 1 9 -

496 .  1 6  

( 持 分496 . 1 6  

分 の 2 1 3 . 9 5 )

( 平 成 30年 3 月

売 却 )

1 ， 7 5 9 . 88  

( 平 成 30年 3 月

売 却 )



( 参 考 2 ) 

地 方 独 立 行 政 法 人 法 ぬ き が き

( 定 款 )

第 8 条 地 方 独 立 行 政 法 人 の 定 款 に は ， 次 に 掲 げ る 事 項 を 規 定 し な け れ ば な ら な い 。

( 1 ) � ( 5 ) 略

( 6 ) 役 員 の 定 数 ， 任 期 そ の 他 役 員 に 関 す る 事 項

( 7 ) ，  ( 8 ) 略

( 9 ) 資 本 金 ， 出 資 及 び 資 産 に 関 す る 事 項

( 1 0 ) ，  ( 1 1 ) 略

2 定 款 の 変 更 は ， 設 立 団 体 ( 設 立 団 体 の 数 を 増 加 さ せ る 場 合 に お け る 定 款 の 変 更 に あ っ て は ， 設 立

団 体 及 び 加 入 設 立 団 体 ( 新 た に 設 立 団 体 と な る 地 方 公 共 団 体 を い う 。 以 下 同 じ 。 ) ) の 議 会 の 議 決 を

経 て 前 条 の 規 定 の 例 に よ り 総 務 大 臣 又 は 都 道 府 県 知 事 の 認 可 を 受 け な け れ ば ， そ の 効 力 を 生 じ な い 。

た だ し ， そ の 変 更 が 政 令 で 定 め る 軽 微 な も の で あ る と き は ， こ の 限 り で な い 。

3 ，  4 略
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第 1 4号議案

地方独 立行政法人神 戸 市 民 病 院機構第 3 期 中 期 計 画 の 認 可 の 件

地方独 立 行 政 法 人神 戸 市 民 病 院機構 が 次 の と お り 第 3 期 中 期 計 画 を 作成す る こ

と に つ い て ， 地 方 独 立行政法人法 ( 平成 1 5年法律第 1 1 8号 ) 第 2 6条 第 1 項 の 規 定 に

よ り 認 可す る 。

平成 3 1年 2 月 1 2 日 提 出

神 戸 市長 久 フロ 喜 造

地方独 立行政法人神 戸 市 民病 院機構第 3 期 中 期 計 画

目 次

前 文

第 1 中 期 計画 の 期 間

第 2 市 民 に 対 し て 提供す る サ ー ビ ス そ の 他 の 業務 の 質 の 向 上 に 関 す る 目 標 を

達成す る た め に と る べ き 措置

1 本 市 の 基幹 病 院 ・ 中 核病 院 と し て の 役割 を 踏 ま え た 医 療 の 提供

2 中 央 市 民 病 院 の 役割 を 踏 ま え た 医 療 の 提供

3 西 市 民病 院 の 役割 を 踏 ま え た 医療 の 提供

4 西神 戸 医療 セ ン タ ー の 役割 を 踏 ま え た 医 療 の 提供

5 神 戸 ア イ セ ン タ ー 病 院 の 役割 を 踏 ま え た 医療 の 提供

6 共通 の 役 割

第 3 業 務運営 の 改 善 及 び効 率化 に 関 す る 目 標 を 達成す る た め に と る べ き 措置

1 優 れ た 専 門 職 の 確保 と 人材育成

2 効 率 的 な 業務運営 体制 の 構 築

第 4 財務 内 容 の 改 善 に 関 す る 目 標 を 達成す る た め に と る べ き 措置

1 経 営 改 善 の 取組 み と 経 常収支 目 標 の 達成

2 経 営 基盤 の 強化

第 5 予 算 ( 人 件費 の 見積 も り を 含 む 。 ) 収 支 計画及 び 資金計画

第 6 短期借入金 の 限度 額

第 7 重 要 な 財 産 を 譲渡 し ， 又 は 担保 に 供す る 計画
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第 8 剰 余 金 の 使途

第 9 料金 に 関 す る 事項

第 1 0 地 方独 立行政法人神 戸 市 民 病 院機構 の 業務運営 等 に 関 す る 規則 で 定 め る

業務運営 に 関 す る 事項

前文

地方独 立行政法人神 戸 市 民 病 院機構 ( 以 下 「 市 民 病 院機構 」 と い う 。 ) は ， 市

民 の 生命 と 健康 を 守 る と い う 基本理念 の も と ， 神 戸 市 立 医 療 セ ン タ ー 中 央 市民病

院 ( 以 下 「 中 央 市 民 病 院 j と い う 。 ) 及 び神 戸 市 立 医療 セ ン タ ー 西 市 民病 院 ( 以

下 「 西 市 民 病 院 」 と い う 。 ) の 2 病 院 を 平成 2 1年 度 か ら 運 営 し ， さ ら に 平成 2 9年

度 か ら は 神 戸 市 立 西 神 戸 医 療 セ ン タ ー ( 以 下 「 西神 戸 医 療 セ ン タ ー j と い う 。

及 び神 戸 市 立神 戸 ア イ セ ン タ ー 病 院 ( 以 下 「 神 戸 ア イ セ ン タ ー 病 院 」 と い う 。

の 2 病 院 を 加 え た 4 病 院体制 と な り ， 公 的 役割 を 果 た し て き た 。

こ の 間 ， 医 療 を 取 り 巻 く 環 境 は ， 少 子 高齢化 の 進 展 ， 医 療 技 術 の 進 歩等 に よ り

大 き く 変 化 し て い る 。 今 後 も ， 国 に お け る 2 0 2 5年 を 見 据 え た 対応 を 踏 ま え る と と

も に ， 急速 な 高 齢 化や人 口 動 態 等 の 社会 情 勢 ， 医 療 技 術 の 高 度 化 な ど ， 医 療 を 取

り 巻 く 環 境 の 変化 に 対 し て 柔 軟 に 対応 し ， 公 立 病 院 と し て の 役割 を 引 き 続 き 果 た

し て い く こ と が 求 め ら れ て い る 。

こ う し た 背 景 を 踏 ま え ， 市 の 医 療 政 策 を 担 う べ き 公 立 病 院 と し て ， 質 の 高 い標

準 医 療 を は じ め ， 救急 医 療 ， 小 児 ・ 周 産期 医 療 ， 感 染症 医 療 並 び に 市 内 の 医療機

関 で は 対応 が 困 難 な 高 度 医 療 及 び 不 足 し て い る 専 門 医 療 な ど ( 以 下 こ れ ら を 「 政

策 的 医 療 」 と い う 。 ) を 含 め た 医 療 を ， 地 域 医 療機 関 と の 連携 及 び役割分担 の も

と ， 安 定 的 に 提供 し ， 市 民 病 院 と し て の 役割 を 果 た し て い く 。 ま た ， 医 療 ， 介 護 ，

福 祉等 の 様 々 な サ ー ビ ス が ， 切 れ 目 な く 一 体 的 に 提供 さ れ る 地域包括 ケ ア シ ス テ

ム の 実 現へ 向 け て ， 地 域完結型 医 療 を 推進す る な ど ， 医 療 計画 と 地域 医 療構想、 を

踏 ま え た 医 療機能 の 構 築 ・ 連 携等 を 進 め ， 質 の 高 い 医 療 を 提供 し て い く 。 そ の 際 ，

医 療 安 全対策 を 徹底 し ， 安 心 ・ 安 全 な 医 療 の 提供 を 行 う と と も に ， 患 者 の 立場 を

考 え た き め 細 や か な サ ー ビ ス の 提供や幅広 い 情 報発 信 に 努 め ， 市 民 と と も に 魅 力

的 な 病 院づ く り に 取 り 組 ん で い く 。

経 営 面 で は 4 病 院 体制 に お け る 効 率 的 な 病 院運 営 を 実施す る 。 加 え て ， 社会
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情勢や 医 療 を 取 り 巻 く 様 々 な 環境 の 変 化 に 柔 軟 に 対応 し つ つ ， 安 定 的 な 経 営基盤

を維持 し ， 長 期 的 視 点、 に 立 っ た 安 定 的 か っ 質 の 高 い 経営 を 行 う 。

こ れ ら に つ い て ， 引 き 続 き 市 民 の 生命 と 健康 を 守 る と い う 市 民病 院 の 基本理念

を 継 承 し ， こ こ に 定 め る 中 期 計画 の 実現 に 向 け ， 市 民 病 院機構 と し て の ガ パ ナ ン

ス ( 組織 を 統 治 す る 機能や能 力 ) を 発 揮 し ， 職 員 一 丸 と な っ て 取 り 組 む こ と で 市

民 病 院 と し て の 公 的使命 を 果 た し て い く も の と す る 。

第 1 中 期 計画 の 期 間

平成 3 1年 4 月 l 日 か ら 5 年 間 と す る 。

中 期 計 画 の 期 間 内 で あ っ て も ， 社 会 情勢や 医 療 を 取 り 巻 く 様 々 な 環境 の 大 き

な 変 化 が あ っ た 場合 ， 検 証 を 行 う 。

第 2 市 民 に 対 し て 提供す る サ ー ビ ス そ の 他 の 業務 の 質 の 向 上 に 関 す る 目 標 を 達

成す る た め に と る べ き 措置

1 本 市 の 基幹 病 院 ・ 中 核病 院 と し て の 役割 を 踏 ま え た 医 療 の 提供

( 1 )  救急 医 療 ・ 災 害 医 療

- 地 域 医 療 機 関 と 密 接 に 連携 し な が ら ， 引 き 続 き 安 定 し た 救急 医 療体制 を

構築 し ， 各 病 院 の機能 と 役割 に 応 じ た 救急 医 療 を 確 実 に 提供す る 。

( 中 央 市 民 病 院 )

・ 日 本 屈 指 の 救命 救 急セ ン タ ー と し て ， 病 院全職員 が 一 丸 と な っ て 多職種

が 連携 し た 救急 医 療 を 行 い ， あ ら ゆ る 救急疾 患 か ら 市 民 の 生命 を 守 る 。

・ 地 域 医 療 機 関 と の 役 割 分担 を 明 確 に し た 上 で 密接 に 連携 し ， よ り ス ム ー

ズ な 受 入 れ の た め ， 疾 患 に 応 じ た ホ ッ ト ラ イ ン を 活 用 す る な ど ， 一 刻 を

争 う 重 症 及 び重篤 な 患者 に 対 し て 年 間 を 通 じ て 2 4時 間 救急 医 療 を 提供す

る 。

- 救 急 医 療 に 携 わ る 人材 の 育成 を 更 に 推進 し ， 地 域 に お け る 救急 医療 向 上

へ の 役割 を 果 た す 。

( 西 市 民病 院 )

・ 年 間 を 通 じ て 24時 間 体制 で 救 急 医 療 を 提供 し ， 地 域住 民 の 安 心及 び安全

を 守 る 。

・ 医 師 を は じ め と す る 全職種 が 救急 医 療 の 重 要性 を 認識 し ， 地 域 医 療 支援
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病 院 の 役割 と し て 実 践す る こ と で ， 救 急車搬送応 需率及 び受入れ件数 を

高 い 水 準 で維持す る 。 ま た ， 市 や 地 域 の 関係機 関 と 連携 し ， 地 域全体 の

救 急 医 療 の 充 実 を 目 指す 。

( 西神 戸 医 療 セ ン タ ー )

- 地 域 医 療機 関 と 連携 し ， 引 き 続 き 年 間 を 通 じ て 2 4時 間 体制 の 安 定 し た 救

急 医 療 体制 を 提供す る こ と で ， 地域住 民 の 安 心 及 び安全 を 守 る 。

・ 西 神 戸 医 療 セ ン タ ー の 位置す る 地域特性 を 踏 ま え ， 地 域 の 中 核 病 院 と し

て ， 重 症 ・ 重 篤 な 救急患者 に 対 し て も ， 救急 隊 と の 連携 を 密 に し ， よ り

迅速 な 救命 措置 を 行 え る 体制 の 維持 ・ 向 上 に 努 め る 0

・ 全職 員 へ の 救急車受 入 れ の 方針徹底 と 促進 策 の 実施 に よ る 救急車受入れ

件数 の 増加 に 努 め る 。

( 共 通 項 目 )

・ 阪神 ・ 淡 路 大 震 災 及 び東 日 本 大 震 災 等 の 経験 を 生 か し ， 大 規模 災 害発 生

時 等 に は ， 中 央 市 民 病 院 は 災 害拠 点 病 院 と し て ， 西 市 民 病 院及 び西神戸

医 療 セ ン タ ー は 災 害 対応 病 院 と し て そ れ ぞ れ の 役割 を 果 た し ， 市 ， 県 及

び 地 域 医 療 機 関 と 連携 を 図 り な が ら 市 民 の 安全確保 に 率先 し て 取 り 組 む 0

・ 非 常 時 に も 継続 し て 医 療 を 提 供 で き る よ う に 平 時 か ら B C P ( 事 業継続

計 画 ) の 考 え 方 を 踏 ま え た 防 災 ・ 災 害 対応 マ ニ ュ ア ノレ を 改訂 す る と と も

に ， 積 極 的 に 訓 練 及 び研修 に 取 り 組 み ， 危機対応 能 力 を 高 め ， 自 ら 考 え

行動 で き る 職員 を 育成す る 。

関 連 指標

病 院名 項 目 平成 2 9年 度 実績
救急外来 患者数 ( 人 ) 3 5 ， 2 4 4 
う ち 入 院 ( 人 ) 8 ， 1 3 0  
う ち 救急車受入れ ( 人 ) 1 0 ， 5 3 2  

救急車搬送応需率 (% ) 9 9 .  1 
中 央 市 民 病 院 災 害 訓 練 回 数 ( 回 ) 2 8 I 

災 害 訓 練参加者数 (人 ) 1 ， 3 0 0  

災 害 研修 回 数 ( 回 ) 6 

被 災 地 等 へ の 派遣件数 (件 ) O 
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救急外 来 患者数 ( 人 ) 1 3 ， 9 6 7  
う ち 入 院 ( 人 ) 3 ， 0 6 0  
う ち 救急車受入れ ( 人 ) 2 ， 8 5 7  

救急車搬送応需率 (% ) 6 3 .  1 
西 市 民 病 院 災 害 訓 練 回 数 (回 ) 4 2 

災 害 訓 練参加者数 (人 ) 7 3 8  

災 害研修 回 数 (回 ) 2 

被 災 地等 へ の 派遣件数 (件 ) O 
救急外来 患者数 ( 人 ) 2 4 ， 6 5 0  
う ち 入 院 ( 人 ) 3 ， 4 0 5 
う ち 救急車受入れ ( 人 ) 3 ， 5 5 9  

救急車搬送応需率 (% ) 7 0 . 3 I 
西神 戸 医 療 セ ン タ ー 災 害 訓 練 回 数 ( 回 ) 3 7  

災 害 訓 練参加者数 (人 ) 5 6 2 

災 害研修 回 数 (回 ) O 

被 災 地 等へ の 派遣件数 (件 ) 。

(2) 小児 ・ 周 産期 医療

- 地 域 医 療機 関 と の 連携及 び役割 分担 の も と ， 市 民 が 安 心 し て 子 供 を 産 み ，

か っ ， 育 て ら れ る よ う に ， 質 の 高 い 小児 ・ 周 産 期 医 療 を 安 定 的 に 提供す

る 。

- 次 世 代 を 担 う 子 ど も 達 が 健や か な 成 長 ・ 発 達 を 遂 げ ら れ る よ う に 医 療 の

面 か ら 支援 す る 。

( 中 央市 民病 院 )

・ 総 合 周 産 期 母子 医 療 セ ン タ ー と し て ， 県 立 こ ど も 病 院等 と の 連携及 び役

割 分 担 の も と ， 切 迫 早産 ， 異 常妊娠 ・ 分 娩 な ど の 産科合併症 の ほ か ， 合

併症妊娠 ( 心 血 管 疾 患 ， 免 疫 血液疾 患 ， 腎 疾 患 ， 感 染症 ， 精神 疾 患 等 )

と い っ た ， 母 子 に と っ て ハ イ リ ス ク と な る あ ら ゆ る 出 産 に 対 し ， 専 門 各

科 と 連携 し て ， 小 児 ・ 周 産期 医 療 を 安 定 的 に 提供す る 。

( 西 市 民 病 院 )

・ 市街 地 西 部 ( 兵 庫 区 ， 長 田 区 及 び須 磨 区 ) に お け る 周 産期 医 療施設 と し

て ， 正 常 分 娩 を 中 心 と し た 質 の 高 い 周 産期 医 療 を 安 定 的 に 提供す る と と

- 125 -



も に ， ハ イ リ ス ク 妊娠 ・ ハ イ リ ス ク 分娩等 へ の 対応 も 含 め た 役 割 を 継続

す る 。

- 小 児 二 次 救急体制 を継続 し ， 小 児 救急 医療 の 安 定 的 な 提供 に 努 め る 。

- 急性期 疾 患 を 中 心 に ， 地 域 の 医 療機 関 で は 困 難 な 小児 疾 患 に 対応す る 。

( 西 神 戸 医 療 セ ン タ ー )

- 神 戸 西 地 域 ( 須 磨 区 ， 垂 水 区 及 び 西 区 ) の 中 核 病 院 と し て ， 小 児 救急 に

お い て は ， 引 き 続 き 二 次救急体制 に 参加 す る と と も に ， 全 日 準夜帯 ( 1 7

時"- 2 4時 ) の 救急受入れ を 安 定 的 に継続す る 。

・ 地 域 の 医 療機 関 と 連携 し ， 幅 広 い 小児疾 患 に 対応す る 。

- 地 域 医 療機 関 と の 連携 及 び役 割 分担 に 基づ き ， 地 域 医 療機 関 で の 対応 が

困 難 な ハ イ リ ス ク な 妊婦 や救急時 の 受 入 れ を は じ め ， 地 域 の 需 要 に 対応

し 安 定 し た 周 産期 医 療 を 提供す る こ と で ， 妊 娠 か ら 出 産 ， 子 ど も の 成長

ま で 総 合 的 に 対応す る 地域 周 産 期母子 医 療 セ ン タ ー と 同 等 の 機能 を 果 た

す 。

関 連 指 標

病 院名 項 目 平成 2 9年 度実績
小 児科 患者数 入院延 ( 人 ) 1 2 ， 3 4 7 

外来延 ( 人 ) 1 3 ， 5 6 8  
小 児 科 救急患者数 ( 人 ) 1 ， 8 9 1 
う ち 入 院 ( 人 ) 8 7 4 

N I C U 患者数 ( 人 ) 3 ， 0 5 6  
中 央 市 民 病 院 分娩件数 ( 件 ) 7 6 3  

う ち 帝 王 切 開 ( 件 ) 2 6 4 

ハ イ リ ス ク 妊娠件数 ( 件 ) 9 8  

ハ イ リ ス ク 分娩件数 ( 件 ) 9 5  

助 産 師 外来患者数 ( 人 ) 2 2 4 
小 児 科 患者数 入 院延 ( 人 ) 3 ， 5 7 1  

外 来延 ( 人 ) 7 ， 6 3 5  
小 児 科 救急患者数 ( 人 ) 4 8 2 
う ち 入 院 ( 人 ) 2 1 0  

N I C U 患者数 ( 人 )
西 市 民 病 院 分娩件数 ( 件 ) 44 0 

う ち 帝 王切 開 ( 件 ) 7 6 
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ハ イ リ ス ク 妊娠件数 ( 件 ) 4 7 

ハ イ リ ス ク 分娩件数 ( 件 ) 5 9  

助 産 師外来 患者数 ( 人 ) 4 1 9  
小 児 科 患者数 入院延 ( 人 ) 8 ， 9 5 2 

外 来延 ( 人 ) 1 9 ， 3 7 5  
小 児 科救急患者数 ( 人 ) 6 ， 5 2 9  
う ち 入 院 ( 人 ) 7 1 3  

N I C U 患者数 ( 人 )
西 神 戸 医 療 セ ン タ ー 分娩件数 ( 件 ) 6 9 3  

う ち 帝 王切 開 ( 件 ) 2 5 9  

ハ イ リ ス ク 妊娠件数 ( 件 ) 9 3  

ハ イ リ ス ク 分娩件数 ( 件 ) 1 0 2  

助 産 師外来患者数 ( 人 ) 1 4 9 

(3) 5 疾 病 に 対す る 専 門 医療 の 提供

- 地 域 医 療機 関 と の 役 割 分 担及び連携 を 明 確 に し た う え で ， 各 病 院 が 有す

る 医 療機能 に 応 じ ， 本 市 の 基 幹病 院 ・ 中 核 病 院 と し て 求 め ら れ て い る 高

度 な 専 門 医療 を 提供す る 使命 を 果 た す 。

- 疾 病 構 造 の 変 化 や 高 度 に 進 化 し た 治療 法 に 対応 す る た め ， 各 専 門 職 が そ

れ ぞ れ の 専 門 性 を 発 揮す る と と も に 緊密 に 連携 し ， 診 療 科 の 枠 を 超 え た

質 の 高 い 総 合 的 な 診療 を 充 実 さ せ る 。

( 中 央 市 民病 院 )

・ が ん 治療 に つ い て は ， メ デ イ カ ル ク ラ ス タ ー ( 神 戸 医 療 産 業 都 市 に集積

す る 高 度 専 門 病 院 群 ) と 連 携 し ， 患 者 の Q 0 L ( Q u a l i t y o f L i f e ， 生

活 の 質 ) 向 上 の た め ， よ り 身 体 の 負 担 が 少 な い 治 療や検査 の 充 実 に 取 り

組 む 。

・ 地 域 が ん 診 療 連携拠 点 病 院 と し て の 体制 強化 を 図 る ほ か ， 手術支援 ロ ボ

ッ ト の 活 用 ， 大 学 等 と 連携 し た が ん ゲ ノ ム 医 療 な ど の 高 度 医 療 に積極的

に 取 り 組 む 。

・ 一 刻 を 争 う 脳 卒 中 や急性心筋梗塞 を は じ め ， 脳 血 管 障 害 や 心 血管 疾 患 な

ど の 疾 患 に お い て は ， 内 科 系 医 師 ， 外 科 系 医 師 ， 看 護 師 及 び コ メ デ イ カ

ル等 が チ ー ム を 組 み ， 迅 速 か っ 最適 な 医 療 を 提供す る 体 制 を 堅持す る 。
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ま た ， 糖 尿 病 に つ い て は 関 連診療科や神 戸 ア イ セ ン タ ー 病 院 と の 連携 を

図 り ， 総 合 的 な 糖尿病教育 ・ 治療 を 行 う 。

- 糟神 疾 患 に つ い て は ， 精神 科 身 体合併症病棟 を 活 用 し ， 様 々 な 患者 の 状

態 に 応 じ た 治療 を 行 う と と も に 救命 救急 医療 の 更 な る 充 実 を 目 指す 。

( 西 市 民 病 院 )

・ が ん 治療 に つ い て は ， 患者 の 負 担 が 少 な い 手術支援 ロ ボ ッ ト に よ る 手術

を は じ め と し た 高 水 準 の 治療 を 積 極 的 に 行 う と と も に ， 化 学 療 法 の 実施

や他 の 医 療 機 関 と の 連携 に よ る 放射線治療 の 充 実 を 図 る 等 ， 専 門 的 な が

ん 診療機能 を 有す る 医 療機 関 と し て の 役割 を 発 揮す る 。

- 糖尿 病 に つ い て は ， 教 育入院や糖尿 病 教室 を 引 き 続 き 行 う と と も に ， 糖

尿 病 地域連携パ ス の 利 用 を 促進 す る 等 ， 生 活 習 慣病 医 療 を 強化 す る 。 ま

た ， 糖尿 病 合 併症 に つ い て は ， 院 内 の 関 係 診 療 科 と の 連携 を 図 り な が ら

取 り 組 む 。

( 西神 戸 医 療 セ ン タ ー )

・ が ん 治 療 に つ い て は ， 地 域 が ん 診 療連携拠 点 病 院 と し て ， が ん 治療 の 専

門 性 を 最 大 限 に 活 か し ， 多 職種 の ス タ ッ フ の 力 を 結集 し ， 地 域 医療機 関

と と も に 患 者 ・ 家族 が 安 心 し て 生活 で き る 診 療連携体制 を 整備 ・ 構 築す

る 0

・ P E T - C T ( 陽 電 子 放 出 断層 撮影 と コ ン ビ ュ ー タ ー 断層 撮影 を組 み合

わせ た 高 度 な 画像診 断装置 ) の 活 用 に よ り が ん 診 断機能 を 向 上 さ せ る と

と も に ， 低侵 襲 な 手術や化 学 療 法 ， 放 射線治療 を 組 み合 わ せ た 集 学 的 な

治療 の 実施 及 び が ん 相 談支 援 セ ン タ ー を 中 心 と す る 患者 支援 に 取 り 組 む 0

・ 市 民 が 適 切 な 医 療 を 身近 な 地域 で 受 け ら れ る よ う ， 手 術支 援 ロ ボ ッ ト や

血 管 造影撮 影 装 置 等 の 高 度 医 療機器 を 活 用 し ， 内 視鏡 治 療や血 管 内 治療

等 の 患者 に 負 担 の 少 な い 低侵 襲 な 高 度 専 門 医 療 を 提供す る 。 ま た ， 急性

期 の 脳 卒 中 症例 な ど 緊急 を 要 す る 症 例 に 対 し ， 迅 速 か っ 適 切 な 医 療 を 行

フ 。

標一指一連一関

「|| 病 院名 項 目
平成 2 9年度

実績
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が ん 退院患者数 (人 ) 4 ， 6 4 5 

脳 卒 中 退院患者数 (人 ) 1 ， 2 5 3  

急性 心筋梗塞退院患者数 (人 ) 1 3 7  

糖尿病退院患者数 (人 ) 1 6 0  

身 体合併症受 入れ延患者数 (人 ) 2 ， 1 5 3  

認 知 症鑑別診 断数 (人 ) 1 2 4 

検 査人数 ( CT ) (人 ) 5 2 ， 0 3 4 

検 査人数 ( MR I ) ( 人 ) 1 9 ， 4 2 8 
中 央 市 民 病 院 検査人数 ( P E T ) ( 人 ) 3 ， 1 0 6  

検 査人数 ( 心臓 血 管造影 ) (人 ) 1 ， 0 8 1 

検 査人数 ( 脳 血 管 造影 ) (人 ) 8 1 3  

が ん 患 者化 学療 法数 (人 ) 1 1 ， 1 5 6  

手術件数 ( 入 院 ・ 外 来合計 ) (件 ) 1 2 ， 5 0 0  

薬剤 管理指導件数 (件 ) 2 5 ， 6 9 4 

栄 養 指 導件数 ( 合 計 ) (件 ) 4 ， 0 9 9 

リ ハ ビ リ 実施件数 ( 合 計 ) (件 ) 1 3 4 ， 1 6 1  

口 腔 ケ ア 実施件数 (件 ) 2 ， 6 0 6  

が ん 退 院患者数 (人 ) 2 ， 0 7 6  

脳 卒 中 退院患者数 (人 ) 4 7 

急性 心筋梗塞退院患者数 (人 ) 1 2  

糖 尿病退院患者数 (人 ) 1 1 2 

身 体合併症受入れ延 患者数 (人 ) 1 6 0  

認 知 症鑑別 診 断数 (人 ) 6 4 

検 査 人数 ( CT ) ( 人 ) 1 5 ， 9 1 9  

検 査 人数 ( MR I ) ( 人 ) 4 ， 4 2 2 
西 市 民 病 院 検査人数 ( PE T ) ( 人 )

検 査 人数 ( 心 臓血管造影 ) (人 ) 1 6 6  

検 査 人数 ( 脳 血 管 造影 ) (人 )

が ん 患者化 学療 法数 (人 ) 2 ， 2 0 5  
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手術件数 ( 入 院 ・ 外 来合計 ) (件 ) 2 ， 9 3 0  

薬剤 管 理指導件数 (件 ) 1 3 ， 2 8 8  

栄 養 指導件数 ( 合 計 ) (件 ) 2 ， 1 6 7  

リ ハ ビ リ 実施件数 ( 合 計 ) (件 ) 3 7 ， 3 8 8 1 

口 腔 ケ ア 実施件数 (件 ) 2 ， 4 0 0 

が ん 退 院患者数 (人 ) 2 ， 9 2 1  

脳 卒 中 退院患者数 (人 ) 3 0 7  

急性心筋梗塞退院患者数 (人 ) 4 7 

糖尿病退院患者数 (人 ) 1 3 2  

身体合併症受入れ延 患者数 (人 ) 3 1  

認 知 症鑑別 診 断数 (人 )

検 査人数 ( CT ) (人 ) 2 2 ， 5 4 7 

検 査人数 ( MR I )  (人 ) 1 0 ， 6 0 1  
西神 戸 医 療 セ ン タ ー 検査人数 ( PE T ) ( 人 ) 1 8 4 

検 査 人数 ( 心臓血 管 造影 ) (人 ) 6 2 8  

検 査人数 (脳 血 管 造影 ) (人 ) 1 6 7  

が ん 患者化学療法数 (人 ) 6 ， 4 8 2 

手術件数 ( 入 院 ・ 外 来合計 ) (件 ) 6 ， 0 8 8 

薬 剤管 理指導件数 (件 ) 2 0 ， 8 0 9  

栄 養 指 導件数 ( 合 計 ) (件 ) 2 ， 2 0 3  

リ ハ ビ リ 実施件数 ( 合 計 ) (件 ) 5 8 ， 2 9 0  

口 腔 ケ ア 実施件数 (件 ) 8 1  

(4) 地域包括 ケ ア シ ス テ ム 推進 へ の 貢献

- 地 域 医 療 支 援 病 院 と し て 地域 医 療機 関 と の 連携 を よ り 一 層 推進す る た め ，

地 域 医 療機 関 の ニ ー ズ を 把握 し ， 各 病 院 の 役割 に 応 じ た 患者 の 紹 介 ・ 逆

紹 介 や 医 療機器 の 共 同 利 用 を 行 う 。

・ 患 者 が 安 心 し て 地域 で療養 で き る よ う に ， 地 域 の 在 宅診 療 医 や介護施設 ，

訪 問 看護 ス テ ー シ ョ ン 等 と の 多職 種 で の 連携 を 強化 す る な ど ， 市 の 地域

包括 ケ ア シ ス テ ム 推進 に お け る 市 民 病 院 と し て の 役割 を 果 た す 。
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- オ ー プ ン カ ン フ ァ レ ン ス 等 を 積 極 的 に 開 催 し ， 地 域 の 医 療 従 事者 の 育成

に 努 め る 。

( 中 央 市 民 病 院 )

- 地 域 包 括 ケ ア シ ス テ ム 構築 に 貢 献す る た め ， ケ ア マ ネ ジ ャ ー ， 在 宅 介護

支 援 事 業 者 ， 福 祉施設等 と 顔 の 見 え る 連携 を 実施す る と と も に ， 地 域 の

医 師 ， 訪 問 看護 師 等 と の 退院前 カ ン フ ァ レ ン ス を 積極 的 に 実施す る 。

- 患 者 が 安 心 し て 地域 で 療養 で き る よ う に ， 入 院 初 期 か ら 積極 的 に 退院支

援 を 行 う な ど ， 患 者 の 状 況 に 応 じ た 支 援 を 行 う 。 特 に ， 在 宅 復 帰 を 目 指

す 患 者 が 在 宅 へ 円 滑 に 移行 で き る よ う ， 回 復 期 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 病

棟 ・ 地 域包括 ケ ア 病棟 を 設 け て い る 病 院 と 連携 を 強化 す る 。

( 西 市 民 病 院 )

・ 市 民 や 地 域 の 医 療機 関 か ら 信 頼 さ れ る 病 院 で あ り 続 け る た め ， 各 診 療科

の 医 師 と 地 域 医 療機 関 の 医 師 と の 顔 の 見 え る 連携 を 図 り ， 紹 介 ・ 逆 紹 介

を さ ら に 推進 し ， 地 域 医 療支援病 院 の 役割 を 堅持す る 。

- 地 域 の 訪 問 看護 ス テ ー シ ョ ン や 医 療 ， 介 護 ， 福 祉 等 の 関 係 機 関 と の 後 方

支援機能 を 充 実 さ せ る 等 ， 在 宅 支 援 を 中 心 と し た 地域社会 と の 連携 を 図

り ， 入 院 医 療 か ら 在 宅 医 療へ の 移行機能 を 強化す る 。

- 地 域 の 歯 科 診 療 所 で 診 察 を 受 け る こ と が 困 難 な 方 々 に ， こ う べ 市歯科 セ

ン タ ー と 連携 し ， 安 全 で安 心 な 歯科 医療 サ ー ビ ス を 提供す る 。

( 西神 戸 医 療 セ ン タ ー )

・ 地域 医療 支 援 病 院 と し て ， 神 戸 西 地域 の 地域完結型 医 療 を 推進す る 。

- 開 院 当 初 よ り 開 催 し て い る 医 師 会 や 歯 科 医 師 会 と 組織 す る 協議会や地域

医 師 会 と の 合 同 カ ン フ ァ レ ン ス を 実施 す る 。 医 師 に よ る 地域 医 療機 関 へ

の 訪 問 等 に よ り 信 頼 関係 を 更 に 深 め ， 紹 介 ・ 逆 紹 介 の 推進 ， 円 滑 な 転院

調整等 を 行 い ， 地 域 医 療機 関 と の 役 割 分担 を 積極 的 に 進 め る 。

- 神 戸 西 地 域 の 医 療 介護 サ ポ ー ト セ ン タ ー が 主催す る 会議や研修会へ参加

し ， 在 宅 医 療 ・ 介 護 資 源 の 把握や課題 等 を 共 有す る こ と で 切 れ 目 の な い

連携 に 取 り 組 み ， 在 宅 医 療 へ の 円 滑 な 移行 に 努 め る 。

目 標値 ( 単位 % )
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病 院名 項 目 平成 2 9年 度実績 目 標値 ※

中 央 市 民病 院 紹 介 率 64 . 8 6 6 .  0 以 上

逆 紹 介 率 1 2 3 . 2 1 2 0 . 0 以 上

西 市 民病 院 紹 介 率 5 3 . 4 5 4 .  0以 上

逆 紹 介 率 1 0 4 . 8 1 0 0 . 0 以 上

西神 戸 医 療 セ ン タ ー 紹 介 率 7 0 .  9 7 0 .  0 以 上

逆 紹 介 率 7 7 . 5 7 5 . 0 以 上

※ 期 間 中 各 年 度 で達成 を 目 指す 。

関 連指標
平成 2 9年

病 院名 項 目 度 実績

地域連携パ ス 適 用 患者数 (人 ) 3 0 3  

地 域 医 療機 関 向 け 広報誌発行 回 数 ( 回 ) 4 
中 央 市 民病 院 オ ー プ ン カ ン フ ァ レ ン ス 開 催 回 数 ( 回 ) 5 9  

オ ー プ ン カ ン フ ァ レ ン ス 院外参加人数 (人 ) 2 ， 2 4 4 

退院調整実施件数 (件 ) 1 ， 4 9 1 

ケ ア マ ネ ジ ャ ー と の カ ン フ ァ レ ン ス 件数 (件 ) 2 44 

地域連携パ ス 適 用 患者数 (人 ) 6 0 

地 域 医 療機 関 向 け 広報誌発行 回 数 ( 回 ) 1 2  
西 市 民 病 院 オ ー プ ン カ ン フ ァ レ ン ス 開 催 回 数 ( 回 ) 3 5  

オ ー プ ン カ ン フ ァ レ ン ス 院外参加人数 (人 ) 1 ， 0 2 1  

退院調整実施件数 (件 ) 1 ， 8 1 2  

ケ ア マ ネ ジ ャ ー と の カ ン フ ァ レ ン ス 件数 (件 ) 4 2 7 

地域連携 パ ス 適 用 患者数 (人 ) 1 7 8 

地 域 医 療機 関 向 け 広報誌発行 回数 ( 回 ) 1 3  
西 神 戸 医 療 セ オー プ ン カ ン フ ァ レ ン ス 開 催 回 数 (回 ) 9 9 
ン タ ー

オ ー プ ン カ ン フ ァ レ ン ス 院外参加人数 (人 ) 1 ， 7 6 5 

退院調整実施件数 (件 ) 3 ， 8 0 5  

ケ ア マ ネ ジ ャ ー と の カ ン フ ァ レ ン ス 件数 (件 ) 5 7 1  

2 中 央 市 民 病 院 の 役割 を 踏 ま え た 医 療 の 提供
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( 1 )  日 本 屈 指 の 救命救急セ ン タ ー と し て の 役割 の 発 揮

日 本 屈 指 の 救命 救急セ ン タ ー と し て ， 病 院 全職員 が 一 丸 と な っ て 多職種

が 連携 し た 救急 医療 を 行 い ， あ ら ゆ る 救急疾 患 か ら 市 民 の 生命 を 守 る 。

・ 地 域 医 療機 関 と の 役割 分 担 を 明 確 に し た 上 で密 接 に 連携 し ， よ り ス ム ー

ズ な 受 入 れ の た め ， 疾 患 に 応 じ た ホ ッ ト ラ イ ン を 活 用 す る な ど ， 一 刻 を

争 う 重 症 及 び重篤 な 患者 に 対 し て 年 聞 を 通 じ て 2 4時 間 救急 医 療 を 提供す

る 。

- 救 急 医 療 に 携 わ る 人材 の 育成 を 更 に 推進 し ， 地 域 に お け る 救急 医 療 向 上

へ の 役割 を 果 たす 。

関 連指標

病 院名 項 目 平成 2 9年度 実績
救急外来 患者数 (人 ) 3 5 ， 2 4 4 
う ち 入 院 (人 ) 8 ， 1 3 0  

中 央 市 民 病 院 う ち 救急車受入れ (人 ) 1 0 ， 5 3 2  

救急車搬送応需率 (% ) 9 9 .  1 

(2) メ デ イ カ ル ク ラ ス タ ー と の 連携 に よ る 先進 的 な が ん 治療等 の 提供

・ グ ロ ー パ ノレ な 視 点 を 持 ち な が ら ， メ デ ィ カ ノレ ク ラ ス タ ー と の 連携 を 推進

す る 。

- 疾 患 ， 診 療 内 容 の 変 化 や 医 療 需 要 と 供給 の バ ラ ン ス に 応 じ て 市 民 に 最新

最 良 の 医 療 の 提供 を 目 指 す と と も に ， 患 者 の Q O L 向 上 の た め ， よ り 身

体 の 負 担 が 少 な い 治療や検査 の 充 実 に 取 り 組 む 。

・ 地 域 が ん 診 療 連携拠 点 病 院 と し て の 体 制 強 化 を 図 る ほ か ， 手術支援 ロ ボ

ッ ト の 活 用 ， 大 学 等 と 連携 し た が ん ゲ ノ ム 医 療 な ど の 高 度 医 療 に積極 的

に 取 り 組 む 。

- 今 後 の 医 療 の 動 向 を 踏 ま え ， 周 辺 の 先 端 医療 技 術 の 研 究 拠 点 等 と の 連携

に 努 め る と と も に ， 市 民 の 健康増進 に 向 け た 取組 み に 協 力 す る 。

関 連 指標

病 院名 項 目 平成 2 9年 度 実績

検査人数 ( PET ) ( 人 ) 3 ， 1 0 6  

が ん 退院 患者数 (人 ) 4 ， 6 4 5 
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中 央市 民 病 院 が ん 患者化学療法数 (人 ) 1 1 ， 1 5 6 

が ん 患者放射線治療数 (人 ) 1 1 ， 2 7 3  

緩 和 ケ ア 外来延 患者数 (人 ) 1 ， 7 8 8  

が ん 患者相 談受 付件数 (件 ) 9 8 3  

周 辺 病 院 か ら の 紹 介件数 (件 ) 7 1 6  

周 辺 病 院へ の 逆紹 介件数 (件 ) 1 ， 7 1 8  

(3) 神 戸 医 療 産 業都 市 の 中 核機 関 と し て 治 験 ・ 臨 床研究 の 更 な る 推進

・ 神 戸 医 療 産 業都 市 の 中 核機 関 と し て 治 験 ・ 臨 床研 究 を 積 極 的 に 推進 し ，

生命 の 維持 と 生 活 の 質 の 向 上 に つ な が る 新 た な 医 療 を 創 造す る こ と で ，

市 民 の 健 康 の 増 進 と 医 療 の 発 展 に 貢 献す る た め ， 臨 床研 究 中 核病 院 を 目

指す 。

・ 医 薬 品 医療機器等 の 治 験 を 含 む 臨床研究 を 適切 に 実施す る た め ， 法令や

指針 に 則 り ， 円 滑 か っ 安 全 に 研 究 を 遂行 で き る よ う ， 管 理 体 制 及 び支 援

体制 を 構 築 す る 。 な お ， 実 施 に 際 し て は ， 患 者 の 自 由 意 思 に よ る イ ン フ

ォ ー ム ド ・ コ ン セ ン ト ( 患 者 が 自 ら 受 け る 医 療 の 内 容 に 納得 し ， 及 び 自

分 に 合 っ た 治療 法 を 選択 で き る よ う ， 患 者へ の 分 か り や す い 説 明 を 行 っ

た 上 で 同 意 を 得 る こ と ) を 得 る と と も に ， 人 権 の 保護 ， 安 全性 の確保 ，

倫 理 的 配慮 等 を 必ず行 う 。

関 連 指標 ( 単位 : 件 )

病 院名 項 目 平成 2 9年 度実績

治験実施件数 1 7 5  

受 託研究件数 1 9 9  

臨床研究件数 2 6 1  I 
医 師 主導治験実施件数 6 

中 央 市 民 病 院 う ち 研 究責任者 と し て の 実施件数
特 定 臨床研究 ※ 実施件数
う ち 研究責任者 と し て の 実施件数

論 文掲載件数 3 6 3  

学 会発表件数 7 3 7  

ト研究計画担談件数 9 0 
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英語論文校 閲 相 談

デー タ 入力 実績

※ 厚 生 労働省令 で 定 め る 基準 に 従 っ て 行 う 臨床研究

1 6 6  

1 4 ， 7 9 1 

(4) 県 立 こ ど も 病 院等 と 連携 し た 高 度 な 小児 ・ 周 産期 医 療 の 提供

- 総合 周 産 期 母 子 医 療 セ ン タ ー と し て ， 県 立 こ ど も 病 院等 と の 連携及び役

割 分 担 の も と ， 切 迫 早産 ， 異 常 妊娠 ・ 分 娩 な ど の 産科合併症 の ほ か ， 合

併症妊娠 ( 心 血 管 疾 患 ， 免 疫 血液疾 患 ， 腎 疾 患 ， 感 染 症 ， 精神 疾 患 等 )

と い っ た ， 母 子 に と っ て ハ イ リ ス ク と な る あ ら ゆ る 出 産 に 対 し ， 専 門 各

科 と 連携 し て ， 小 児 ・ 周 産期 医 療 を 安 定 的 に 提供す る 。

関 連指標

病 院名 項 目 平成 2 9年 度 実績
小児科 患者数 入 院延 (人 ) 1 2 ， 3 4 7 

外 来延 (人 ) 1 3 ， 5 6 8  
小 児 科救急患者数 (人 ) 1 ， 8 9 1 
う ち 入 院 (人 ) 8 7 4 

中 央 市 民 病 院 N I C U 患者数 (人 ) 3 ， 0 5 6  
分娩件数 (件 ) 7 6 3  
う ち 帝 王切 開 (件 ) 2 6 4 

ハ イ リ ス ク 妊娠件数 (件 ) 9 8 

ハ イ リ ス ク 分娩件数 (件 ) 9 5  

助 産 師外 来 患者数 (人 ) 2 2 4 

(5) 第 一 種感染症指定 医療機 関 と し て の役割 の 発 揮

・ 新興感 染 症 発 生 時 に お い て は ， 新 型 イ ン フ ル エ ン ザ 患者 の 受入経験 を 生

か し ， 市 内 唯 一 の 第 一 種感染 症 指 定 医療 機 関 と し て ， 市 ， 県 及 び地域 医

療機 関 と 連携 を 図 り な が ら ， 速 や か に 患者 を 受 け 入 れ ら れ る 体制 を 整備

し ， 市 民 の 安全 を 確保す る 。

- 非 常 時 に も 継続 し て 医 療 を 提供 で き る よ う ， 平 時 か ら 「 新型 イ ン フ ルエ

ン ザ 等 発 生 に お け る 診 療継続計画 J 等 ， マ ニ ュ ア ル の 整備 と 訓 練 を 行 う

と と も に ， 研修会 へ の 参加 等 に 積 極 的 に 取 り 組 み ， 危機対応 能力 を 高 め ，

自 ら 考 え 行動 で き る 職員 を 育成す る 。

関 連 指標
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病 院名 項 目 平成 2 9年 度実績

感染症延患者数 (一類 ) (人 ) O 
中 央 市 民病 院 感染症延 患者数 ( 二類 ) (人 ) 6 4 

感 染 管理研修等 実施 回 数 ( 回 ) 5 7  I 

3 西 市 民病 院 の 役割 を 踏 ま え た 医療 の 提供

( 1 )  地域 の 患者 を 24時 間 受 け 入 れ る 救急 医療 の 提供

- 年 聞 を 通 じ て 24時 間 体制 で 救急 医 療 を 提供 し ， 地 域住 民 の 安 心及び安全

を 守 る 0

・ 医 師 を は じ め と す る 全職 種 が 救急 医 療 の 重 要性 を 認識 し ， 地 域 医 療 支援

病 院 と し て の 役 割 と し て 実 践 す る こ と で ， 救 急車搬送応需率及び受入れ

件数 を 高 い 水 準 で維持す る 。 ま た ， 市 や 地域 の 関 係機 関 と 連携 し ， 地 域

全体 の 救急 医 療 の 充 実 を 目 指す 。

関 連 指標

病 院名 項 目 平成 2 9年度実績
救急外来患者数 (人 ) 1 3 ， 9 6 7  
う ち 入 院 (人 ) 3 ， 0 6 0  

西 市 民 病 院 う ち 救急車受入れ (人 ) 2 ， 8 5 7  

救急車搬送応需率 (% ) 6 3 .  1 

(2) 地域 の ハ イ リ ス ク 出 産 に 対応 で き る 周 産期 医 療 の 提供

- 市街 地 西 部 に お け る 周 産期 医 療施設 と し て ， 正 常 分 娩 を 中 心 と し た 質 の

高 い 周 産 期 医 療 を 安 定 的 に 提 供す る と と も に ， ハ イ リ ス ク 妊娠 ・ ハ イ リ

ス ク 分 娩等 へ の 対応 も 含 め た 役割 を 継続す る 。

関 連指標

病 院名 項 目 平成 2 9年度実績
分娩件数 (件 ) 44 0 
う ち 帝 王切 開 (件 ) 7 6  

西 市 民 病 院 ハ イ リ ス ク 妊娠件数 (件 ) 4 7 

ハ イ リ ス ク 分娩件数 (件 ) 5 9  

助 産 師外 来 患者数 (人 ) 4 1 9  

(3) 地域需要 に 対応 し た 小 児 医 療 の 提供
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- 市街 地 西 部 の 中 核 病 院 と し て 小児 二 次 救急体制 を継続 し ， 小 児 救 急 医

療 の 安 定 的 な 提供 に努 め る 。

- 急性期 疾 患 を 中 心 に ， 地域 の 医 療機 関 で は 困 難 な 小児 疾 患 に 対応 す る 。

関 連 指標

病 院名 項 目 平成 2 9年 度 実績
小児科 患者数 入院延 (人 ) 3 ， 5 7 1  

外 来延 (人 ) 7 ， 6 3 5  
西 市 民 病 院 小児科救急患者数 (人 ) 刊 � I 

う ち 入 院 (人 ) 2 1 0  

小 児 ア レ ノレ ギ ー 教室 開 催 回 数 ( 回 ) 9 

(4) 認 知 症 患者 に 対す る 専 門 医 療 の 提供

- 認 知 症 疾 患 医 療 セ ン タ ー と し て ， 認 知 症疾 患 に 対す る 鑑別 診 断等 を 実施

し ， 認 知 症 に 対 し て 進行 予 防 か ら 地 域生活 の 維持 ま で 必 要 と な る 医 療 を

提供で き る 体制 の 構築 を 図 る 。

- 市 の 施 策 で あ る 「 認 知 症 の 人 に や さ し い ま ち づ く り 」 の 推進 に 協 力 す る

と と も に ， 地 域 の 医 療 機 関 と 協 力 し な が ら ， 長 田 区認 知 症 多職種連携研

究 会 を は じ め 院 内 外 の 交流会 ， 研修会 を 開 催 す る な ど ， 認 知 症疾 患 に 携

わ る 医 療 ， 介護 等 の 多職種 の 連携 を 強化す る 。

関 連 指標

病 院名 項 目 平成 2 9年度 実績

認 知 症鑑別診 断数 (件 ) 6 4  

西 市 民 病 院 専 門 医 療 相 談件数 (件 )

研修等 の 実施 回 数 ( 回 )

認 知 症 ケ ア 件数 (件 ) 6 ， 2 1 4  

(5) 生活 習慣 病 患者 の 重症化予防 に 向 け た 取組み

- 市 の 施 策 と 連携 し ， 生 活 習 慣 病 患者 に 対す る 重 症 化 予 防 に 向 け た 取組み

に 加 え ， 疾 患 の 早期 発 見 ・ 早期 治療 に 向 け た 取組 み を 行 う 。

- 患 者 の み な ら ず 広 く 市 民 を 対象 と し た 公 開 講座や禁煙教室 ， 糖 尿病教室

な ど 各 種教室等 の 充 実 を 図 り ， 全 て の 市 民 の 健康 向 上 の た め ， 市 と と も

に 健康 づ く り 施 策 に 取 り 組む 。
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関 連指標

病 院名 項 目 平成 2 9年度 実績

成人病 関 連教室等 開 催件数 (件 ) 3 3  
西 市 民 病 院 糖尿病地域連携パ ス 連携診療所数 (箇 所 ) 9 3  

糖尿病 地域連携パ ス 連携症例数 (例 ) 4 8 4 

4 西神 戸 医 療 セ ン タ ー の 役割 を 踏 ま え た 医 療 の 提供

( 1 )  地 域 の 医療機 関 と 連携 し た 2 4時 間 体制 で の 救急 医 療 の 提供

・ 地 域 医 療 機 関 と 連携 し ， 引 き 続 き 年 間 を 通 じ て 2 4時 間 体制 の 安 定 し た 救

急 医 療 体制 を 提供す る こ と で ， 地域住 民 の 安 心及 び安全 を 守 る 。

- 西 神 戸 医 療 セ ン タ ー の 位 置 す る 地域特性 を 踏 ま え ， 地域 の 中 核 病 院 と し

て ， 重 症 ・ 重 篤 な 救急 患者 に 対 し で も ， 救 急 隊 と の 連携 を 密 に し ， よ り

迅 速 な 救命 措置 を 行 え る 体制 の 維持 ・ 向 上 に 努 め る O

- 全職 員 へ の 救急車受 入 れ の 方針徹底 と 促進 策 の 実施 に よ る 救急車受 入れ

件数 の 増加 に 努 め る O

関 連 指 標

病 院名 項 目 平成 2 9年度 実績
救急外来患者数 (人 ) 2 4 ， 6 5 0  
う ち 入 院 (人 ) 3 ， 4 0 5 

西 神 戸 医 療 セ ン タ ー う ち 救急車受入れ (人 ) 3 ， 5 5 9  

救急車搬送応需率 (% ) 7 0 . 3 

(2) 地域 に お け る 小児救急 ・ 小 児 医 療 の 拠 点機能 の 提供

- 神 戸 西 地 域 の 中 核病 院 と し て ， 小 児 救急 に お い て は ， 引 き 続 き 二 次救急

体制 に 参 加 す る と と も に ， 全 日 準 夜 帯 ( 1 7 時 � 24 時 ) の 救急 受 入 れ を 安

定 的 に 継続す る 。

- 地 域 の 医療機 関 と 連携 し ， 幅 広 し 、 小 児 疾 患 に 対応す る 。

関 連 指標

病 院名 項 目 平成 2 9年 度 実績

小児科 患者数 入院延 (人 ) 8 ， 9 5 2  
西神 戸 医療 セ ン タ ー 外 来延 (人 ) 1 9 ， 3 7 5  

小 児 科 救急患者数 (人 ) 6 ， 5 2 9  
う ち 入 院 (人 ) 7 1 3  
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(3) 地域周 産期 母子 医 療 セ ン タ ー機能 の 提供

・ 地 域 医 療 機 関 と の 連携 及 び役割分担 に 基 づ き ， 地 域 医 療機 関 で の 対応 が

困 難 な ハ イ リ ス ク な 妊婦や救急時 の 受 入 れ を は じ め ， 地 域 の 需 要 に 対応

し 安 定 し た 周 産 期 医 療 を 提供す る こ と で ， 妊 娠 か ら 出 産 ， 子 ど も の 成長

ま で 総 合 的 に 対応す る 地域周 産期母子 医 療 セ ン タ ー と 同 等 の 機能 を 果 た

す 。

関 連指標

病 院名 項 目 平成 2 9年 度実績
分娩件数 (件 ) 6 9 3  
う ち 帝 王切 開 (件 ) 2 5 9  

ハ イ リ ス ク 妊娠件数 (件 ) 9 3  
西 神 戸 医 療 セ ン タ ー ハ イ リ ス ク 分娩件数 (件 ) 1 0 2  

助 産 師外来患者数 (人 ) 1 4 9 

低 出 生体重児数 (人 ) 1 0 0  

性) 幅 広 い が ん 患者へ の 支援 と 集 学 的 治療 の 提供

・ 地 域 が ん 診 療 連携 拠点 病 院 と し て ， が ん 治療 の 専 門 性 を 最 大 限 に 活 か し ，

多 職種 の ス タ ッ フ の 力 を 結集 し ， 地 域 医 療機 関 と と も に 患者 ・ 家族 が 安

心 し て 生活 で き る 診療連携体制 を 整備 ・ 構 築す る 0

・ P E T - C T の 活 用 に よ り が ん 診 断機能 を 向 上 さ せ る と と も に ， 低侵 襲

な 手術や化学療 法 ， 放 射線治療 を 組 み 合 わ せ た 集 学 的 な 治療 の 実施及 び

が ん相 談支援 セ ン タ ー を 中 Jむ と す る 患者支援 に 取 り 組む 。

関 連 指標

病 院名 項 目 平成 2 9年 度 実績

検査人数 ( PE T ) (人 ) 1 8 4 

が ん 退院 患者数 (人 ) 2 ， 9 2 1  

西 神 戸 医 療 セ ン タ ー が ん 患者化学療法数 (人 ) 6 ， 4 8 2 

が ん 患者放射線治療数 (人 ) 9 ， 7 9 1  

緩 和 ケ ア 外来延 患者数 (人 ) 2 ， 0 8 5  

が ん 患者相 談 受 付件数 (件 ) 9 1 7  

(5) 結核 医療 の 中 核機 能 の 提供
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- 市 内 唯 一 の 結 核 病 床 を 有 す る 病 院 と し て ， 結 核 患 者 の 専 用 病 棟 ， 結 核 患

者 に も 対 応 で き る 手 術 室 な ど の 設 備 を 活 用 し ， 引 き 続 き 総 合 的 な 結 核 医

療 を 提 供 す る 。

関 連 指 標

病 院 名 項 目 平 成 2 9 年 度 実 績

延 患 者 数 ・ 入 院 ( 結 核 ) ( 人 ) 1 1 ， 1 1 5 

延 患 者 数 ・ 外 来 ( 結 核 ) ( 人 ) 3 1 4  

西 神 戸 医 療 セ ン タ ー 新 規 患 者 数 ・ 入 院 ( 結 核 ) ( 人 ) 1 5 7  

新 規 患 者 数 ・ 外 来 ( 結 核 ) ( 人 ) 1 2 8 

結 核 病 床 利 用 率 ( % ) 6 0 .  9 

5 神 戸 ア イ セ ン タ ー 病 院 の 役 割 を 踏 ま え た 医 療 の 提 供

( 1 )  標 準 医 療 か ら 最 先 端 の 高 度 な 眼 科 医 療 ま で 質 の 高 い 医 療 の 提 供

- 地 域 医 療 機 関 と の 連 携 や 機 能 分 担 を 推 進 す る と と も に ， 隣 接 す る 中 央 市

民 病 院 と の 連 携 を 行 い ， 安 全 で 質 の 高 い 標 準 医 療 を 提 供 す る O

- 全 身 的 な 症 状 に も 関 連 す る 眼 の 疾 患 に 関 し て ， 市 民 病 院 や 地 域 医 療 機 関

と 連 携 し て 対 応 す る 。

・ フ ェ ム ト セ カ ン ド レ ー ザ ー を 用 い た 高 機 能 眼 内 レ ン ズ 挿 入 術 な ど の 先 進

医 療 や 再 生 医 療 分 野 な ど ， よ り 高 度 で 専 門 性 を 必 要 と す る 眼 疾 患 に 対 応

す る と と も に ， 臨 床 研 究 及 び 治 験 を 推 進 す る こ と で 次 世 代 医 療 の 開 発 を

進 め ， そ の 成 果 を 世 界 に 発 信 し て い く 。

目 標 値 ( 単位 : 人 / 日 )

病 院 名 項 目 平 成 2 9 年 度 実 績 目 標 値 ※ l
神 戸 ア イ セ ン タ ー 病 院

紹 介 患 者 数

逆 紹 介 患 者 数

※ 紹 介 患 者 数 ， 逆 紹 介 患 者 数 は 平 成 3 1 年 度 目 標 値

関 連 指 標

病 院 名 項 目

手 術 件 数 ( 入 院 ・ 外 来 合 計 ) ( 件 )

う ち 先 進 医 療 実 施 件 数 ( 件 )
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1 0 .  7 9 . 4 以 上

7 . 4 7 . 6 以 上

平 成 2 9 年 度

実 績

7 4 5  

O 



神 戸 ア イ セ ン タ ー
硝 子 体 注 射 件 数 ( 件 ) 5 8 1  I 

病 院 専 門 外 来 患 者 数 ( 人 ) 5 ， 7 2 8  

臨 床 懇 話 会 ・ オ ー プ ン カ ン フ ァ レ

ン ス 院 外 参 加 者 数 ( 人 ) 1 1 4 

(2) 治 験 ・ 臨 床 研 究 を 通 じ た 次 世 代 医 療 の 開 拓

よ り 有 効 で 安 全 性 の 高 い 治 療 を 目 指 し ， 国 立 研 究 開 発 法 人 理 化 学 研 究 所

( 以 下 「 理 化 学 研 究 所 」 と い う o ) 等 と 緊 密 に 協 力 し て 橋 渡 し 研 究 を 行

い ， 眼 疾 患 に 係 る 臨 床 研 究 及 び 治 験 に 積 極 的 に 取 り 組 む O そ の 際 ， 患 者

の 自 由 意 思 に よ る イ ン フ ォ ー ム ド ・ コ ン セ ン ト を 徹 底 す る と と も に ， 人

権 の 保 護 ， 安 全 性 の 確 保 ， 倫 理 的 配 慮 等 を 必 ず 行 う 。

・ 理 化 学 研 究 所 等 と 連 携 し て p s 細 胞 治 療 や 網 膜 色 素 上 皮 細 胞 移 植 ， 培

養 口 腔 粘 膜 上 皮 細 胞 シ ー ト に よ る 眼 表 面 再 建 治 療 な ど の 新 し い 眼 科 治 療

や 診 断 法 の 開 発 を 推 進 し ， 神 戸 医 療 産 業 都 市 及 び 日 本 の 眼 科 医 療 に 貢 献

す る 。

関 連 指標 ( 単 位 : 件 )

病 院 名 項 目 平 成 2 9 年 度 実 績

治 験 実 施 件 数 O 
神 戸 ア イ セ ン タ ー 病 院 受 託 研 究 件 数 4 

臨 床 研 究 件 数 1 4  

(3) 視 覚 障 害 者 支 援 施 設 等 と 連 携 し た 患 者 の 日 常 生 活 支 援

- 視 覚 障 害 者 支 援 施 設 等 と 緊 密 に 連 携 し て ロ ー ビ ジ ョ ン ケ ア ( 視 覚 に 障 害

が あ る 人 に 対 す る 支 援 ) を 進 め る と と も に ， 地 域 包 括 ケ ア シ ス テ ム の 推

進 に つ な が る ， 重 篤 な 眼 疾 患 か ら 社 会 生 活 へ 復 帰 を 支 援 す る ワ ン ス ト ッ

プ セ ン タ ー ( 研 究 ， 治 療 ， リ ハ ビ リ ， 社 会 復 帰 ま で を 一 貫 し て 対 応 す る

施 設 ) と し て の 役 割 を 果 た す 。

・ 眼 科 専 門 病 院 と し て ， 全 部 門 が 来 院 者 の 特 徴 に 配 慮 し た サ ー ビ ス を 提 供

し ， 患 者 サ ー ビ ス の 向 上 に 向 け た 取 組 み を 推 進 す る 。

関 連 指標

病 院 名 項 目

神 戸 ア イ セ ン タ ー 病 院 | ロ ー ビ ジ ョ ン ケ ア 施 設 と の 紹
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( 単 位 : 人 )

平 成 2 9 年 度 実 績

1 9 7  



巴竺
凶) 診 療 ・ 臨 床 研 究 を 担 う 未 来 の 医 療 人 材 育 成

・ 臨 床 ， 教 育 ， 研 究 そ れ ぞ れ に 取 り 組 み ， 日 本 の 眼 科 の 未 来 を 担 う 人 材 の

育 成 に 取 り 組 む 。

・ モ チ ベ ー シ ョ ン の 好 循 環 と な る よ う ， 医 師 の 業 績 に 応 じ て 研 究 費 を 配 分

す る 制 度 を 構 築 ・ 運 用 す る 。

関 連 指 標 ( 単 位 : 件 )

病 院 名 項 目 平 成 2 9 年 度 実 績

神 戸 ア イ セ ン タ ー 病 院
論 文 掲 載 件 数 1 2  

学 会 発 表 件 数 9 

6 共 通 の 役 割

( 1 )  安 全 で 質 の 高 い 医 療 を 提 供 す る 体 制 の 構 築

・ 全 職 員 が 患 者 の 安 全 を 最 優 先 に 万 全 な 対 応 を 行 う こ と が で き る よ う に

医 師 及 び 看 護 師 等 か ら な る 医 療 安 全 管 理 室 を 中 心 に ， 医 療 安 全 に 関 す る

情 報 の 収 集 及 び 分 析 を 行 い ， 医 療 安 全 対 策 を 徹 底 す る 。

- 院 内 で 発 生 し た イ ン シ デ ン ト ( 医 療 の 全 過 程 の う ち い ず れ か の 過 程 に お

い て 発 生 し た ， 患 者 ・ 医 療 従 事 者 に 被 害 を 及 ぼ す こ と は な か っ た が 注 意

を 喚 起 す べ き 事 例 ) 及 び ア ク シ デ ン ト ( 医 療 の 全 過 程 の う ち い ず れ か の

過 程 に お い て 発 生 し た ， 患 者 ・ 医 療 従 事 者 に 傷 害 を 及 ぼ し た 事 例 ) に つ

い て の 報 告 を 強 化 し ， そ の 内 容 を 分 析 し ， 法 人 全 体 で 共 有 す る こ と に よ

り 再 発 防 止 に 取 り 組 む な ど ， 医 療 安 全 意 識 を 醸 成 す る 。

- 医 療 事 故 が 発 生 し た 場 合 に は ， 医 療 事 故 調 査 制 度 等 に 基 づ き 適 切 な 対 応

を 取 る と と も に ， 公 表 指 針 に 基 づ き 公 表 し ， 信 頼 性 と 透 明 性 を 確 保 す る 0

・ 質 の 高 い 医 療 を 提 供 す る た め ， ク リ ニ カ ル パ ス ( 入 院 患 者 に 対 す る 治 療

の 計 画 を 示 し た 日 程 表 ) ， 臨 床 評 価 指 標 ( C 1 ク リ ニ カ ル イ ン デ ィ ケ

ー タ ー ) 等 を 法 人 全 体 で 共 有 し ， 相 互 に 分 析 を 行 い ， 評 価 ・ 活 用 す る 0

・ 病 院 機 能 評 価 の 受 審 等 ， 外 部 評 価 も 積 極 的 に 活 用 し ， 医 療 の 質 向 上 を 図

る 。

目 標 値 ( 単 位 % )
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病 院 名 項 目 平 成 2 9 年 度 実 績 目 標 値 ※

中 央 市 民 病 院 6 2 . 4  6 0 .  0 以 上

西 市 民 病 院 ク リ ニ カ ノレ パ ス 4 6 .  5 5 0 .  0 以 上 1
西 神 戸 医 療 セ ン タ ー 適 用 率 6 2 . 8 6 0 .  0 以 上

神 戸 ア イ セ ン タ ー 病 院 9 9 . 3 9 9 .  0 以 上

※ 期 間 中 各 年 度 で 達 成 を 目 指 す 。

関 連 指 標

平 成 2 9 年

病 院 名 項 目 度 実 績

医 療 安 全 研 修 等 実 施 回 数 ( 回 ) 1 9 2  

イ ン シ デ ン ト レ ポ ー ト 数 ( 件 ) 5 ， 2 2 4  

う ち 医 師 の 報 告 割 合 ( % ) 7 . 4 

中 央 市 民 病 院 職 員 1 人 当 た り の イ ン シ デ ン ト レ ポ ー ト 数

( 件 / 人 ) 2 . 9 

ア ク シ デ ン ト レ ポ ー ト 数 ( 件 ) 9 ( 1 2 ) ※ 

ク リ ニ カ ル パ ス 種 類 ( 種 類 ) 4 4 4  

医 療 安 全 研 修 等 実 施 回 数 ( 回 ) 1 5  

イ ン シ デ ン ト レ ポ ー ト 数 ( 件 ) 1 ， 6 7 4  

う ち 医 師 の 報 告 割 合 ( % ) 3 . 9 

西 市 民 病 院 職 員 1 人 当 た り の イ ン シ デ ン ト レ ポ ー ト 数

( 件 / 人 ) 2 . 8 

ア ク シ デ ン ト レ ポ ー ト 数 ( 件 ) 8 

ク リ ニ カ ル パ ス 種 類 ( 種 類 ) 2 1 7  

医 療 安 全 研 修 等 実 施 回 数 ( 回 ) 5 8 9 

イ ン シ デ ン ト レ ポ ー ト 数 ( 件 ) 2 ， 4 5 2  

う ち 医 師 の 報 告 割 合 ( % ) 4 .  3 
西 神 戸 医 療 セ 職 員 1 人 当 た り の イ ン シ デ ン ト レ ポ ー ト 数
ン タ ー ( 件 / 人 ) 3 . 0 

ア ク シ デ ン ト レ ポ ー ト 数 ( 件 ) 6 ( 1 7 ) ※ 

ク リ ニ カ ル パ ス 種 類 ( 種 類 ) 2 2 3  

医 療 安 全 研 修 等 実 施 回 数 ( 回 ) 2 

イ ン シ デ ン ト レ ポ ー ト 数 ( 件 ) 1 0 4 

う ち 医 師 の 報 告 割 合 ( % ) 1 3 .  5 
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神 戸 ア イ セ ン 職 員 1 人 当 た り の イ ン シ デ ン ト レ ポ ー ト 数
タ ー 病 院 ( 件 / 人 ) 1 . 9 

ア ク シ デ ン ト レ ポ ー ト 数 ( 件 ) O 

ク リ ニ カ ル パ ス 種 類 ( 種 類 ) 4 0  

※ ( ) 書 き は 合 併 症 ( 検 査 や 治 療 に 伴 っ て ， あ る 確 率 で 不 可 避 に 生 じ

る 病 気 や 症 状 ) を 含 む O

(2) 患 者 の 権 利 を 尊 重 し ， 信 頼 と 満 足 が 得 ら れ る 体 制 の 構 築

「 患 者 の 権 利 章 典 J の も と ， 患 者 中 心 の 医 療 を 常 に 実 践 し ， イ ン フ ォ ー

ム ド ・ コ ン セ ン ト を 徹 底 す る と と も に ， 患 者 自 身 が 治 療 方 針 を 適 切 に 自

己 決 定 で き る よ う に 支 援 す る 。

- 市 民 病 院 の 基 本 理 念 に 基 づ き ， 常 に 患 者 や そ の 家 族 の 立 場 を 考 え ， 温 か

く 心 の こ も っ た 応 対 が で き る よ う ， 職 員 の 接 遇 能 力 の 向 上 を 図 る 。

- 病 院 長 の リ ー ダ ー シ ッ プ の も と ， 職 種 ・ 部 門 横 断 的 に 連 携 し ， 必 要 な 療

養 環 境 の 改 善 や 総 合 的 な 待 ち 時 間 対 策 及 び 国 際 化 の 更 な る 進 展 に よ る 多

言 語 へ の 対 応 等 ， だ れ も が 利 用 し や す い 病 院 づ く り を 行 う 。

・ 患 者 や そ の 家 族 が 院 内 で 快 適 に 過 ご す こ と が で き る よ う ， 定 期 的 な ア ン

ケ ー ト 調 査 や 意 見 箱 の 設 置 等 に よ り ニ ー ズ を 的 確 に 把 握 し ， 院 内 で 情 報

共 有 す る と と も に 問 題 点 の 評 価 ・ 改 善 を 繰 り 返 す こ と で ， き め 細 や か な

サ ー ビ ス を 提 供 す る 。

関 連 指 標

平 成 2 9 年 度

病 院 名 項 目 実 績 ※

患 者 満 足 度 調 査 結 果 ( 入 院 ) ( % ) 9 8 . 9 

中 央 市 民 病 院
患 者 満 足 度 調 査 結 果 ( 外 来 ) ( % ) 9 7 . 7 

患 者 応 対 研 修 等 参 加 者 数 ( 人 ) 7 9 4 

医 療 通 訳 実 施 件 数 ( 件 ) 3 9 2  

患 者 満 足 度 調 査 結 果 ( 入 院 ) ( % ) 9 4 . 2 

西 市 民 病 院
患 者 満 足 度 調 査 結 果 ( 外 来 ) ( % ) 9 4 .  2 

患 者 応 対 研 修 等 参 加 者 数 ( 人 ) 5 2  

医 療 通 訳 実 施 件 数 ( 件 ) 3 5 3  
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患 者 満 足 度 調 査 結 果 ( 入 院 ) ( % ) 9 5 . 0 

西 神 戸 医 療 セ ン タ 患 者 満 足 度 調 査 結 果 ( 外 来 ) ( % ) 9 3 .  0 
一

患 者 応 対 研 修 等 参 加 者 数 ( 人 ) 9 3  

医 療 通 訳 実 施 件 数 ( 件 ) 9 

患 者 満 足 度 調 査 結 果 ( 入 院 ) ( % ) 9 6 . 4 

神 戸 ア イ セ ン タ ー 患 者 満 足 度 調 査 結 果 ( 外 来 ) ( % ) 9 2 .  6 

病 院
患 者 応 対 研 修 等 参 加 者 数 ( 人 ) O 

医 療 通 訳 実 施 件 数 ( 件 ) 1 1  

※ 患 者 満 足 度 調 査 結 果 は 満 足 + や や 満 足 J の 割 合 。

(3) 市 民 へ の 情 報 発 信

・ 各 病 院 の 役 割 や 機 能 ， 特 色 ， 治 療 方 針 ， 地 域 医 療 機 関 と の 連 携 状 況 及 び

経 営 状 況 に つ い て 市 民 及 び 患 者 に 広 く 知 っ て も ら う た め ， 広 報 誌 や ホ ー

ム ペ ー ジ を 活 用 し て ， 積 極 的 に 情 報 を 発 信 す る 。

- 市 民 の 健 康 向 上 の た め ， 最 新 の 治 療 情 報 や 日 常 生 活 の 注 意 点 等 を 公 開 講

座 ， 各 種 教 室 等 を 通 じ て 発 信 し ， 市 と と も に 健 康 づ く り 施 策 に 取 り 組 む 。

関 連 指 標 ( 単 位 : 回 )

病 院 名 項 目 平 成 2 9 年 度 実 績

各 種 教 室 等 開 催 回 数 9 3  

中 央 市 民 病 院 市 民 向 け 広 報 誌 発 行 回 数 4 

ホ ー ム ペ ー ジ ア ク セ ス 回 数 2 ， 7 0 4 ， 8 7 4  

各 種 教 室 等 開 催 回 数 3 3  

西 市 民 病 院 市 民 向 け 広 報 誌 発 行 回 数 3 

ホ ー ム ペ ー ジ ア ク セ ス 回 数 1 2 7 ， 5 9 2  

各 種 教 室 等 開 催 回 数 1 6  

西 神 戸 医 療 セ ン タ ー 市 民 向 け 広 報 誌 発 行 回 数 3 

ホ ー ム ペ ー ジ ア ク セ ス 回 数 1 7 9 ， 6 2 5  

各 種 教 室 等 開 催 回 数

神 戸 ア イ セ ン タ ー 病 院 市 民 向 け 広 報 誌 発 行 回 数 O 

ホ ー ム ペ ー ジ ア ク セ ス 回 数 2 8 ， 9 0 2  
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第 3 業 務 運 営 の 改 善 及 び 効 率 化 に 関 す る 目 標 を 達 成 す る た め に と る べ き 措 置

1 優 れ た 専 門 職 の 確 保 と 人 材 育 成

- 職 員 一 人 ひ と り が よ り 良 い 将 来 の 展 望 を 持 て る よ う ， 働 き が い の あ る 職

場 環 境 を 構 築 す る と と も に 働 き 方 の 改 革 を 推 進 し ， 優 れ た 専 門 職 の 確 保

と 人 材 育 成 に 取 り 組 む 。

- 女 性 の 活 躍 で き る 労 働 環 境 の 整 備 を 推 進 す る と と も に ， 全 職 員 が ワ ー ク
さ ん

ラ イ フ バ ラ ン ス ( 仕 事 と 生 活 の 調 和 ) と 自 己 研 鎖 の 両 立 が 可 能 と な る よ

う 取 り 組 む 。 特 に 医 師 に つ い て は ， 国 の 動 向 も 踏 ま え ， 積 極 的 に 時 間 外

勤 務 時 間 の 削 減 に 努 め る 。

( 1 )  職 員 の 能 力 向 上 等 へ の 取 り 組 み

- 市 民 病 院 職 員 と し て の 使 命 感 を 持 ち ， 高 い 専 門 性 と 協 調 性 ， 豊 か な 人 間

性 を 兼 ね 備 え た 医 師 ， 看 護 師 ， コ メ デ イ カ ル ス タ ッ フ ， 事 務 職 員 等 の 確

保 ・ 育 成 に 継 続 し て 取 り 組 む 。

- す べ て の 職 員 が 必 要 な 技 能 や 知 識 を 習 得 で き る よ う 教 育 及 び 研 修 制 度 を

充 実 し 4 病 院 体 制 で の 人 事 交 流 や ジ ョ ブ ロ ー テ ー シ ョ ン の 観 点 を 踏 ま

え ， 指 導 者 も 含 め た 次 世 代 医 療 を 担 う 人 材 を 育 成 す る 。 特 に 病 院 経 営 や

臨 床 研 究 に 関 す る 人 材 確 保 と 育 成 に 努 め る 。

関 連 指 標 ( 単 位 : 人 )

病 院 名 項 目 平 成 2 9 年 度 実 績

専 門 医 数 ( 延 人 数 ) 3 4 3 

認 定 医 数 ( 延 人 数 ) 2 2 0  

臨 床 教 授 等 ( 延 人 数 ) 2 1  

中 央 市 民 病 院
研 修 指 導 医 数 ( 延 人 数 ) 1 3 7  

専 門 看 護 師 数 ( 合 計 ) 1 3  

認 定 看 護 師 数 ( 合 計 ) 3 3  

研 究 休 職 制 度 等 利 用 者 数 4 

資 格 取 得 支 援 制 度 利 用 者 数 1 5  

専 門 医 数 ( 延 人 数 ) 1 2 0  
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認 定 医 数 ( 延 人 数 ) 8 5  

臨 床 教 授 等 ( 延 人 数 ) 6 

西 市 民 病 院 研 修 指 導 医 数 ( 延 人 数 ) 1 6  

専 門 看 護 師 数 ( 合 計 ) 5 

認 定 看 護 師 数 ( 合 計 ) 9 

研 究 休 職 制 度 等 利 用 者 数 1 

資 格 取 得 支 援 制 度 利 用 者 数 3 

専 門 医 数 ( 延 人 数 ) 1 5 6  

認 定 医 数 ( 延 人 数 ) 7 7  

臨 床 教 授 等 ( 延 人 数 ) 7 

西 神 戸 医 療 セ ン タ ー 研 修 指 導 医 数 ( 延 人 数 ) 9 0  

専 門 看 護 師 数 ( 合 計 ) 5 

認 定 看 護 師 数 ( 合 計 ) 1 5  

研 究 休 職 制 度 等 利 用 者 数 1 

資 格 取 得 支 援 制 度 利 用 者 数 8 

専 門 医 数 ( 延 人 数 ) 9 

認 定 医 数 ( 延 人 数 ) 8 

臨 床 教 授 等 ( 延 人 数 ) 2 

神 戸 ア イ セ ン タ ー 病 院
研 修 指 導 医 数 ( 延 人 数 ) 5 

専 門 看 護 師 数 ( 合 計 )

認 定 看 護 師 数 ( 合 計 )

研 究 休 職 制 度 等 利 用 者 数 O 

資 格 取 得 支 援 制 度 利 用 者 数

(2) 職 員 が 意 欲 的 に 働 く こ と の で き る 人 事 給 与 制 度 の 構 築

- 全 職 員 が 意 欲 的 に 働 く こ と が で き る よ う ， 職 員 の 能 力 や 貢 献 度 が 各 病 院

の 特 性 に 応 じ て 適 正 に 評 価 さ れ る 人 事 給 与 制 度 を 構 築 す る 。

・ 全 職 員 が 高 い パ フ ォ ー マ ン ス を 発 揮 で き る よ う ， 1 C T の 活 用 や 柔 軟 な

- 147 -



勤 務 制 度 の 導入 を 検討す る 。 ま た ， ワ ー ク ラ イ フ バ ラ ン ス の 確保 に 向 け

た 取組み を 実施す る 。

- 医 師 を は じ め と す る 職員 の 負 担軽減 と 医 療 の 質 の 向 上 を 両 立 さ せ る た め ，

業 務 の 効 率化 を 進 め る と と も に ， 業 務 の 量や 質 に 応 じ た 適切 な 人員配置

を 行 う 。

関 連 指標
平成 2 9年

病 院名 項 目 度 実績

中 央市 民 病 院 医 師事務作業補助 者 の 配置数 (人 ) 9 5  

1 人 当 た り の 年次有給休暇 消 化数 ( 日 /人 ) 9 .  3 

西 市 民 病 院 医 師事務作業補助者 の 配置数 (人 ) 2 1  

1 人 当 た り の 年次有給休暇 消化数 ( 日 /人 ) 1 1 . 2 

西 神 戸 医 療 セ ン タ 医 師事務作業補助 者 の 配置数 (人 ) 4 一
1 人 当 た り の 年次有給休暇 消 化数 ( 日 /人 ) 9 .  1 

神 戸 ア イ セ ン タ ー 医 師事務作業補助 者 の 配置数 (人 ) 1 0  
病 院 1 人 当 た り の 年次 有給休暇 消 化数 ( 日 /人 )

医 師 事務作業補助者 の 配置数 (人 )法 人本部
1 人 当 た り の 年次有給休暇 消 化数 ( 日 /人 ) 8 .  1 

法 人全体 健康診 断受診 率 ( % ) 1 0 0 . 0 

(3) 人材育成等 に お け る 地域貢献

・ 公 的 病 院 の 使命 で あ る 救急及 び 高 度 ・ 急性期 医 療 に 加 え ， 福 祉 と の 連携

を 踏 ま え た 地域 医 療 等 を 学ぶ 場 と し て ， 初 期 研修 医 及 び 専攻 医 の み な ら

ず ， 医 学 部 生 ， 看護 学 生 ， 薬 学 部 生 を は じ め と し た ， 医 療 系 学生及び地

域 医 療 を 支 え る 人材 を 積極 的 に 受 け 入れ る 体制 の 充 実 等 ， 地 域 に お け る

優 秀 な 人材 の 育成 と 医 療 の 質 向 上 に 貢 献す る 。 特 に ， 新 専 門 医 制 度 へ の

対応 や ， 神 戸 市看護 大 学 を は じ め と し た 神 戸 市 内 の 看 護 学 生 の 受 入れ に

努 め る 。

標指連関

Ill- 病 院名 項 目

( 単位 : 人 )

| 平成 2 9年 |
度実績 | 
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講 師 派 遣 数 ( 延 人 数 ) 1 ， 4 2 4  

初 期 研 修 医 数 4 1  

専 攻 医 数 1 0 7  
兵子三4一 ( 医 学 部 ・ 歯 学 部 生 ) 9 8 6  

生 ( 看 護 学 生 ) 3 ， 7 0 5  
中 央 市 民 病 院 実 ( 薬 学 部 生 ) 2 ， 1 3 4 

習 ( 臨 床 検 査 ) 1 8 9  

等 ( 診 療 放 射 線 ) 1 1 5 
戸5ζZ ( 理 学 療 法 ・ 作 業 療 法 ・ 言 語 聴 覚 ) 1 ， 9 8 4  

入 ( 臨 床 工 学 ) 4 6 4  

人 ( 栄 養 管 理 ) 1 1 0  

数 ( 視 能 訓 練 ) O 

講 師 派 遣 数 ( 延 人 数 ) 1 3 0  

初 期 研 修 医 数 1 5  

専 攻 医 数 2 6  
Aす斗4ー与

( 医 学 部 ・ 歯 学 部 生 ) 1 9 9  

生 ( 看 護 学 生 ) 2 ， 3 3 9  
西 市 民 病 院 実 ( 薬 学 部 生 ) 1 ， 0 1 0  

習 ( 臨 床 検 査 ) 1 3 1  

等 ( 診 療 放 射 線 )
J戸ιZ ( 理 学 療 法 ・ 作 業 療 法 ・ 言 語 聴 覚 ) 5 6  

入 ( 臨 床 工 学 ) 1 1 0  

人 ( 栄 養 管 理 ) 2 1 0  

数 ( 視 能 訓 練 ) O 

講 師 派 遣 数 ( 延 人 数 ) 2 3 3  

初 期 研 修 医 数 2 0  

専 攻 医 数 2 6  
兵子と4ー弘 ( 医 学 部 ・ 歯 学 部 生 ) 3 0 7  

西 神 戸 生 ( 看 護 学 生 ) 3 ， 4 3 0 

医 療 セ ン タ ー 実 ( 薬 学 部 生 ) 6 6 7  

習 ( 臨 床 検 査 ) 2 1 2  

等 ( 診 療 放 射 線 ) 1 8 0  
�ζ L ( 理 学 療 法 ・ 作 業 療 法 ・ 言 語 聴 覚 ) 2 7 1  

入 ( 臨 床 工 学 ) 7 2  

人 ( 栄 養 管 理 ) 8 0  

数 ( 視 能 訓 練 ) 2 5 5  

講 師 派 遣 数 ( 延 人 数 ) 1 3  
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神 戸
初 期 研 修 医 数 O 

ア イ セ ン タ ー 病 院 専 攻 医 数 2 
学 生 実 習 等 受 入 れ 人 数 ( 医 学 部 ・ 歯 学 部

生 ) 1 0  

2 効 率 的 な 業 務 運 営 体 制 の 構 築

( 1 )  P D C A サ イ ク ル が 機 能 す る 仕 組 み の 構 築 及 び 法 令 遵 守 ( コ ン プ ラ イ ア

ン ス ) の 徹 底

・ 全 職 員 が 目 標 及 び 課 題 を 共 有 し ， 各 年 度 計 画 の 進 捗 管 理 を P D C A サ イ

ク ル ( 計 画 ， 実 行 ， 評 価 及 び 改 善 の 4 段 階 を 繰 り 返 す こ と に よ っ て 業 務

を 継 続 的 に 改 善 す る こ と ) に 基 づ き 確 実 に 行 う こ と に よ り ， 経 営 改 善 に

取 り 組 み ， 長 期 的 視 点 に 立 っ た 質 の 高 い 経 営 を 進 め る 。

・ 理 事 長 の リ ー ダ ー シ ッ プ の も と ， 常 任 理 事 会 ， 理 事 会 が 運 営 に 関 す る チ

エ ツ ク 機 能 を 働 か せ ， 課 題 が 発 見 さ れ た 際 は 迅 速 な 対 応 を 行 う 。

- 市 民 病 院 と し て の 使 命 を 適 切 に 果 た し ， 市 民 か ら の 信 頼 を 確 保 す る た め

に ， 医 療 法 ( 昭 和 2 3 年 法 律 第 2 0 5 号 ) を は じ め 市 の 条 例 が 適 用 さ れ る 個

人 情 報 保 護 や 情 報 公 開 等 も 含 め た 関 係 法 令 の 遵 守 の 徹 底 と 業 務 運 営 の 透

明 化 を 推 進 す る 。

- 臨 床 研 究 を 含 め た 業 務 全 般 に つ い て 内 部 監 査 を 実 施 す る と と も に 職 場 研

修 を 定 期 的 に 実 施 す る な ど ， 法 令 及 び 行 動 規 範 遵 守 の 重 要 性 を 全 職 員 が

認 識 し ， 実 践 す る 。

関 連 指 標

病 院 名 項 目 平 成 2 9 年 度 実 績

法 人 全 体
コ ン ブ ラ イ ア ン ス 研 修 等 実 施 回 数 ( 回 ) 5 

コ ン ブ ラ イ ア ン ス 研 修 受 講 率 ( % ) 9 8 .  3 

(2) 市 民 病 院 聞 に お け る 情 報 連 携 体 制 の 強 化

・ 医 療 情 報 に つ い て の シ ス テ ム 最 適 化 に 向 け た 検 討 や 診 療 情 報 の 相 互 閲 覧

な ど 4 病 院 を 連 携 し て い く 取 組 み を 推 進 す る と と も に ， 統 括 で き る 体

制 を 強 化 す る 。

・ 高 度 化 す る サ イ バ ー 攻 撃 等 の 情 報 セ キ ュ リ テ ィ リ ス ク に 対 し ， こ れ を 回

避 ， 低 減 す る 技 術 的 対 策 を 講 じ る ほ か ， 定 期 的 な 人 的 訓 練 を 職 員 に 対 し
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て 実 施 す る こ と に よ り 安 全 性 を 高 め ， 病 院 聞 の 情 報 連 携 を 推 進 す る 。

・ 各 病 院 聞 の 連 携 会 議 や 研 修 会 等 を 積 極 的 に 開 催 し ， 法 人 内 の 情 報 連 携 を

促 進 す る 。

関 連 指 標

病 院 名 項 目

( 単 位 : 回 )

平 成 2 9 年 実 績

法 人 全 体 | 情 報 セ キ ュ リ テ ィ 訓 練 等 実 施 回 数 2 1  

第 4 財 務 内 容 の 改 善 に 関 す る 目 標 を 達 成 す る た め に と る べ き 措 置

1 経 営 改 善 の 取 組 み と 経 常 収 支 目 標 の 達 成

・ 運 営 費 負 担 金 交 付 の も と ， 市 民 病 院 と し て の 役 割 に 応 じ た 政 策 的 医 療 を

提 供 し ， 各 病 院 が 経 営 改 善 の 取 組 み を 進 め ， 機 動 的 か っ 戦 略 的 な 病 院 経

営 を 行 う こ と で ， 年 度 ご と の 経 常 収 支 目 標 を 達 成 す る 。

- 効 率 的 な 病 床 運 営 ， 地 域 医 療 機 関 と の 連 携 推 進 等 に よ る 新 規 患 者 の 確 保 ，

診 療 機 能 の 強 化 等 に よ り 医 業 収 益 を 確 保 す る と と も に 経 費 削 減 に 努 め ，

法 人 全 体 で 収 支 を 均 衡 さ せ る よ う 取 り 組 む 。

・ 平 成 2 9 年 度 実 績 及 び 平 成 3 0 年 度 上 期 実 績 等 を 踏 ま え て ， 目 標 値 を 設 定 し

た 。

( 1 )  中 央 市 民 病 院

- 南 館 の 更 な る 活 用 に 向 け て ， 本 館 と の 一 体 的 な 病 床 運 営 や 手 術 部 門 ， 外

来 部 門 ， 救 急 部 門 な ど 各 部 門 の 診 療 機 能 の 強 化 に 取 り 組 む と と も に ， 新

た な 診 療 報 酬 加 算 の 検 討 等 ， 医 業 収 益 の 増 収 を 図 る 。

- 材 料 費 の 削 減 ， 効 率 的 ・ 効 果 的 な 業 務 執 行 な ど ， 費 用 の 削 減 に 努 め ， 職

員 一 丸 と な っ て 経 営 改 善 を 行 う 。

目 標 値

病 院 名

中 央 市 民 病 院

項 目

医 業 収 支 比 率 ( % ) ※ 1 

経 常 収 支 比 率 ( % ) 

病 床 利 用 率 ( % ) ※ 2 

平 均 在 院 日 数 ( 日 ) ※ 2

新 規 患 者 数 ( 入 院 ) ( 人 )

- 1 5 1  -

平 成 2 9 年 度 実 績 目 標 値 ※ 3

9 9 .  1 9 7 . 5 以 上

1 0 1 .  0 1 0 0 . 2 以 上

9 2 .  9 9 2 . 6 以 上

1 0 . 4 1 0 . 4 以 下

2 3 ， 2 8 8  2 3 ， 7 8 9 以 上



| 新 規 患 者 数 ( 外 来 ) ( 人 ) I 8 8 ， 3 5 2 I 8 6 ， 6 3 5 以 上 |
※ 1  医 業 収 支 比 率 は 運 営 費 負 担 金 を 含 ま な い 。

※ 2  病 床 利 用 率 ， 平 均 在 院 日 数 は 感 染 症 病 床 及 び M P U 病 床 を 含 ま な い 。

※ 3  医 業 収 支 比 率 ・ 経 常 収 支 比 率 は 期 間 中 の 平 均 値 。 病 床 利 用 率 ， 平 均

在 院 日 数 は 期 間 中 各 年 度 で 達 成 を 目 指 す 。 新 規 患 者 数 は 入 院 ・ 外 来

と も 平 成 3 1 年 度 目 標 値 。

関 連 指 標

病 院 名 項 目 平 成 2 9 年 度 実 績

単 年 度 資 金 収 支 ( 百 万 円 ) 1 ， 3 1 7  

給 与 費 比 率 (% ) 4 4 .  6 

材 料 費 比 率 ( % ) 3 2 . 0 

経 費 比 率 ( % ) 1 8 .  1 

中 央 市 民 病 院
運 営 費 負 担 金 比 率 ( % ) 7 . 4 

手 術 件 数 ( 入 院 ・ 外 来 合 計 ) ( 件 ) 1 2 ， 5 0 0  

患 者 1 人 当 た り の 診 療 単 価 ( 入 院 ) ( 円 ) 9 8 ， 2 8 6  

患 者 1 人 当 た り の 診 療 単 価 ( 外 来 ) ( 円 ) 2 0 ， 7 6 7  

査 定 減 率 ( 入 院 ) ( % ) 1 .  1 0  

査 定 減 率 ( 外 来 ) ( % ) 0 . 2 0  

(2) 西 市 民 病 院

- 地 域 医 療 支 援 病 院 と し て の 役 割 を 果 た し 続 け て い く た め ， 医 師 の 確 保 等

に よ る 診 療 科 の 強 化 ， 救 急 車 受 入 れ 方 針 の 徹 底 に よ る 応 需 率 の 向 上 ， 外

来 機 能 の 強 化 に 加 え ， 地 域 医 療 機 関 と の 連 携 強 化 等 に よ る 増 収 を 図 る 。

・ 新 た な 診 療 報 酬 加 算 の 検 討 等 に よ る 増 収 ， 粘 り 強 い 価 格 交 渉 等 に よ る 費

用 の 削 減 に 積 極 的 に 取 り 組 む 。

- 効 果 的 な 経 営 分 析 や 院 内 外 に 向 け た 情 報 発 信 の 強 化 に 努 め ， 院 内 全 体 で

の 経 営 改 善 に 努 め る 。

目 標 値

病 院 名 項 目

医 業 収 支 比 率 ( % ) ※ 1 
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平 成 2 9 年 度 実 績 目 標 値 ※ 3

9 0 .  1 9 4 .  1 以 上



西 市 民 病 院

経 常 収 支 比 率 (% ) 

病 床利 用 率 (% ) ※ 2 

平 均在院 日 数 ( 日 ) ※ 2

新 規 患者数 ( 入 院 ) ( 人 )

新規患者数 ( 外 来 ) ( 人 )

※ 1 医 業 収 支 比 率 は運 営 費 負担金 を含 ま な い 。

9 6 .  1 9 9 .  8 以 上

8 7 . 9 9 2 . 9 以 上

1 2 . 8  1 2 .  1 以 下

9 ， 0 0 9  9 ， 3 3 3 以 上

2 0 ， 3 6 6  2 0 ， 0 0 3 以 上

※ 2  病 床 利 用 率 ， 平 均 在 院 日 数 は 期 間 中 各年度 で 達成 を 目 指す 。 平 均在

院 日 数 は 地域包括 ケ ア 病棟 を 含 ま な い 。

※ 3  医 業 収 支 比 率 ・ 医 業 収 支 比 率 は 期 間 中 の 平 均 値 。 新 規 患 者数 は 入

院 ・ 外 来 と も 平成 3 1年 度 目 標値 。

関 連指標
平成 2 9年度

病 院名 項 目 実 績

単年度 資金収支 (百 万 円 ) ... 3 0 1  

給 与 費 比 率 (% ) 5 9 . 8 

材料費 比 率 (% ) 2 5 .  2 

経 費 比 率 (% ) 1 6 . 4 

西 市 民 病 院 運 営 費 負 担 金 比 率 (% ) 8 .  7 

手術件数 ( 入 院 ・ 外 来合計 ) (件 ) 2 ， 9 3 0  

患者 1 人 当 た り の 診 療 単価 ( 入 院 ) ( 円 ) 5 2 ， 7 5 9  

患 者 1 人 当 た り の 診 療 単価 ( 外 来 ) ( 円 ) 1 4 ， 6 5 0  

査 定減率 ( 入 院 ) ( % ) 0 . 4 7 

査 定減率 ( 外 来 ) ( % ) 0 . 3 2  

(3) 西神 戸 医療 セ ン タ ー

・ 高 齢 化 等 に よ る 地 域 医 療 需 要 の 変 化 に 対応 し ， 地 域 医 療機 関 と の 連携 強

化 ， 救 急 車 の 積極 的 な 受 入れ に よ る 新 規 患 者 の 確保 に 努 め る と と も に ，

新 た な 診 療報酬加 算 の 取得 に よ る 増 収 に 取 り 組む 。

- 診 療 材料 の 採 用 品 目 見 直 し ， 価 格 交 渉 等 に よ る 材料費 の 削 減及 び業務 の

効 率化 に よ る 経 費 の 削 減等 に 取 り 組 む 。

目 標 値
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病 院名

西 神 戸 医 療 セ
ン タ ー

項 目

医 業 収 支 比 率 (% ) ※ 1 

経 常 収支 比 率 ( % ) 

病床利 用 率 (% ) ※ 2 

平 均在院 日 数 ( 日 ) ※ 2

新 規患者数 ( 入 院 ) (人 ) ※ 2

新規患者数 ( 外 来 ) (人 ) ※ 2

平成 2 9年 度
実績

9 9 .  5 

1 0 3 . 0 

8 9 . 7 

1 0 .  5 

1 3 ， 2 3 3  

3 7 ， 6 6 6  

※ 1  医 業収 支 比 率 は運 営 費 負 担 金 を 含 ま な い 。

目 標 値 ※ 3

9 8 . 4以 上

1 0 1 .  5 以 上

9 2 .  3 以 上 !

1 0 .  5 以 下

1 3 ， 5 4 1 以 上

3 7 ， 4 3 1 以 上

※ 2  病 床利 用 率 ， 平 均 在 院 日 数 ， 新 規 患者数 ( 入 院 ・ 外 来 ) は 結核病床

を 含 ま な い 。

※ 3  医 業 収 支 比 率 ・ 経 常 収支 比 率 は 期 間 中 の 平均値 。 病 床 利 用 率 ， 平 均

在 院 日 数 は 期 間 中 各 年度 で 達成 を 目 指 す 。 新 規 患者数 は入 院 ・ 外 来

と も 平成 3 1年 度 目 標値 。

関 連 指標
平成 2 9年度

病 院名 項 目 実績

単年度 資金収支 ( 百 万 円 ) 6 ， 0 5 0  

給 与 費 比 率 ( % ) 4 8 .  9 

材料費 比 率 ( % ) 2 7 . 3 

経 費 比 率 ( % ) 1 8 .  5 

西神 戸 医 療 セ 運営費負 担 金 比 率 (% ) 5 . 4 
ン タ ー 手術件数 ( 入 院 ・ 外 来合計 ) (件 ) 6 ， 0 8 8 

患者 1 人 当 た り の 診 療 単価 ( 入 院 ) ( 円 ) 6 5 ，  7 7 7  

患者 1 人 当 た り の 診 療 単価 ( 外 来 ) ( 円 ) 1 4 ， 7 1 7  

査 定減率 ( 入 院 ) ( % ) 0 . 4 7 

査 定減率 ( 外 来 ) ( % ) 0 . 2 3 

(4) 神 戸 ア イ セ ン タ ー 病 院

- 多 焦 点 眼 内 レ ン ズ を 用 い た 水 晶 体再建術等先進 医 療 の 提供や ， 白 内 障 ，

緑 内 障 ， 網 膜 疾 患 を は じ め と し た 質 の 高 い 標 準 医療 の 着 実 な 提供 と 高 度
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専 門 医 療 の 実施 に よ り ， 収 入 を 確保す る 0

・ 臨 床 研究や治験 を 推進す る た め の研究資 金 の 確保 に 努 め る 0

・ コ ス ト 管 理 の 徹底 に よ り ， 費 用 の 削 減 を 図 る 。

目 標 値

病 院名

神 戸 ア イ セ ン タ ー
病 院

項 目

医 業 収 支 比 率 (% ) ※ 1 

経 常 収 支 比 率 ( % ) 

病 床 利 用 率 (% ) 

平 均在院 日 数 ( 日 )

新 規 患者数 ( 入 院 ) (人 )

新 規患者数 ( 外 来 ) (人 )

平成 2 9年度
実績

8 1 .  5 

7 0 . 5 

6 2 . 4 

4 . 0 

5 6 8 

1 ， 5 1 2  

※ 1  医 業収 支 比 率 は 運 営 費 負 担金 を 含 ま な い 。

目 標 値 ※ 2

9 7 . 9 以 上

1 0 0 . 8 以 上

7 0 .  0以 上

3 .  7以 下

2 ， 0 7 0以 上

4 ， 1 2 0 以 上

※ 2  医 業 収 支 比 率 ・ 経 常 収 支 比 率 は 期 間 中 の 平均 値 。 病 床 利 用 率 ， 平 均

在 院 日 数 は 期 間 中 各年度 で 達成 を 目 指 す 。 新 規 患者数 は 入 院 ・ 外 来

と も 平成 3 1年 度 目 標値 。

関 連指標
平成 2 9年度

病 院名 項 目 実績

単年度 資 金 収 支 ( 百 万 円 ) 1 5  

給 与 費 比 率 ( % ) 4 5 .  3 

材料費 比 率 ( % ) 3 0 .  4 

経 費 比 率 ( % ) 2 5 . 5 

神 戸 ア イ セ 運 営 費 負 担 金 比 率 ( % ) 7 . 5 
ン タ ー 病 院 手術件数 ( 入 院 ・ 外 来合計 ) (件 ) 7 4 5 

患 者 l 人 当 た り の 診 療 単価 ( 入 院 ) ( 円 ) 8 5 ， 0 4 9 I 

患 者 1 人 当 た り の 診 療 単価 ( 外 来 ) ( 円 ) 1 7 ， 7 1 5  

査 定減率 ( 入 院 ) ( % ) O .  3 5  

査 定減 率 ( 外 来 ) ( % ) O .  1 5  

(5) 法 人 本 部
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- 医 療 を 取 り 巻 く 環 境 の 変 化 を 踏 ま え ， 経 営 に か か る 課題 の 抽 出 ・ 分析 を

実施す る な ど ， 各 病 院 へ の 経 営 改善支援 を 効果 的 か つ 効 率 的 に 行 う 。

- 各 病 院 と 法 人本部 と の 適切 な 役割 分 担 を 行 い ， 効 率 的 な 業 務運 営体制 を

踏 ま え た 組織運営 を 行 う 。

目 標 値 ( 単位 % )

病 院名 項 目 平 成 2 9年度 実績 目 標 値 ※ 2

法 人全体 医 業 収 支 比 率 ※ 1 9 7 . 3 9 7 . 2 以 上

経 常 収 支 比 率 1 0 0 . 4 1 0 0 .  5 以 上 |

※ 1  医 業 収 支 比 率 は運営費負 担金 を 含 ま な い 。

※ 2  経 常 収 支 比 率 ・ 医 業 収支 比 率 は 期 間 中 の 平均値 。

関 連指標

病 院名 項 目 平成 2 9年 度 実績

法人全体 単年度 資金収支 (百 万 円 ) 7 ， 0 8 2  

運 営 費 負 担 金 比 率 (% ) 7 . 1 

2 経 営 基盤 の 強化

( 1 )  収 入 の 確保及び費用 の 最適化

- 新規 患者数 の 確保や適正 な 在 院 日 数 に 基 づ く 病 床 管 理 に 取 り 組 む こ と に

加 え て ， 高 度 医療機器 の 効 率 的 な 運用 を 行 い ， 確 実 に 収入 を 確保す る 。

・ 医 療 を 取 り 巻 く 環 境 の 変 化 に 迅速 に 対応 で き る よ う ， 適 時 ， 的 確 な 経 営

分析 を 進 め る と と も に ， 診 療 報酬 改 定 に も 的 確 か っ 速や か に 対応 し ， 新

た な 収 入 の 確保 を 図 る 。

. 4 病 院 体制 の メ リ ッ ト を 活 か し た 調 達 費 用 の 削 減 や ， 消 費 税増 税 を 踏 ま

え た 費 用 削 減 へ の 取 組 み な ど ， 経 費 削 減 を 徹 底 す る 。 診 療 材 料 に つ い て

は 引 き 続 き 品 目 の 統一化や在庫 の 適 正化等へ の 取組み を 推進す る 。

関 連 指標

病 院名 項 目 平成 2 9年 度 実績

未収金額 ( 現年 ) ( 百 万 円 ) 9 4 

法 人全体 未収金額 ( 滞納繰越 ) ( 百 万 円 ) 1 7 7  

給 与 費 比 率 (% ) 4 8 .  7 
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材料費 比 率 ( % ) 

経 費 比 率 ( % ) 

(2) 計画 的 な 投 資 の 実施 と 効 果 の 検 証

2 9 .  8 

1 9 . 4 

- 少 子 高 齢 化 等 の 社会 情勢や 医 療 需 要 の 変 化 及 び 医 療 政 策 の 動 向 等 を 踏 ま

え 4 病 院 の 役割や特徴 ， 収益性 を 勘案 し た 計画 的 な 投 資 を 推進す る 。

- 高 度 医 療機器 の 更 新及 び整備 等総合 的 な 投 資 計画 を 策 定 し ， 状 況 に 応 じ

た 的確 な 投 資 を 行 う と と も に そ の 効 果 を 病 院 長 が 毎年度継続 的 に 検証 し ，

課題 が 検 出 さ れ た 場合 に は 当 該課題 の 改善 に 取 り 組 む 。

- 建 物 設備 の 経年 劣 化 に 対応 す る た め ， 中 長 期 的 な 視 点 に 立 っ た 計 画 的 な

保全整備 等 を 実施す る 。

第 5 予 算 ( 人 件 費 の 見積 も り を 含 む 。 ) ， 収 支 計画及び資金計画

「 第 4 財務 内 容 の 改 善 に 関 す る 目 標 を 達成す る た め に と る べ き 措置 j を 着

実 に 実 行す る こ と に よ り ， 運 営 費 負 担金等 の 交付 の も と ， 市 民 病 院 と し て の 役

割 を 果 た す と と も に ， 安 定 的 な 経 常収支及び資金収支 の 維持 を 図 る 。

1 予 算 ( 平 成 3 1年度 か ら の 5 年 間 単位 : 百 万 円 )

収 入

区 分 | 金 額

営 業収益

医 業収益

運 営 費 負 担 金

そ の 他 営 業収益

営 業外収益

運 営 費負 担金

そ の 他 営 業 外収益

臨 時利 益

運 営 費 負 担金

そ の 他 臨 時利 益

資本収入

運 営 費 負 担 金
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3 5 2 ， 4 0 7 

3 2 5 ， 4 5 0 

2 6 ， 0 6 4 

8 9 3 

6 ， 3 0 3  

1 ， 5 0 6  

4 ， 7 9 7  

O 

O 

O 

1 2 ， 3 4 5 

7 7 5  



支 出

運 営 費 交付金

長 期借入金

そ の 他 資本収入

そ の 他 の 収入

言十

営 業 費 用

医 業 費 用

給与費

材料費

経費

研究研修費

一般管理費

給 与 費

経費

研究研修費

営 業 外 費 用

臨 時損失

資本支 出

建設 改 良 費

償還金

そ の 他 の 資 本 支 出

そ の 他 の 支 出

計

※ 期 間 中 の 給 与 改 定 及 び物価 の 変 動 等 は 0 % と 試 算 し て い る O

[ 人 件 費 の 見積 も り ]

期 間 中 総 額 1 5 2 ， 1 4 6 百 万 円 を 支 出 す る 。

O 

1 1 ， 5 0 0  

7 0 

O 

3 7 1 ， 0 5 5  

3 2 9 ， 6 2 8  

3 2 5 ， 8 3 7  

1 5 0 ， 1 2 9  

1 0 4 ， 1 7 5 

6 8 ， 1 3 3  

3 ， 4 0 0 

3 ， 7 91 

2 ， 0 1 7  

1 ， 6 7 7  

9 7  

3 ， 5 5 2  

O 

3 4 ， 1 3 0  

1 3 ， 3 0 1  

2 0 ， 2 7 5  

5 5 4 

O 

3 6 7 ， 3 1 0  

な お ， 当 該 金 額 は ， 役 員 報 酬 並 び に 職 員 基本給 ， 職 員 諸 手 当 ， 時 間 外 勤務

手 当 及 び休職者給与 の 額 に 相 当 す る も の で あ る 。
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[ 運 営 費 負 担金 の 繰 出 基準等 ]

救急 医 療 等 の 行 政 的 経費及 び 高 度 医 療 等 の 不採算経費 に つ い て は ， 毎 年度

総 務省 が 発 出 す る 「 地 方 公 営企業繰 出 金 に つ い て 」 に 準 じ た 考 え 方 に よ り 算

出 。

建 設 改 良 費及 び長 期 借入金等元利償還金 に 充 当 さ れ る 運営 費 負 担金等 に つ

い て は ， 経 常 費 助 成 の た め の 運 営 費 負 担金 等 と す る 。

た だ し ， 用 地 取得 に 係 る 建設 改 良 費 及 び長 期 借入金元金償還金 に 充 当 さ れ

る 運 営 費 負 担金等 に つ い て は ， 資 本助 成 の た め の 運営 費 負 担金等 と す る 。

2 収 支 計画 ( 平成 3 1年度 か ら の 5 年 間 単位 : 百 万 円 )

区 分 人』ム 額

収入 の 部

営 業収益 3 5 2 ， 2 9 0  

医 業 収 益 3 2 4 ， 4 7 7 

運 営 費 負 担金収益 2 6 ; 0 6 4 

補 助金等収益 6 0 7 

寄 付金収益 2 8 6 

資 産 見 返運営 費負 担金戻入 O 

資 産 見 返運 営 費 交付金戻入 34 2 

資 産 見 返補助金戻入 2 0 

資 産 見 返 寄付金戻入 45 

資 産 見返物 品 受贈額戻入 449 

営 業 外収益 6 ， 0 0 2 

運 営 費 負 担金収益 1 ， 5 0 6  

そ の 他 営 業外収益 4 ， 4 9 6 

臨 時利 益 O 

運 営 費 負 担金収益 O 

そ の 他 臨 時利 益 O 

支 出 の 部

営 業 費 用 3 3 7 ， 0 8 8 
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医 業 費 用 3 3 3 ， 7 2 4 

給 与費 1 5 1 ， 8 1 2  

材料費 94 ， 8 5 7  

経 費 6 2 ， 5 6 4 

減価償却費 2 1 ， 3 2 9  

研 究研修費 3 ， 1 6 2 

一 般 管理費 3 ， 3 6 4 

給与費 1 ， 9 5 5  

経 費 1 ， 1 8 0  

減価償却費 1 3 9  

研究研修費 9 0 

営 業 外 費 用 1 9 ， 4 5 4 

財 務費用 3 ， 3 0 2  

控 除対象外消 費税償却 1 ， 1 4 6 

営 業外雑支 出 1 5 ， 0 0 6  

臨 時損 失 1 0  

純利 益 1 ， 7 4 0 

目 的 積 立 金 取崩 額 O 

総利 益 1 ， 7 4 0 

※ 期 間 中 の 給 与 改 定及 び物価 の 変 動 等 は 0 % と 試算 し て い る 。

3 資金計画 ( 平 成 3 1年 度 か ら の 5 年 間 単位 : 百 万 円 )

区 分 | 金 額

資金収入

業務活動 に よ る 収入

診 療 業務 に よ る 収入

運 営 費 負 担 金 に よ る 収入

そ の 他 の 業務 活動 に よ る 収入

投 資 活動 に よ る 収入

運 営 費 負 担金 に よ る 収入
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3 5 8 ， 7 8 0 

3 2 5 ， 4 5 0 

2 7 ， 5 7 0  

5 ， 7 6 0 

7 7 5  

7 7 5  



運 営 費 交付金 に よ る 収入

そ の 他 の 投 資 活動 に よ る 収入

財務活動 に よ る 収入

長 期 借入れ に よ る 収入

そ の 他 の 財務活動 に よ る 収入

前期 中 期 目 標 の 期 間 よ り の 繰越金

資 金 支 出

業務活動 に よ る 支 出

給 与 費 支 出

材料費 支 出

そ の 他 の 業務 活動 に よ る 支 出

投 資 活動 に よ る 支 出

有 形 固 定 資 産 の 取得 に よ る 支 出

無形 固 定資 産 の 取得 に よ る 支 出

そ の 他 の 投 資 活動 に よ る 支 出

財務活動 に よ る 支 出

長 期 借入金 の 返済 に よ る 支 出

移行前地方債償還債務 の 償還 に よ る 支 出

そ の 他 の財務活動 に よ る 支 出

次期 中 期 目 標 の 期 間 へ の 繰越金

※ 期 間 中 の 給 与 改 定及 び物価 の 変 動 等 は 0 % と 試算 し て い る 。

第 6 短期借入金 の 限度額

1 限度額 1 0 ， 0 0 0 百 万 円

2 想 定 さ れ る 短期借入金 の 発 生理 由

( 1 )  賞 与 の 支給等 に よ る 一 時 的 な 資 金 不 足 へ の 対応

O 

O 

1 1 ， 5 0 0  

1 1 ， 5 0 0  

O 

2 0 ， 9 7 3  

3 3 3， 6 9 2 

1 5 2 ， 1 4 6 

1 0 4 ， 1 7 5  

7 7 ， 3 7 1  

1 3 ， 3 4 3 

1 2 ， 3 7 4 

9 2 7 

4 2 

2 0 ， 2 7 5  

1 8 ， 6 7 8  

1 ， 5 9 7  

O 

24 ， 7 1 8  

(2) 予定外 の 退職者 の 発 生 に 伴 う 退職 手 当 の 支 給 等 ， 偶 発 的 な 出 費 へ の 対応

第 7 重 要 な 財産 を 譲渡 し ， 又 は 担保 に 供す る 計画

な し

第 8 剰余金 の 使途
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決算 に お い て 剰 余 を 生 じ た 場合 は ， 病 院施設 の 整備 ・ 修繕 ， 医 療機器 の購入 ，

人材育成及 び能 力 開 発 の 充 実等 に 充 て る 。

第 9 料金 に 関 す る 事項

1 料金

病 院 の 診 療 料 及 び そ の 他 の 諸料金 ( 以 下 「 診 療 料 等 」 と い う 。 ) は 次 に 定

め る 額 と す る 。

(1 ) 健 康 保 険 法 ( 大 正 1 1 年 法 律 第 7 0 号 ) ， 高 齢 者 の 医 療 の 確 保 に 関 す る 法律

( 昭 和 5 7年 法律第 8 0号 ) 及 び そ の 他 の 法令等 に よ り 診 療 を 受 け る 者 健康保

険 法 第 7 6条 第 2 項 ( 同 法 第 1 49 条 に お い て 準 用 す る 場合 を 含 む 。 ) ， 高 齢者

の 医 療 の 確保 に 関 す る 法律第 7 1 条 第 1 項 及 び そ の 他 の 法令 等 の 規 定 に 基づ き

算 定す る 額

(2) ( 1 ) に 規 定 す る 以 外 の 者 で あ っ て ， 次 の ① か ら ③ ま で に 掲 げ る 者 に つ い て

は ， 当 該 各 号 の 区分 に 応 じ 定 め る 額 と す る 。

① 労 働者 災 害補償保険法 ( 昭 和 2 2年 法律第 5 0号 ) 第 1 3条 の 規 定 に よ り 診 療

を 受 け る 者 兵庫労働 局 長 と 協 定 し た 療養 に 要 す る 費 用 の 額 の 算 定方

法 に よ り 算 定 し た 額

② 地 方 公 務 員 災 害補償法 ( 昭 和 4 2年 法 律 第 1 2 1 号 ) 第 2 6 条 の 規 定 に よ り 診

療 を 受 け る 者 地方公務員 災 害補償基金 支 部 長 と 協 定 し た 療養 に 要 す

る 費 用 の 額 の 算 定方法 に よ り 算 定 し た 額

③ 自 動 車損 害 賠償保 障 法 ( 昭 和 3 0年 法 律第 9 7号 ) の 規 定 に よ る 損 害賠償 の

対象 と な る 治 療 を 受 け る 者 ， 分 娩 す る 者及 び そ の 他理事長 が 別 に 定 め

る 者 理 事長 が 別 に 定 め る 額

(3) 前 2 号 以 外 の 額 に つ い て は ， 以 下 の 表 に 規 定 す る 額 と す る 。

種別 金額 摘要
特室 1 人 1 日 に つ き 3 万 円 面 積 が 約 2 7 "'-' 3 0  

中 rrf の 個 室
央 個 室 A 1 入 1 日 に つ き 1 万 5 ， 0 0 0 円 面 積 が 約 20 "'-' 2 6 
市 rrf の 個 室

病 民 個 室 B 1 人 1 日 に つ き 1 万 1 ， 0 0 0 円 面 積 が 約 1 5 "'-' 1 8  
主.-Lー・ 病 rrf の 個 室院
使 個 室 C 1 人 1 日 に つ き 9 ， 0 0 0 円
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用 西 特室 1 人 1 日 に つ き 2 万 4 ， 0 0 0 円 面 積 が 約 2 8 rrl の
力日 市 個 室
算 民 個 室 A 1 人 1 日 に つ き 1 万 1 ， 0 0 0 円 面 積 が 約 1 4 rrl の
額 病 個 室院

個 室 B 1 人 1 日 に つ き 9 ， 0 0 0 円

個 室 A 1 人 1 日 に つ き 1 万 4 ， 0 0 0 円 面 積 が 約 1 7 rrl の
西 個 室
神 個 室 B 1 人 1 日 に つ き 1 万 円 面 積 が 約 1 5 rrl の
戸 個 室医 2 人個 室 1 人 1 日 に つ き 9 ， 0 0 0 円療
セ 産 科 個 室 1 人 1 日 に つ き 1 万 4 ， 0 0 0 円 面 積 が 約 1 7 rrl のン
タ A 個 室

産 科 個 室 1 人 1 日 に つ き 1 万 円 面 積 が 約 1 5 rrl の
B 個 室

タ 神 個 室 A 1 人 1 日 に つ き 1 万 5 ， 0 0 0 円 面 積 が 約 2 2 rrl の
l 戸 個 室
病 ア 個 室 B 1 人 1 日 に つ き 1 万 1 ， 0 0 0 円 面 積 が 約 1 8 rrl の
院 イ 個 室
セ 個 室 C 1 人 1 日 に つ き 9 ， 0 0 0 円ン

分娩料 1 児 に つ き 1 0万 5 ， 0 0 0 円 時 間 外 は 2 0 パ ー
セ ン ト 増 し ， 深
夜 は 40 パ ー セ ン
ト 増 し と す る 。

備 考

1 本 市 に 住 所 を 有 し な い 者 に 係 る 料 金 の 額 は ， こ の 表 に 規 定 す る 額 の

3 0パ ー セ ン ト 増 し と す る 。

2 こ の 表 に お い て 「 時 間 外 」 と は ， 休 日 ( 就 業 規則 に 規 定 す る 休 日 を

い う 。 以 下 同 じ 。 ) 以 外 の 日 に あ っ て は 午 前 6 時 か ら 午 前 9 時 ま で 及

び 午 後 5 時 か ら 午 後 1 0 時 ま で を ， 休 日 に あ っ て は 午 前 6 時 か ら 午 後 1 0

時 ま で を い う 。

3 こ の 表 に お い て 「 深 夜 J と は ， 午 後 1 0 時 後 か ら 翌 日 午 前 6 時 前 ま で

を い う 。

4 病 室使 用 加 算 額 に つ い て は ， こ の 表 の 金 額 を そ れ ぞ れ 超 え な い 範 囲

内 で 理 事 長 が 定 め る 額 と す る 。 た だ し ， 料 金 を 変 更 す る 場 合 は 事前 に

市 民 等 に 周 知 し 透 明 性 を 確保す る 。
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5 病 室使 用 加 算 額 に つ い て は 2 人 用 の 病 室 を 使 用 者 の 申 出 に よ り 理

事 長 が 病 院 の 管 理 上 特 に 支 障 が な い と 認 め て 1 人 で 使 用 す る こ と を 許

可 し た 場合 は ， 1 0 0パ ー セ ン ト 増 し と す る 。

(4) 前 3 号 に 規 定 が な い も の に つ い て は ， 実 費 等 を 勘案 し 別 に 理事長 の 定 め

る 額 と す る 。 ま た ， 消 費 税 法 ( 昭 和 6 3年 法律第 1 0 8 号 ) 第 6 条 の 規 定 に よ

り 非課税 と さ れ る も の を 除 く 診 療料等 に つ い て は ， そ れ ぞれ 当 該 各号 に よ

り 算 定 し た 額 に 消 費税及び地方 消 費税 に 相 当 す る 額 を 加 え た 額 ( そ の 額 に

1 円 未満 の 端数 を 生 じ た と き は ， こ れ を 切 り 捨 て た 額 ) と す る 。

2 料金 の 減免

理事長 が ， 特 別 の 事 情 が あ る と 認 め た と き は ， 診 療 料等 の 全部 又 は 一 部 を

減免 す る こ と が で き る も の と す る 。

第 1 0 地 方 独 立行政法人神 戸 市 民 病 院機構 の 業務運営 等 に 関 す る 規則 で 定 め る 業

務運営 に 関 す る 事項

1 施 設及 び設備 に 関 す る 計画 ( 平成 3 1年度 か ら の 5 年 間 )

施 設 及 び設備 の 内 容 予 定額

( 単位 : 百 万 円 )

財源

病 院 施 設 ， 医 療機器等整備 総額 1 3 ， 3 0 1  神 戸 市長期借入金等

※ 1  金 額 に つ い て は 見 込 み で あ る 。

※ 2  各 事業年度 の 神 戸 市長 期借入金等 の 具体 的 な 内 容 に つ い て は ， 各

事 業年度 の 予 算編成過程 に お い て 決 定 さ れ る 。

2 人 事 に 関 す る 計画

・ 多 様 な 働 き 方 を 選択 で き る 労働 環境 を 整備 し ， 職 員 一 人 ひ と り が よ り 良

い 将来 の 展 望 を 持 て る よ う ， 働 き 方 の 改 革 に 取 り 組 む と と も に ， 優 れ た '

専 門 職 の 確保 と 人材育成 に 努 め る 。

- 医 療 を 取 り 巻 く 状 況 の 変 化 へ の 対応 ， 医 療 の 質 向 上や 医 療 安 全 の 確保 ，

患 者 サ ー ビ ス 向 上 等 に 十 分配慮 し た 上 で ， 業 務 量 や 業務 内 容 に 応 じ た 人

員 配 置 や 多様 な 雇 用 形態 の 活 用 等 に よ り 効 率 的 か つ 効果 的 な 体制 及び組

織 を 構 築す る 。

3 中 期 目 標 の 期 間 を 超 え る 債務負 担
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( 1 )  移行前地方債償還債務 ( 単位 : 百 万 円 )

中 期 目 標 期 間 償還額 次期 以 降償還額 総債務償還額

移 行 前 地 方 債 1 ， 5 9 7  3 ， 0 5 8  4 ， 6 5 5  

償還債務

(2) 長 期 借入金 ( 単位 : 百 万 円 )

中 期 目 標 期 間 償還額 次期 以 降償還額 総債務償還額

長 期 借 入 金 償 1 8 ， 6 7 8  4 3 ， 3 4 4 6 2 ， 0 2 2  

還額

(3) 新 中 央市 民病 院整備運営事業 ( 単位 : 百 万 円 )

中 期 目 標 期 次期 以 降
項 目 事 業期 間 総事業費

間 事 業 費 事業費

新 中 央 市 民 病 院 2 0 1 9 ( 平 成 3 1 ) 年
度 "-' 2 0 4 0 年 度

1 7 ， 0 8 0  5 7 ， 6 1 0  7 4 ， 6 9 0  

整備 運 営 事 業 ( 2 2年 間 )

4 積 立金 の 処分 に 関 す る 計 画

前 期 中 期 目 標 期 間繰越積立金 に つ い て は ， 病 院施設 の 整備 ， 修 繕 ， 医 療機

器 の 購 入 ， 人 材育成及び能力 開 発 の 充 実等 に 充 て る 。

理 由

地方独 立 行 政 法 人 法 第 8 3条 第 3 項 の 規 定 に よ り ， 議 会 の 議決 を 経 る 必 要 が あ る

た め 。
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( 参 考 )
地 方 独 立 行 政 法 人 法 ぬ き が き

( 料 金 )

第 2 3 条 地 方 独 立 行 政 法 人 は ， そ の 業 務 に 関 し て 料 金 を 徴 収 す る と き は ， あ ら か じ め ， 料 金 の 上 限 を

定 め ， 設 立 団 体 の 長 の 認 可 を 受 け な け れ ば な ら な い 。 こ れ を 変 更 し よ う と す る と き も ， 同 様 と す る 。

2 設 立 団 体 の 長 は ， 前 項 の 認 可 を し よ う と す る と き は ， あ ら か じ め ， 議 会 の 議 決 を 経 な け れ ば な ら

な い 。

( 中 期 計 画 )

第 2 6 条 地 方 独 立 行 政 法 人 は ， 前 条 第 1 項 の 指 示 を 受 け た と き は ， 中 期 目 標 に 基 づ き ， 設 立 団 体 の 規

則 で 定 め る と こ ろ に よ り ， 当 該 中 期 目 標 を 達 成 す る た め の 計 画 ( 以 下 「 中 期 計 画 」 と い う 。 ) を 作

成 し ， 設 立 団 体 の 長 の 認 可 を 受 け な け れ ば な ら な い 。 当 該 中 期 計 画 を 変 更 し よ う と す る と き も ， 同

様 と す る 。

2 中 期 計 画 に お い て は ， 次 に 掲 げ る 事 項 を 定 め る も の と す る 。

( 1 ) 住 民 に 対 し て 提 供 す る サ ー ビ ス そ の 他 の 業 務 の 質 の 向 上 に 関 す る 目 標 を 達 成 す る た め と る べ き

措 置

( 2 ) 業 務 運 営 の 改 善 及 び 効 率 化 に 関 す る 目 標 を 達 成 す る た め と る べ き 措 置

( 3 ) 予 算 ( 人 件 費 の 見 積 り を 含 む 。 ) ， 収 支 計 画 及 び 資 金 計 画

(4 ) 短 期 借 入 金 の 限 度 額

( 4 の 2 ) 出 資 等 に 係 る 不 要 財 産 又 は 出 資 等 に 係 る 不 要 財 産 と な る こ と が 見 込 ま れ る 財 産 が あ る 場 合

に は ， 当 該 財 産 の 処 分 に 関 す る 計 画

( 5 ) 前 号 に 規 定 す る 財 産 以 外 の 重 要 な 財 産 を 譲 渡 し ， 又 は 担 保 に 供 し よ う と す る と き は ， そ の 計 画

( 6 ) 剰 余 金 の 使 途

( 7 ) そ の 他 設 立 団 体 の 規 則 で 定 め る 業 務 運 営 に 関 す る 事 項

3 � 4 略

( 料 金 及 び 中 期 計 画 の 特 例 )

第 8 3 条 第 2 3 条 の 規 定 は ， 公 営 企 業 型 地 方 独 立 行 政 法 人 に は 適 用 し な い 。

2 公 営 企 業 型 地 方 独 立 行 政 法 人 に 係 る 中 期 計 画 に お い て は ， 第 2 6 条 第 2 項 各 号 に 掲 げ る 事 項 の ほ か ，

料 金 に 関 す る 事 項 に つ い て 定 め る も の と す る 。

3 設 立 団 体 の 長 は ， 公 営 企 業 型 地 方 独 立 行 政 法 人 に 係 る 中 期 計 画 に つ い て ， 第 2 6 条 第 1 項 の 認 可 を

し よ う と す る と き は ， あ ら か じ め ， 議 会 の 議 決 を 経 な け れ ば な ら な い 。
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第 1 5 号議案

神 戸 市 高齢期 移行者 医 療 費 助 成 に 関 す る 条 例 及 び神 戸 市 重 度 障 害 者 医 療 費

助 成 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正す る 条例 の 件

神 戸 市 高 齢期 移行者 医 療 費 助 成 に 関 す る 条 例 及 び神 戸 市 重 度 障 害 者 医 療 費 助 成

に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正す る 条 例 を 次 の よ う に 制 定す る O

平成 3 1 年 2 月 1 2 日 提 出

神 戸 市長 久 元 喜 造

神 戸 市 高齢期 移行者 医 療 費 助 成 に 関 す る 条 例 及 び神 戸 市 重 度 障 害 者 医 療 費

助 成 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正す る 条 例

次 に 掲 げ る 条 例 の 規 定 中 I ( 当 該 市 町村 民 税 を 免 除 さ れ た 者 を 含 む o ) J を I ， 

当 該 市 町村 民税 を 免 除 さ れ た 者 又 は こ れ ら に 準 ず る 者 と し て 規則 で 定 め る 者 の い

ず れ か 」 に 改 め る O

( 1 )  神 戸 市 高齢 期 移行者 医 療 費 助 成 に 関 す る 条 例 ( 昭 和 46年 4 月 条 例 第 1 3 号 )

第 2 条 第 4 号

(2) 神 戸 市 重 度 障 害 者 医 療 費 助 成 に 関 す る 条 例 ( 昭 和 48年 4 月 条 例 第 7 号 ) 第

3 条 第 2 項 第 2 号

附 則

( 施 行 期 日 )

1 こ の 条 例 は ， 平成 3 1 年 7 月 1 日 ( 以 下 「 施 行 日 」 と い う o ) か ら 施行 す る 。

( 準 備 行 為 )

2 新 条 例 ( こ の 条 例 に よ る 改 正 後 の 神 戸 市 高 齢 期 移行者 医 療 費 助 成 に 関 す る 条

例 及 び神 戸 市 重 度 障 害 者 医 療 費 助 成 に 関 す る 条 例 を い う O 以 下 同 じ o ) の 規 定

を 施行す る た め に 必 要 と な る 申 請 ， 資 格 の 認 定 そ の 他 の 行 為 は ， 施 行 日 前 に お

い て も ， 新 条 例 の 規 定 の 例 に よ り す る こ と が で き る O

( 経 過 措 置 )

3 新 条 例 の 規 定 は ， 施 行 日 以 後 に 行 わ れ た 診 療 ， 薬 剤 の 支 給 又 は 手 当 ( 以 下

「 診 療 等 」 と い う o ) に 係 る 医 療 費 の 助 成 に つ い て 適 用 し ， 施 行 目 前 に 行 わ れ

た 診 療 等 に 係 る 医 療 費 の 助 成 に つ い て は ， な お 従 前 の 例 に よ る O
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理 由

高 齢 期 移 行 者 医 療 費 助 成 の 対 象 者 の 範 囲 及 び 重 度 障 害 者 医 療 費 助 成 の 助 成 の 範

囲 を 変 更 す る に 当 た り ， 条 例 を 改 正 す る 必 要 が あ る た め 。

- 1 68 ー



( 参 考 1 ) 

神 戸 市 高 齢 期 移 行 者 医 療 費 助 成 に 関 す る 条 例 ぬ き が き

は ヲ 改 玉 昔日 分 を 示 す 。 )

( 現 行 改 玉 案 )

( 対 象 者 )

第 2 条 こ の 条 例 に よ り 医 療 費 の 助 成 を 受 け る こ

と が で き る 者 ( 以 下 「 対 象 者 」 と い う 。 ) は ヲ

次 の 各 号 ( 規 則 で 定 め る 特 別 の 理 由 が あ る と き

は ヲ 第 3 号 及 び 第 4 号 を 除 く 。 ) の い ず れ に も

該 当 す る 者 と す る 。

(山 � (3) 略

(4) 対 象 者 並 び に 対 象 者 が 属 す る 世 帯 の 世 帯 主

及 び 全 て の 世 帯 員 が 医 療 保 険 各 法 の 給 付 を 受

け た 月 の 属 す る 年 度 ( 医 療 保 険 各 法 の 給 付 を

受 け た 日 の 属 す る 月 が 4 月 か ら 6 月 ま で の 場

合 に あ っ て は ヲ 前 年 度 ) 分 の 地 方 税 法 の 規 定

に よ る 市 町 村 民 税 ( 同 法 第 3 28 条 の 規 定 に よ

っ て 課 す る 所 得 害11 を 除 く 。 ) が 課 さ れ て い な

い 者 ( 当 該 市 町 村 民 税 か 魚 除 2'- れ た 者 表 合

主品ιで あ る こ と 。

(日 ヲ (6) 略
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( 参 考 2 ) 

神 戸 市 重 度 障 害 者 医 療 費 助 成 に 関 す る 条 例 ぬ き が き

( 助 成 の 範 囲 )

第 3 条 略

( 現 行 )

2 前 項 の 昔日 負 担 金 ( 以 下 単 に 「 昔日 負 担 金 」

と い う 。 ) の 額 は ヲ 次 の 各 号 に 掲 げ る 場 合 の 区

分 に 応 じ ヲ 医 療 担 当 者 等 ( 診 療 ヲ 薬 剤J の 支 給 又

は 手 当 を 行 う 病 院 ヲ 診 療 所 ヲ 薬 局 そ の 他 の 者 を

い う 。 以 下 同 じ 。 ) ご と に 当 該 各 号 に 定 め る 額

と す る 。

(山 路

(2) 判 定 対 象 者 の い ず れ も が ヲ 医 療 保 険 各 法 の

給 付 を 受 け た 月 の 属 す る 年 度 ( 医 療 保 険 各 法

の 給 付 を 受 け た 月 が 4 月 か ら 6 月 ま で の 聞 に

あ っ て は ヲ 前 年 度 ) 分 の 地 方 税 法 ( 昭 和 2 5 年

法 律 第 2 26 号 ) の 規 定 に よ る 市 町 村 民 税 ( 同

法 第 3 2 8 条 の 規 定 に よ っ て 課 さ れ る 所 得 割 を

除 く 。 ) が 課 さ れ て い な い 者 ( 当 該 前 町 村 民

税 を 免 除 さ れ た 者 を 含 む 。 ) で あ り ヲ か っ ヲ

医 療 保 険 各 法 の 給 付 を 受 け た 月 の 属 す る 年 の

前 年 ( 医 療 保 険 各 法 の 給 付 を 受 け た 月 が 1 月

か ら 6 月 ま で の 場 合 に あ っ て は ヲ 前 々 年 。 以

下 同 じ 。 ) 中 の 公 的 年 金 等 の 収 入 金 額 ( 所 得

税 法 ( 昭 和 40 年 法 律 第 3 3 号 ) 第 3 5 条 第 2 項 第

1 号 に 規 定 す る 公 的 年 金 等 の 収 入 金 額 を い

う 。 ) 及 び 医 療 保 険 各 法 の 給 付 を 受 け た 月 の

属 す る 年 の 前 年 の 合 計 所 得 金 額 ( 地 方 税 法 第

2 9 2 条 第 1 項 第 1 3 号 に 規 定 す る 合 計 所 得 金 額

を い い ヲ そ の 額 が 0 を 下 回 る 場 合 に は ヲ 。 と

す る 。 ) の 合 計 額 が 8 0 万 円 以 下 で あ る 場 合 又

は 対 象 者 が 1 8 歳 の 誕 生 日 ( 誕 生 日 が 2 月 2 9 日
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は ヲ 改 玉 昔日 分 を 示 す 。 )

( 改 玉 案 )

当 該 市 町 村 民

税 を 免 除 さ れ た 者 又 は こ れ ら に 準 ず る 者 と し

て 規 則 で 定 め る 者 の い ず れ か



で あ る 者 に つ い て ， う る う 年 以 外 の 年 に あ っ

て は 2 月 2 8 日 。 以 下 同 じ 。 ) の 前 日 以 後 の

最 初 の 3 月 3 l 日 ま で の 聞 に あ る 考 で あ る 場 合

の い ず れ か に 該 当 す る 場 合 次 に 掲 げ る 場 合

の 区 分 に 応 じ そ れ ぞ れ 次 に 定 め る 額

ア ~ ワ 略

3 � 8 略
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第 1 6 号 議 案

神 戸 市 国 民 健 康 保 険 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 の 件

神 戸 市 国 民 健 康 保 険 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 制 定 す る 。

平 成 3 1 年 2 月 1 2 日 提 出

神 戸 市 長 久

神 戸 市 国 民 健 康 保 険 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

フE 喜 造

神 戸 市 国 民 健 康 保 険 条 例 ( 昭 和 3 5 年 1 0 月 条 例 第 2 4 号 ) の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。

第 1 5 条 の 5 中 1 5 8 万 円 」 を 1 6 1 万 円 」 に 改 め る 。

附 則 第 3 項 中 「 保 険 料 」 の 次 に 1 ( 第 1 3 条 の 所 得 割 額 及 び 第 1 5 条 の 7 の 所 得 割 額

に 限 る 。 ) J を 加 え る 。

附 則 第 4 項 中 「 平 成 3 0 年 度 の 」 を 「 平 成 3 0 年 度 以 後 の 」 に 改 め ， 同 項 第 1 号 中

「 第 2 9 2 条 第 1 項 第 9 号 」 を 「 第 2 9 2 条 第 1 項 第 1 0 号 」 に 「 一 般 被 保 険 者 各 障 害

者 J を 「 一 般 被 保 険 者 各 障 害 者 」 に 改 め る 。

附 則 第 7 項 の 見 出 し 中 「 平 成 3 0 年 度 以 後 」 を 「 平 成 3 1 年 度 J に 改 め ， 同 項 中 「 平

成 3 0 年 度 以 後 」 を 「 平 成 3 1 年 度 J に 改 め 1 当 分 の 問 j を 削 り ， 1 1 0 0 分 の 8 5 J を

1 1 0 0 分 の 7 0 J に 改 め ， 同 項 第 2 号 中 「 改 正 条 例 に よ る J を 「 神 戸 市 国 民 健 康 保 険

条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 ( 平 成 3 1 年 月 条 例 第 号 ) に よ る 」 に 改 め る 。

附 則 第 9 項 の 見 出 し 中 「 平 成 3 0 年 度 以 後 」 を 「 平 成 3 1 年 度 」 に 改 め ， 同 項 中 「 平

成 3 0 年 度 以 後 J を 「 平 成 3 1 年 度 」 に 改 め ， 人 当 分 の 問 」 を 削 り ， 1 1 0 0 分 の 8 5 J を

1 1 0 0 分 の 7 0 J に 改 め る 。

附 則 第 1 1 項 の 見 出 し 中 「 平 成 3 0 年 度 以 後 」 を 「 平 成 3 1 年 度 」 に 改 め ， 同 項 中 「 平

成 3 0 年 度 以 後 J を 「 平 成 3 1 年 度 」 に 改 め 1 ， 当 分 の 間 J を 削 り ， 1 1 0 0 分 の 8 5 J を

1 1 0 0 分 の 7 0 J に 改 め る 。

附 則

( 施 行 期 日 )

1 こ の 条 例 は ， 平 成 3 1 年 4 月 1 日 か ら 施 行 す る 。

( 経 過 措 置 )

2 こ の 条 例 に よ る 改 正 後 の 神 戸 市 国 民 健 康 保 険 条 例 は ， 平 成 3 1 年 度 以 降 の 年 度 分
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の 保 険 料 に つ い て 適 用 し ， 平 成 3 0 年 度 以 前 の 年 度 分 の 保 険 料 に つ い て は ， な お 従

前 の 例 に よ る 。

理 由

国 民 健 康 保 険 の 保 険 料 の 算 定 方 法 の 変 更 等 に 伴 い ， 条 例 を 改 正 す る 必 要 が あ る

た め 。
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( 参 考 )
神 戸 市 国 民 健 康 保険 条 例 ぬ き が き

( 現
( 基 礎 賦 課 限 度 額 )

行 )

第 1 5 条 の 5 第 1 3 条 又 は 第 1 5 条 の 2 の 賦 課 額

( 一 般 被 保 険 者 と 退 職 被 保 険 者 等 が 同 ー の 世

帯 に 属 す る 場 合 に は ， 第 1 3 条 の 賦 課 額 と 第 1 5

条 の 2 の 賦 課 額 と の 合 算 額 と す る 。 第 1 8 条 の

2 に お い て 同 じ 。 ) は ， 5 8 万 円 を 超 え る こ と が

で き な い 。

附 則
1 ，  2 略

( 平 成 2 2 年 度 以 後 の 年 度 分 に 係 る 後 期 高 齢 者

医 療 制 度 へ の 移 行 に 伴 う 保 険 料 の 軽 減 に つ い

て の 暫 定 的 特 例 )

3 平 成 2 2 年 度 以 後 の 年 度 分 の 保 険 料

の

軽 減 に 係 る 第 2 3 条 の 2 第 l 項 の 規 定 の 適 用 に

つ い て は ， 当 分 の 間 ， 同 項 中 「 軽 減 す る 。 た

だ し ， 資 格 取 得 日 ( 被 保 険 者 の 資 絡 を 取 得 し

た 日 を い う 。 以 下 同 じ 。 ) の 属 す る 月 以 後 2 年

を 経 過 す る 月 ま で の 聞 に 限 る 。 」 と あ る の は

「 軽 減 す る 。 」 と ， 同 項 第 1 号 中 「 資 格 取 得

日 」 と あ る の は 「 資 格 取 得 日 ( 被 保 険 者 の 資

格 を 取 得 し た 日 を い う 。 以 下 閉 じ 。 ) J と す

る 。

( 平 成 3 0 年 度 以 後 の 年 度 分 に 係 る 所 得 割 額 の

算 定 の 特 例 )

4 平 成 3 0 年 度 以 後 の 年 度 分 の 保 険 料 の 賦 課 に

関 し て は ， 当 分 の 間 ， 次 に 掲 げ る 一 般 被 保 険

者 に 係 る 第 1 4 条 第 1 項 の 規 定 の 適 用 に つ い て

は ， 同 項 中 I ( 以 下 「 基 礎 控 除 後 の 総 所 得 金 額

は ， 改 正 部 分 を 示 す 。 )

( 改 正 案 )

6 1 万 円

( 第 1 3 条

の 所 得 割 額 及 び 第 1 5 条 の 7 の 所 得 割 額 に 限 る 。 )
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等 」 と い う 。 ) J と あ る の は ， r ( 平 成 3 0 年 度 の

保 険 料 に 係 る 所 得 割 額 の 算 定 に あ っ て は ， 当

該 合 計 額 か ら 附 則 第 4 項 各 号 に 掲 げ る 一 般 被

保 険 者 の 区 分 に 応 じ 当 該 各 号 に 定 め る 額 ( 2 

以 上 の 区 分 に 該 当 す る 場 合 に あ っ て は ， そ の

合 計 額 ) を 控 除 し た 額 。 以 下 「 附 則 第 4 項 の

規 定 に よ る 減 額 後 の 総 所 得 金 額 等 」 と い

う 。 ) J と す る 。

(1 )  地 方 税 法 第 2 9 2 条 第 l 項 第 9 号 に 規 定 す

る 障 害 者 ( 以 下 こ の 項 に お い て 単 に 「 障 害

者 」 と い う 。 ) で あ る 一 般 被 保 険 者 ( 第 3

号 に 該 当 す る 者 を 除 く 。 ) 又 は 障 害 者 で あ

る 控 除 対 象 配 偶 者 若 し く は 扶 養 親 族 を 有 す

る 一 般 被 保 険 者 各 障 害 者 に つ き 2 6 万 円 ( そ

の 者 が 同 法 第 3 1 4 条 の 2 第 4 項 に 規 定 す る

同 居 特 別 障 害 者 で あ る 場 合 に は ， 5 3 万 円 )

(2) ， (3) 略

5 ， 6 略

( 平 成 3 0 年 度 以 後 の 年 度 分 に 係 る 保 険 料 の

基 礎 賦 課 額 の 算 定 の 特 例 )

7 平 成 3 0 年 度 以 後 の 年 度 分 に 係 る 第 1 3 条 の

基 礎 賦 課 額 は ， 当 分 の 間 ， 第 1 号 に 規 定 す

平 成 3 0 年 度 以 後 の

第 2 9 2 条 第 1 項 第 1 0 号

一 般 被 保 険 者 各 障 害 者

平 成 3 1 年 度

平 成 3 1 年 度

る 額 と 第 2 号 に 規 定 す る 額 と の 差 額 に 盟0 5主 | 盟0 5主

企主立 を 乗 じ て 得 た 額 ( 1 0 円 未 満 の 端 数 が 生 じ 0) 7 0  

る 場 合 は ， こ れ を 切 り 捨 て た 額 ) ( 以 下 「 基

礎 賦 課 額 調 整 額 」 と い う 。 ) を 控 除 し て 算 定

し た 額 ( 第 2 号 に 規 定 す る 額 が 第 1 号 に 規 定

す る 額 を 超 え る 場 合 に あ っ て は ， 第 1 号 に

規 定 す る 額 ) と す る 。

(1 )  第 1 3 条 の 基 礎 賦 課 額

(2) 所 得 割 に 係 る 保 険 料 率 を 1 0 0 分 の

1 0 . 2 7 ， 被 保 険 者 均 等 割 に 係 る 額 を

2 3 . 3 3 0 円 及 び 世 帯 別 平 等 割 に 係 る 額 を
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2 4 ，  7 9 0 円 と し て 神 戸 市 国 民 健 康 保 険 条 例

の 一 部 を 改 正 す る 条 例 ( 平 成 3 0 年 3 月 条

例 第 3 1 号 。 以 下 「 改 正 条 例 」 と い う 。 )

に よ る 改 正 前 の 神 戸 市 国 民 健 康 保 険 条 例

( 以 下 「 旧 条 例 」 と い う 。 ) 第 1 4 条 及 び 第

1 4 条 の 2 の 規 定 に よ り 算 定 し た 基 礎 賦 課

額 に 相 当 す る 額 ( 改 正 条 例 に よ る 改 正 後

の 第 1 5 条 の 5 に 規 定 す る 基 礎 賦 課 限 度 額

を 超 え る 場 合 は ， 当 該 基 礎 賦 課 限 度 額 )

8 略

( 平 成 3 0 年 度 以 後 の 年 度 分 に 係 る 保 険 料 の

後 期 高 齢 者 支 援 金 等 賦 課 額 の 算 定 の 特 例 )

9 平 成 3 0 年 度 以 後 の 年 度 分 に 係 る 第 1 5 条 の

7 の 後 期 高 齢 者 支 援 金 等 賦 課 額 は 」三主主主L

且， 第 1 号 に 規 定 す る 額 と 第 2 号 に 規 定 す

る 額 と の 差 額 に 1 0 0 分 の 8 5 を 乗 じ て 得 た 額

( 1 0 円 未 満 の 端 数 が 生 じ る 場 合 は ， こ れ を

切 り 捨 て た 額 ) ( 以 下 「 後 期 高 齢 者 支 援 金 等

賦 課 額 調 整 額 」 と い う 。 ) を 控 除 し て 算 定 し

た 額 ( 第 2 号 に 規 定 す る 額 が 第 1 号 に 規 定

す る 額 を 超 え る 場 合 に あ っ て は ， 第 1 号 に

規 定 す る 額 ) と す る 。

(1 ) ， (2) 略

1 0 略

( 平 成 3 0 年 度 以 後 の 年 度 分 に 係 る 保 険 料 の

介 護 納 付 金 賦 課 額 の 算 定 の 特 例 )

1 1  平 成 3 0 年 度 以 後 の 年 度 分 に 係 る 第 1 5 条 の

1 6 の 介 護 納 付 金 賦 課 額 は ， 当 分 の 間 ， 第 l

号 に 規 定 す る 額 と 第 2 号 に 規 定 す る 額 と の

差 額 に 1 0 0 分 の 8 5 を 乗 じ て 得 た 額 ( 1 0 円 未 満

の 端 数 が 生 じ る 場 合 は ， こ れ を 切 り 捨 て た

額 ) ( 以 下 「 介 護 納 付 金 賦 課 額 調 整 額 」 と い

う 。 ) を 控 除 し て 算 定 し た 額 ( 第 2 号 に 規 定

神 戸 市 国 民 健 康 保 険 条 例 の

一 部 を 改 正 す る 条 例 ( 平 成 3 1 年 月 条 例 第 号 )

に よ る

平 成 3 1 年 度

平 成 3 1 年 度

1 0 0 分 の 7 0

平 成 3 1 年 度

平 成 3 1 年 度

1 0 0 分 の 7 0

- 176 -



す る 額 が 第 1 号 に 規 定 す る 額 を 超 え る 場 合

に あ っ て は ， 第 1 号 に 規 定 す る 額 ) と す

る 。

(1 ) . (2) 略

1 2 略
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第 1 7 号議案

神 戸 市介護保 険条例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 の 件

神 戸 市介護保 険 条 例 の 一 部 を 改 正す る 条 例 を 次 の よ う に 制 定す る 。

平成 3 1年 2 月 1 2 日 提 出

神 戸 市長 久

神 戸 市介護保 険条例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

神 戸 市介護保 険条 例 ( 平成 1 2年 3 月 条 例 第 9 8号 ) の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

ブE 喜 造

第 8 条 第 1 項 第 6 号 ア 中 「 第 3 8条 第 4 項 」 を 「 第 2 2条 の 2 第 2 項 」 に 改 め ， 同

条 第 2 項 中 「 平成 3 0年 度 か ら 平成 3 2年 度 ま で 」 を 「 平 成 3 1 年度 及 び 平成 3 2年 度 J

に ， r 3 0 ， 0 4 8 円 J を r 2 4 ， 4 1 4 円 」 に 改 め ， 同 条 に 次 の 2 項 を 加 え る 。

3 前 項 の 規 定 は ， 第 1 項 第 2 号 に 掲 げ る 第 1 号被保 険者 に つ い て の 保 険 料 の

減額賦課 に 係 る 平成 3 1 年 度 及 び 平成 3 2年 度 の 各 年 度 に お け る 保 険 料 率 に つ い

て 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て ， 前 項 中 r 2 4 ， 4 1 4 円 j と あ る の は ， r 4 3 ， 1 9 4 

円 」 と 読 み替 え る も の と す る 。

4 第 2 項 の 規 定 は ， 第 1 項 第 3 号 に 掲 げ る 第 1 号 被保 険者 に つ い て の 保 険 料

の 減額賦課 に 係 る 平成 3 1 年 度 及 び平成 3 2年 度 の 各 年 度 に お け る 保 険 料率 に つ

い て 準 用 す る 。 こ の 場合 に お い て ， 第 2 項 中 r 2 4 ， 4 1 4 円 J と あ る の は ，

r 5 4 ， 4 6 2 円 j と 読 み 替 え る も の と す る 。

附 則

( 施 行 期 日 )

1 こ の 条 例 は ， 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し ， 第 8 条 第 2 項 の 改 正 規 定 及

び 同 条 に 2 項 を 加 え る 改 正 規 定 は ， 公布 の 日 か ら 起 算 し て 6 月 を 超 え な い 範

囲 内 に お い て 規則 で 定 め る 日 か ら 施行す る 。

( 経過 措 置 )

2 こ の 条例 に よ る 改 正 後 の 神 戸 市介護保 険 条例 第 8 条 第 2 項 か ら 第 4 項 ま で の

規 定 は ， 平 成 3 1年 度 分 の 保 険 料 か ら 適 用 し ， 平 成 3 0年 度 分 以 前 の 保 険料 に つ い

て は ， な お 従 前 の 例 に よ る 。

理 由
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介護保険 に 係 る 保 険料 の 保 険料率 を 改 定す る 等 に 当 た り ， 条 例 を 改 正 す る 必 要

が あ る た め 。
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( 参 考 )
神 戸 市 介 護 保 険 条 例 ぬ き が き

( 現 行 )

( 保 険 料 率 )

第 8 条 平 成 3 0 年 度 か ら 平 成 3 2 年 度 ま で の 各 年 度

分 の 保 険 料 の 保 険 料 率 は ， 当 該 保 険 料 の 賦 課 期

日 に お け る 次 の 各 号 に 掲 げ る 第 1 号 被 保 険 者 ( 法

第 9 条 第 1 号 に 規 定 す る 第 1 号 被 保 険 者 を い

う 。 以 下 同 じ 。 ) の 区 分 に 応 じ そ れ ぞ れ 当 該 各 号

に 定 め る 額 と す る 。

( 1 ) � ( 5 ) 略

( 6 ) 次 の い ず れ か に 該 当 す る 者 8 2 ， 63 2 円

ア 地 方 税 法 ( 昭 和 2 5 年 法 律 第 2 2 6 号 ) 第 2 9 2

条 第 1 項 第 1 3 号 に 規 定 す る 合 計 所 得 金 額

( 以 下 「 合 計 所 得 金 額 J と い う 。 ) ( 租 税

特 別 措 置 法 ( 昭 和 3 2 年 法 律 第 2 6 号 ) 第 3 3 条

の 4 第 1 項 若 し く は 第 2 項 ， 第 3 4 条 第 1

項 ， 第 3 4 条 の 2 第 1 項 ， 第 3 4 条 の 3 第 1

項 ， 第 3 5 条 第 1 項 ， 第 3 5 条 の 2 第 1 項 又 は

第 3 6 条 の 規 定 の 適 用 が あ る 場 合 に は ， 当 該

合 計 所 得 金 額 か ら 政 令 第 四 条 第 4 項 に 規 定

す る 特 別 控 除 額 を 控 除 し て 得 た 額 と す る 。

以 下 こ の 項 に お い て 同 じ 。 ) が 1 2 0 万 円 未 満

で あ る 者 で あ っ て ， 前 各 号 の い ず れ に も 該

当 し な い も の

イ 略

( 7 ) � ( 1 5 ) 略

2 法 第 1 24 条 の 2 第 1 項 の 規 定 に よ り 保 険 料 の 減

額 賦 課 を 行 っ た 場 合 の 前 項 第 1 号 に 該 当 す る 第

l 号 被 保 険 者 の 平 成 3 0 年 度 か ら 平 成 3 2 年 度 ま で

の 各 年 度 に お け る 保 険 料 率 は ， 同 号 の 規 定 に か

か わ ら ず ， 旦」笠旦 と す る 。
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は ， 改 正 部 分 を 示 す 。 )

( 改 正 案 )

第 2 2 条 の 2 第 2 項

平 成 3 1 年 度 及 び 平 成 3 2 年 度

24 ， 4 1 4 円



3 前 項 の 規 定 は ， 第 1 項 第 2 号 に 掲 げ る 第 1 号

被 保 険 者 に つ い て の 保 険 料 の 減 額 賦 課 に 係 る 平

成 3 1 年 度 及 び 平 成 3 2 年 度 の 各 年 度 に お け る 保 険

料 率 に つ い て 準 用 す る o こ の 場 合 に お い て ， 前

項 中 r 2 4 ， 4 1 4 円 J と あ る の は ， r 4 3 ， 1 9 4 円 J と

読 み 替 え る も の と す る 。

4 第 2 項 の 規 定 は ， 第 1 項 第 3 号 に 掲 げ る 第 1

号 被 保 険 者 に つ い て の 保 険 料 の 減 額 賦 課 に 係 る

平 成 3 1 年 度 及 び 平 成 3 2 年 度 の 各 年 度 に お け る 保

険 料 率 に つ い て 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て ，

第 2 項 中 r 2 4 ， 4 1 4 円 J と あ る の は ， r 5 4 . 4 6 2  

円 」 と 読 み 替 え る も の と す る n
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第 1 8 号 議 案

神 戸 市 病 院 及 び 診 療 所 の 人 員 及 び 施 設 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 の 一 部

を 改 正 す る 条 例 の 件

神 戸 市 病 院 及 び 診 療 所 の 人 員 及 び 施 設 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 の 一 部 を 改

正 す る 条 例 を 次 の よ う に 制 定 す る 。

平 成 3 1 年 2 月 1 2 日 提 出

神 戸 市 長 久 7L 喜 造

神 戸 市 病 院 及 び 診 療 所 の 人 員 及 び 施 設 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 の 一 部

を 改 正 す る 条 例

神 戸 市 病 院 及 び 診 療 所 の 人 員 及 び 施 設 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 ( 平 成 3 0 年

3 月 条 例 第 2 6 号 ) の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 2 条 中 「 以 下 」 の 次 に 「 本 則 に お い て J を 加 え る 。

第 3 条 中 「 第 1 9 条 第 2 項 ， 第 3 項 及 び 第 5 項 並 び に 省 令 附 則 第 5 2 条 第 5 項 及

び 第 6 項 並 び に 省 令 附 則 第 5 3 条 並 び に 医 療 法 施 行 規 則 等 の 一 部 を 改 正 す る 省 令

( 平 成 1 3 年 厚 生 労 働 省 令 第 8 号 。 以 下 「 改 正 省 令 j と い う 。 ) 附 則 第 2 0 条 j を

「 第 1 9 条 第 2 項 及 び 第 3 項 」 に 改 め る 。

第 4 条 中 「 及 び 改 正 省 令 附 則 第 2 2 条 」 を 削 る 。

第 5 条 中 「 並 び に 省 令 附 則 第 5 4 条 及 び 省 令 附 則 第 5 5 条 並 び に 改 正 省 令 附 則 第

2 3 条 ( 第 1 号 を 除 く 。 ) J を 削 る 。

附 則 を 附 則 第 1 項 と し ， 同 項 に 見 出 し と し て r ( 施 行 期 日 ) J を 付 し ， 附 則 に

次 の 1 項 を 加 え る 。

( 医 療 法 施 行 規 則 の 附 則 等 に よ り 特 例 が 定 め ら れ て い る 場 合 の 取 扱 い )

2 次 に 掲 げ る 規 定 ( 以 下 「 附 則 特 例 規 定 j と い う 。 ) に お い て 医 療 法 施 行 規 則

の 規 定 の 特 例 が 定 め ら れ て い る 場 合 に お い て は ， こ の 条 例 の 規 定 の 適 用 に よ

り 適 用 さ れ る こ と と な る 同 令 の 規 定 に つ い て ， 附 則 特 例 規 定 を 準 用 す る 。 た

だ し ， こ の 条 例 に 別 段 の 定 め が あ る 場 合 は ， こ の 限 り で な い 。

( 1 )  医 療 法 施 行 規 則 の 附 則 の 規 定

(2) 医 療 法 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 内 容 を 含 む 厚 生 労 働 省 令 そ の 他 の 省 令

の 附 則 の 規 定
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附 則

こ の 条 例 は ， 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

理 由

病 院 及 び 診 療 所 の 人 員 及 び 施 設 に 関 す る 基 準 の 経 過 措 置 を 延 長 す る に 当 た り ，

条 例 を 改 正 す る 必 要 が あ る た め 。
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( 参 考 )
神 戸 市 病 院 及 び 診 療 所 の 人 員 及 び 施 設 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 ぬ き が き

( 現 行 )

( 専 属 薬 剤 師 の 配 置 の 基 準 )

第 2 条 法 第 1 8 条 本 文 の 規 定 に 基 づ き 条 例 で 定 め

る 基 準 は ， 医 療 法 施 行 規 則 ( 昭 和 2 3 年 厚 生 省 令

第 5 0 号 。 以 下 「 省 令 J と い う 。 ) 第

6 条 の 6 に 定 め る 基 準 に 定 め る と こ ろ に よ る 。

( 病 院 の 人 員 の 基 準 )

第 3 条 法 第 2 1 条 第 1 項 第 1 号 の 規 定 に 基 づ き 条

例 で 定 め る 基 準 は ， 省 令 第 1 9 条 第 2 項 ， 第 3 項

及 び 第 5 項 並 び に 省 令 附 則 第 5 2 条 第 5 項 及 び 第 | 皇

6 項 並 び に 省 令 附 則 第 5 3 条 並 び に 医 療 法 施 行 規

則 等 の 一 部 を 改 正 す る 省 令 ( 平 成 1 3 年 厚 生 労 働

省 令 第 8 号 。 以 下 「 改 正 省 令 J と い う 。 ) 附 則 第

2 0 条 に 定 め る 基 準 に 定 め る と こ ろ に よ る 。

( 病 院 の 施 設 の 基 準 )

第 4 条 法 第 2 1 条 第 1 項 第 1 2 号 の 規 定 に 基 づ き 条

例 で 定 め る 基 準 は ， 省 令 第 2 1 条 及 び 改 正 省 令 附

則 第 2 2 条 に 定 め る 基 準 に 定 め る と こ ろ に よ る 。

( 療 養 病 床 を 有 す る 診 療 所 の 人 員 の 基 準 )

第 5 条 法 第 2 1 条 第 2 項 第 1 号 の 規 定 に 基 づ き 条

例 で 定 め る 基 準 は ， 省 令 第 2 1 条 の 2 第 2 項 か ら

第 4 項 ま で 並 び に 省 令 附 則 第 5 4 条 及 び 省 令 附 則

第 5 5 条 並 び に 改 正 省 令 附 則 第 2 3 条 ( 第 1 号 を 除

く 。 ) に 定 め る 基 準 に 定 め る と こ ろ に よ る 。

附 則

こ の 条 例 は ， 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

は ， 改 正 部 分 を 示 す 。 )

( 改 正 案 )

本 則 に お い て

第 1 9 条 第 2 項 及 び 第 3

( 施 行 期 日 )

( 医 療 法 施 行 規 則 の 附 則 等 に よ り 特 例 が 定 め ら れ

て い る 場 合 の 取 扱 い )

2 次 に 掲 げ る 規 定 ( 以 下 「 附 則 特 例 規 定 j と い

- 1 84-



- 1 85 -

う 。 ) に お い て 医 療 法 施 行 規 則 の 規 定 の 特 例 が 定

め ら れ て い る 場 合 に お い て は ， こ の 条 例 の 規 定 の

適 用 に よ り 適 用 さ れ る こ と と な る 同 令 の 規 定 に つ

い て ， 附 則 特 例 規 定 を 準 用 す る 。 た だ し ， こ の 条

例 に 別 段 の 定 め が あ る 場 合 は ， こ の 限 り で な い 。

( 1 )  医 療 法 施 行 規 則 の 附 則 の 規 定

(2) 医 療 法 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 内 容 を 含 む

厚 生 労 働 省 令 そ の 他 の 省 令 の 附 則 の 規 定





6 幸良 告





( 1 ) 消 費 税 率 改 定 に 伴 う 外 郭 団 体 自 主 料 金 の 改 定

( 改 定 の 主 な 考 え 方 )

外 郭 団 体 が 設 置 ・ 運 営 す る 医 療機 関 お よ び 介 護 老 人保健施 設 に お け る 室 料 差 額 や 文 書 料 、

面 談 料 等 の 消 費 税 課 税 対 象 項 目 に つ い て 、 現 行 の 料金 に 税 率 改 定 分 ( 1 1 0/ 1 0 8 ) を 乗 じ 、 端

数 処 理 を 行 う ( 主 な 改 定項 目 を 下 記 に 記 載 ) 。

【 地 方 独 立 行 政 法 人 神 戸 市 民 病 院機構 1

・ 中 央 市 民 病 院

現 行

室 料 差 額 9，  720 円 ，....，.，. 42 ，  1 2 0 円

文 書 料 ・ 診 断 書料 1 ， 080 円 ~ 4， 320 円

セ カ ン ド オ ピ ニ オ ン 面 談 料 1 0 ， 800 円

駐車場料金 1 50 円 / 時 間

- 西 市 民 病 院

現 行

室 料 差 額 9，  720 円 ，....，.，. 3 3 ， 696 円

非 紹 介 患者 初 診 料加 算 2 ，  1 6 0 円

文 書 料 ・ 診 断書料 1 ， 080 円 ~ 4，  3 2 0 円

セ カ ン ド オ ピ ニ オ ン 面 談料 1 0 ， 800 円

駐車場料金 1 50 円 / 時 間

- 西 神 戸 医 療 セ ン タ ー

現行

室 料 差 額 9，  720 円 ，....，.，. 1 9 ， 6 5 6 円

文 書 料 ・ 診 断 書料 1 ， 080 円 ~ 4， 320 円

セ カ ン ド オ ピ ニ オ ン 面 談 料 1 0 ， 800 円

- 神 戸 ア イ セ ン タ ー 病 院

現行

室料差額 9，  720 円 ，....，.，. 2 1 ， 060 円

文 書 料 ・ 診 断 書料 1 ， 080 円 ~ 4， 3 2 0 円

セ カ ン ド オ ピ ニ オ ン 面 談料 1 0 ， 800 円

変 更 案

9， 900 円 ，....，.，. 42 ， 900 円

1 ，  1 00 円 ，....，.，. 4 ， 400 円

1 1 ， 000 円

1 60 円 / 時 間

変 更 案

9， 900 円 '" 34，  3 2 0 円

2 ， 200 円

1 ，  1 00 円 ，....，.，. 4 ， 400 円

1 1 ， 000 円

1 60 円 / 時 間

変 更 案

9， 900 円 '" 2 0 ，  0 2 0 円

1 ，  1 00 円 ，....，.，. 4 ， 400 円

1 1 ， 000 円

変 更 案

9 ， 900 円 ，....，.，. 2 1 ， 450 円

1 ，  1 00 円 '""-' 4 ， 400 円

1 1 ， 000 円

※ 室 料差額 に つ い て は 、 個 室 種別 ご と に 上 限 金 額 を 設 定 ( 議 決 事 項 で あ る が 再 掲 ) 。

※ 西 神 戸 医 療 セ ン タ ー の 駐 車場料金 は 、 周 辺 商 業 施 設 等 の 料金 設 定 状 況 を 踏 ま え 検討。
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{ 一般財団法人 神戸在宅医療 ・ 介護推進財団 】
4・神戸 リ ハ ビ リ テーシ ョ ン病院 お よ び 介護老人保健施設 リ ハ ・ 神戸

現行 変更案

室料差額
病院 1 1 ， 3 1 0 円 ""'-' 2 2 ， 620 円 1 1 ， 5 1 0 円 ""'-' 2 3 ， 0 3 0 円

老健 2 ， 5 70 円 2 ， 6 1 0 円

文書料 ・ 診断書料 1 ， 0 20 円 ~ 5 ，  1 40 円 1 ， 0 3 0 円 ~ 5 ， 2 3 0 円

- 1 88 -
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